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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ

Act.1:モ・クシュラ

Act.2:スポンティニアス・コンバッション

Act.3:ファイアスターター

Act.4:ヤナルタシュ

Act.5:モッド・ワールド

エピローグ




　後書き
















　──よし。死のうじゃないか。

　──どうせ、俺たちには何も無いんだからさ。


ある学生の落書き（夜よ見み都と学園、二階男子トイレ壁かべにて発見）










プロローグ









「はあい♪　自殺世代アポトーシス・エイジの皆みなさん、お元気ですかー!?　それとも死にたいですかー!?　……うんうん、まあ何て良いお返事！　聞いてませんけどね、てへ。兎とにも角にも皆さん、初めましてぇっ！　わたし、少女型情報体インスタンス『クロト』と申します！　情報体インスタンスってなあに？　という時じ代だい遅おくれの方々は、まあ昔流行はやった仮想バーチヤルアイドルみたいなものと思って下さって結構ですよー。もっともわたしには自我なんかが生まれちゃったりしてるんですけど！　さてさて。それでは恒こう例れいの今日の自殺者さんの発表でーす！　えへへ、本日の自殺者数は近年稀まれに見る少なさでしたよ。何とたったの九十九人！　もちろん、自殺世代アポトーシス・エイジの皆さんの数だけでですよ！　そして！　な、な、な、何と！　その九十九人の内、『ファンタズム』の選手はゼロ！　だったんですよー！　そう！　貴方あなたがた自殺世代アポトーシス・エイジが罹り患かんした自死症候群アポトーシス・シンドロームを癒いやす唯ゆい一いつの幻想闘技デジタル・アーツ、それが『ファンタズム』です！　参加は誰だれでもオッケー、シングルマッチやタッグマッチなど色々とありますけれど、やはり公式選手であれば誰もが憧あこがれるのは、『クインテット・ファンタズム』。即すなわち、五人と五人で相争う究極至高のクインティプルマッチ。選手プレイヤーの皆さんは、幻げん想そうの剣つるぎを握にぎり、槍やりを手にし、銃じゆうを持ち、果ては魔ま法ほうまで使って────相手を殺す気で頑がん張ばらなければいけないんですよぅ！　何故なぜなら、そうでないと貴方がたは死んじゃうからです！　んもう、何て我わが儘ままなんでしょう！　死にかけないと生きたく思えないなんて！　でも、ま、それが自殺世代アポトーシス・エイジの宿命というやつです。皆さんの生命いのちは産業革命的工業製品の如ごとく安上がり。だからこそ、自らの手で輝かがやかせなければならない。そう、『ファンタズム』はそりゃ危険ですよ。評論家の皆さんが仰おつしやる通りです！　打ち所が悪ければ死にます、悪意があれば殺されます、事故で死ぬこともあるし、痛みによるショック死だってあります。でも──そんなのどうってことないでしょう？　皆さんより前の世代が、ただ生きることで存在を認められていた側なら、貴方たちは努力して存在理由を勝ち取らなければならない世代です。生き残るために戦い、生き残るために殺し、生き残るために殺されなさい。何故なら──」



















　それが、苛か烈れつなる幻想の五重闘奏──クインテット・ファンタズムなのですから！




「それでは若き男女の皆みな々みな様さま、どうぞ良き戦いを。貴方がたの芳ほう烈れつにして凄せい絶ぜつな生命いのちの輝きを、この『クロト』が見守らせて頂きます。チャオチャオ～♪」








Act.1 : モ・クシュラ









　──これは、僕たちが迷い続ける物語だ。







　唐とう突とつであるが。御み津つ神がみ戌いぬ意いは人を殺したことがある。




　そう告白すると、大たい抵ていの人間はドン引くか警察に通報するかするだろう。

　彼のことを知っている者ならば、悪質な冗じよう談だんだと憤ふん慨がいするかもしれない。

　彼のことをそれなりに知っている者ならば、なるほどもしかすると彼は間接的に人の死に関かかわったのかもしれない、と思うだろう。

　例えば、偶ぐう発はつ的な不ふ慮りよの事故。

　例えば、知らず知らずに誰かを見殺しにしてしまった。

　要するに、罪の意識が己おのれを人殺しだと苛さいなむものの実際には誰のせいでもなく、不運だったという理り屈くつだ。

　半分正解。彼は事故で人を殺あやめてしまった。

　運が悪い。どうしようもなく、間が悪い。

　それは弾だん劾がいすべき行こう為いではなく、慰なぐさめるべき悲劇である。──そう、それなりに知っている者ならば、そう考えるかもしれない。

　実際には、全く彼の言葉通りである。

　御津神戌意は、人を殺害したことがある。

　偶発的な事故でも、何かの比ひ喩ゆ表現でもなく。純じゆん粋すいに、人間を殺害したことがある。

　更さらに輪を掛かけて最悪なことに『カッとなって』とか『うっかり』という要素すらない。

　計画を立案し、練り上げ、己に罪が及およばぬよう画策し、実行し──成功した。

　どうあれ最悪の所業であり、弾劾されるべき罪状であることは間ま違ちがいない。

　何より本人がそう考えている。

　だが、生あい憎にくと法では裁けない。偶発的で、不運で、どうしようもなく悲劇的な事故。

　少なくとも表向きはそうなっているし、気付いた者もいない。

　ならば、罪は御津神戌意という少年の心に存在するだけで。

　誰も弾劾できず、誰も裁けず、誰も弁護できず、誰も判決を下せない。




　だから、罪は御津神戌意に滞たい留りゆうする。膿うんで腐くさって、常に鈍どん痛つうを引き起こす。

　仕方ない、と少年は思う。

　覚かく悟ごしていたのだから。そんなこと、とっくに。




　御津神戌意は、己の成長も幸福も許さない。

　このまま腐り果てていくだけだと、誓ちかっていた。

　誰にも咎とがめられぬ罪だから。己が裁くしかないと決めている。

　頑がん固こ者、意気地なし、無神経の繊せん細さいさん。

　まあ、何とでも呼ぶがいい──と御津神戌意は思う。反論する。

　仕方ない。殺した人間がよりにもよって、よりにもよってなのだから。




　御津神戌意は、人殺しである。

　誰もそのことを知らずとも。

　本人だけは、そのことを知っている。

　罰ばつを受けている。

　……そのはずだった。




「──御津神戌意センパイは、人を殺しましたよね？」




　春はる爛らん漫まん、というには少しばかり季節が過ぎていた。とはいえ、今はまだ黄金週間ゴールデンウイークも過ぎたところで、のんびりするには良い日和ひより。

　そんな折、御津神戌意は放課後の剣けん道どう場裏で唐突に告白された。

　残念なことに恋こいの告白ではなく、殺人の弾劾である。

　弾劾したのは驚おどろくべきことに美少女である。

　ふわりと揺ゆれる赤色の髪かみは、夕焼けの光で燃えるように輝いている。

　真紅クリムゾンの瞳ひとみは、緊きん張ちようを隠かくせないのかややおどおどとした様子だった。

　どちらかといえば、小こ柄がらな方。柔にゆう和わな顔立ちのせいか、小動物的な愛らしさがある。

　……あるのだが。

　どうも今、己の罪を弾劾されたらしい。シチュエーションがどう考こう慮りよしても、恋に恋こい焦こがれ泣いてしまうような場所だったせいか、何だか実感がない。

　別段、隠していた訳ではない。

　ただ沈ちん黙もくしていただけであり、周囲が勘かん違ちがいしていただけだ。

　あれは偶発的な事故であり、悪意はないのだと。

　忘れたことなどないが、まさかこんな場所でこんな状じよう況きようで糾きゆう弾だんされるとは思わなかった。

「……あ、うん。まあ、そんなとこです」

　という訳で、思わずそんな風に自白してしまった。自分でもどうかと思ったが、とにかく混乱しているので仕方ない。

「み、認めちゃうんですか!?　ちょ、ちょっと待って下さい！」

　が、何故か彼女の方はもっと混乱した様子で、戌意から背を向けた。何事かと見守っていると、俯うつむいて何やらメモを見ている。ちょっと近付いて背中から覗のぞき込む──フローチャートが書かれており、戌意の反応として「惚とぼける」「そっぽを向く」「否定する」などがあったが認めるという項こう目もくはなかったらしい。

「ど、どうしよう……ええと、ええと、ええと」

　どうするんだろう、と戌意は思う。

　ああでもないこうでもないと考えていた少女が「よし」と呟つぶやいたので、戌意はそっと元の場所に戻もどった。

　くるりと振ふり向いた少女が、強こわ張ばった笑顔で告げる。




「それでは。センパイを脅きよう迫はくさせて頂きたいのですが、よろしいでしょうか!?」




　頂きたいも何も。脅迫はそういう言葉から始めるものではないな。

　外面と内面が恐おそろしいほどに異なるのか。それとも、余程切せつ羽ぱ詰つまっているのか。

　面食らったまま、ひたすら面食らったまま戌意はとりあえず答えた。

「ええと。……ど、どうぞ」

　ぱっ、と少女の顔が喜びに輝いた。その後、すぐに申し訳なさそうに意い気き消しよう沈ちんし、更に何かを堪こらえるように、ぐっと前のめりになる。

　大通りの信号みたいに切り替かわる表情だ、と戌意はぼんやり思った。

「ええと。ま、まずはええと……そう！　こ、こちらの要求をお伝えします！」

　彼女は台本用と思おぼしきメモ用紙をしまいこみ、深呼吸。

　まるで告白するかのように、真しん剣けん極まる表情で告げる。







「──わたくしと共に『ファンタズム』を戦って下さい！」







　その言葉には、どれほどの強い意志が詰まっていたのだろう。

　夕暮れ空のどこかで、カラスがカァカァ啼ないている。

　どうしてこうなるのか、と戌意は思う。色々と聞きたいことは沢たく山さんあり、何から聞いていいのかしばし迷った。

　戌意は問う。

「どうして、『ファンタズム』で戦いたいんだい？」

　少女は答える。

「……つ、強く、なりたいからです。『ファンタズム』で。誰だれにも負けぬように」

　戌意は問う。

「どうして僕なんだい？」

　少女は答える。

「見たからです。貴方あなたのこと、貴方の試合の全すべてを。最後のあの試合も含ふくめて──全て」

　──なるほど。

　正直に言って感かん嘆たんする。現存する試合映像は、戌意が知る限りただ一種類、定点カメラで撮さつ影えいされたものしかない。あれを見て真実を摑つかみ、自分に脅迫を仕し掛かけようと思う人間は、然そう然ういない。

　強くなりたい、と彼女は言った。共に戦いたい、と彼女は言った。

　それはつまり、『クインテット・ファンタズム』に参加したいということだろう。

　高校生が命懸けで覇はを競う、五対五のデスマッチ・インターハイ。

　少女は、それに自分と参加したいと願っている。

　以上のことを理解して、戌意は────大きく、大きく嘆たん息そくした。

「どうして、こうなるのかなあ」

　そんな愚ぐ痴ちを零こぼす。醬しよう油ゆが染しみたテーブルクロスに触ふれてしまったような気分。

　要するに、割と最悪だ。




　未いまだ物語は始まらず。そもそも脅迫に至った経緯いきさつが不ふ明めい瞭りよう。ならば、まずは舞ぶ台たい裏うらの考察から始めよう。

　それは本日朝六時。御津神戌意の起き床しようから開始された。




　　　　[image: §][image: §][image: §]




　御津神戌意の朝は早い。目覚ましが鳴る一秒前に手が伸のびて、けたたましい電子音を鳴らす前に叩たたき切る。

　もぞり、と温かい布団から抜ぬけ出す。そこに未練はない。一いつ旦たん目が覚めると、たとえ睡すい眠みんが三時間しかとれていなくても脳が覚かく醒せいする。戌意はそういう生いき物ものだ。

　呼吸を整え、調子の悪い部分を探す。痛む部分も、鈍にぶい部分も見当たらない。

　うん、と頷うなずいて戌意は朝食を摂とるために台所に向かった。

　起きた時間もいつもと同じなら、食事の中身も全く同じである。特にここ数ヶ月は牛乳とコーンフレーク（プレーンシュガー味）がもっぱらの主食となっている。砂糖のベタつくような味がする安っぽいコーンフレークにもすっかり慣れてしまった。もう少しで最後の一箱を消費しきれる予定。それまでの辛しん抱ぼうだ、と溜ため息いきをつく。

　朝食を食べ終わると、同居人ハウスメイトを起こしに向かうことにした。

　ノックは不要だ。この数年、彼女が起きていた例しがない。

「んにゃぁ……くぅ……」

　予想通り、抱だき枕まくらを抱き締しめた少女は穏おだやかな寝ね息いきを立てていた。戌意は少女の肩かたを摑み、強く揺さぶった。

「起きてくれ、もなむー」

　華か々か蓮れんもなむ、という些いささか変わった名前の少女である。目にも見事な白銀の髪だが、彼女は純じゆん粋すいな日本人だ。産んだ人間がファンタジー世界に傾けい倒とうしていたせいだろう、頭とう髪はつの遺伝子調整を行ったらしい。

「んぅ……もうちょっと……」

　寝ねぼけつつ、彼女は戌意の体を引き寄せようとする。ええい鬱うつ陶とうしい、と戌意は呟いて渾こん身しんの力を籠こめて、彼女をベッドから持ち上げた。

「おお……とんでますー……うぅ？」

「てい」

　そして全力で投げ捨てた。がふっ、という呻うめき声と共にようやくもなむが目を覚ます。

「あ。……おはよう……」

　いつもと変わらぬ、何とも言えないダウナーな声だ。困っているように眉まゆ根ねを寄せるが、これもいつもと変わらぬ彼女の標準的表情デフオルトだ。

「起きたか、もなむ」

「はい、何とかぁ……。それはそれとして、ボディスラムはどうかと思います」

　頭を搔かきつつ、彼女はどうにかベッドから脱だつ出しゆつした。ピンク色の薄うすいネグリジェは、大人びた彼女によく似合っている。

　戌意もそれほど身長が低い方ではないのだが、もなむは戌意以上だ。背が高いのを誤ご魔ま化かすように、いつも少しだけ猫ねこ背ぜになっている。それはそれで、あまりよろしくないと戌意は思う。

「朝ご飯は？」

「僕はもう済ませたよ」

　戌意が言うと、もなむはしょんぼりと肩を落とす。着き替がえて下りて来るように伝えると、彼女はこくんと首を縦に振った。

　着替えた彼女が二階から下りてくるまでの間、軽く掃そう除じを済ませておく。

　テレビを点つけるとアナウンサーの無機質な声が、幾いくつかのニュースの後にいつもの報告を行っていた。

『昨夜の自殺者数は百四十三名。内、九十九名がいわゆる自殺世代アポトーシス・エイジに該がい当とうします。厚生労働省は自殺世代アポトーシス・エイジの自殺者数が百名を切ったのは、五百四十二日ぶりと発表しています……』

　三十年前、若者の自殺はただ一件でも記事になるほど特異な現象だったらしい。今となっては、大したことのない事象だ。若者は死に易い。だがそれ以上に多い。

「おはようございます……」

　のそのそと、もなむが椅い子すに座る。目の前にあるコーンフレークと注がれた牛乳を見て、微かすかに顔をしかめる。

「今日もコーンフレーク……パンが恋こいしい、ご飯が愛いとしいです」

「残り一箱だから我が慢まんするべし。あと、悪いのはコーンフレークの大特価セールに目が眩くらんで、大量購こう入にゆうしたもなむだからな？」

「──反省は、していますよぅ」

　憂うれい極まった表情で、銀ぎん髪ぱつの少女はコーンフレークをじゃりじゃりと咀そ嚼しやくした。




　御津神戌意は、華々蓮もなむと二人で一戸建てに住んでいる。同居に至るまでの経緯に理由は多々あるが、同居そのものは大して珍めずらしいことではない。まして、両親が不在なのもこの日本ではよくあることだ。

　……何十年も前の話。かつての日本は少子化という社会問題に苦しみ喘あえいでいた。

　老人が多すぎて、若者が少なすぎた。だから、若者を大量増産することにした。無論、結けつ婚こんを推すい奨しようするなどという遠回りなものではない。もっと直接的に、残ざん酷こくなまでに量産を開始した。

　現在、十二歳から十八歳までの若者の七割に両親は存在しない。ランダムに選ばれた男女によって計画的に〝生産〟された彼らは、生まれたときから政府によって保護され、育てられた。

　子供を産み、育てるのが困難な世の中であるというならば。政府がそれを肩かた代がわりするより他ほかない。幸いにして、ストレスを一切溜ためず、暴力など振るうはずもない、まさに人間以上に細やかな育児を行える〝情報体インスタンス〟という存在もあって、逆ピラミッド形になりつつあった人口をどうにか逆転させることに成功した。

　──もちろん。その代だい償しようはあった。元より、古来の社会的規き範はんを歪ゆがみに歪ませた計画なのだから。







「ごちそうさま」

　もなむは終始ダウナーな表情で、どうにかコーンフレークを胃に押し込んだ。一息ついて、心底懲こりたという風に呟つぶやく。

「まるで鳥の餌えさみたいでした。もう一生、このメーカーのものは買いません……」

「……一つ賢かしこくなったなあ」

　戌意がそう言うと、何が嬉うれしいのかもなむは微かに笑った。

　午前七時五十八分。家を出る寸前、戌意はもなむに呼び掛かける。

「学校に行くぞ。外用の顔を作らないといけないんじゃないか？」

「……分かってます」

　すぅ、はぁ、と幾いく度どか深呼吸。その度に、もなむの豊かな双そう丘きゆうが膨ふくらんでは縮んだ。

「よし！」

　ぱん、と己おのれの両頰ほおを張って気合を入れると、もなむは満面の笑えみを浮うかべ、それから段階的に表情を戻もどしていく。

「えーと、えーと、えーと、このくらいでどうですかね？」

「もう少し抑おさえた方がいいよ」

「んー……こうでしょうか？」

　少しだけ笑いが収まる。それでいつもの彼女の顔になった、と戌意は頷いた。

「いいぞ、それなら文句なしだ」

　毎朝の儀ぎ式しきである。戌意はもなむと拳こぶしを突つき合わせ、玄げん関かんから外へ出た。途と端たん、きゃぁという嬌きよう声せいが上がる。

「華々蓮センパイ、おはようございまーす！」

　女三人よれば──とよく言われるが、それが女子高生ならば尚なお更さらだ。華々蓮もなむの後こう輩はい三人が、今日も今日とて彼女を出で迎むかえに来ていた。

　同居人である戌意には信じられないが、日本人離ばなれした顔と体を持つ華々蓮もなむは男子女子問わず生徒たちに絶大なる人気を誇ほこっている。

「──おはよう、皆みなさん。今朝もいい天気ですね」

　穏やかな声と聖女の如ごとき微笑ほほえみ。それが、一歩外に出た華々蓮もなむの〝顔〟である。なお、顔だけであって中身は粗そ忽こつ者もののぐうたらダウナーであることに変わりは無い。何でそれがバレないのか、戌意はたまに不思議に思う。

「では、お先に行って参ります。戌意さん」

「うん。いってらっしゃい」

　戌意にそう挨あい拶さつすると、もなむは後輩と合流して学校へと向かう。毎度のことではあるが、よく化けるものだ──と戌意は思う。

　あれで責任感はあるのだろう。後輩への面めん目ぼくが立たないと、毎日毎日出で掛かける前に頰を張って気合を入れる。

　戌意は玄げん関かん扉とびらを施せ錠じようすると、後からのんびりと向かうことにした。登校ラッシュでもあるため、道路はどっと混み合っている。まるで蟻ありの群れのようだ。周囲の家という家、アパートというアパートから一いつ斉せいに学生たちが登校するのだから無理もあるまい。

　御津神戌意が通う学校の名を、夜よ見み都と学園という。

　私立の学校であり、初等部中等部高等部合わせての生徒数は約四千八百人だ。一クラス四十名、それが一学年ごとに十クラス。初等部二千四百人、中等部千二百人、高等部千二百人──計四千八百人。

　夜よ見み都と市は、この学園を含ふくめた複数の学園を包ほう括かつする形で成立した一種の学園都市である。総合生徒数二万人に対して教師や大人の数は極めて少なく、学生と彼らが使役する情報体インスタンスによって、自主性などの情操教育も兼かねて一部自治が執とり行われている。

　戌意は世界に埋まい没ぼつするかのように歩き出し、そこかしこで行われる挨拶に見向きもしない。ここまで人数が多ければ、朝の挨拶などしてもしなくても同じコトだ。

　まあそれでも。

「おはよう。……………………おい御津神、挨拶くらいせんか」

　彼に声を掛ける奇き特とくな知り合いは一人くらいは居る。振ふり向くと、太めの眉まゆと真っ直すぐ伸びたぱっつん系黒くろ髪かみが印象的な少女が戌意を睨にらんでいた。当然、夜見都学園の制服であるが腕うでに風紀委員の腕わん章しようを着けている。力強い少女である。

「……おおう。挨拶されたっけ？」

「したぞ。お前という奴やつはまったく。まったくガン無視と来た。朝の挨拶は何よりも大事だといつも教えているだろう」

　指を一本立てて、クラスメイトにして風紀委員たる一いち条じよう美み海うはそう説教する。

「おはようさん、一条」

「おはようございます、だぞ。御津神」

　と言いつつも、挨拶を返されたことに満足したのか美海は満足げだ。

「少しは気合を入れろ。取り込まれたくはないだろう」

　両親が愛し合った結果ではなく。誰だれかが望んだ結果でもなく。

　ただ国の政策で無条件に生誕した。

　それ故に生きる意味が見つからないと彼らは嘆なげき、時に死を選ぶ。『自殺世代アポトーシス・エイジ』と呼こ称しようされるのは伊達だてではない。御津神の世代は殊ことの外、自死を選ぶことが多い。親という存在がないまま産み落とされたせいか、それともこのあまりの人数の多さ故か──命の価値、というものがこの世代には極めて実感が薄いのだ。

　今の彼らは誰もが社会の歯車ソシアル・ギアであると確信して育っている世代だ。

　美び醜しゆうも、強弱も、頭の善よし悪あしですら最上級フローレスでなければ価値がない。

　その点でいえば、華々蓮もなむの美しさは最上級フローレスに極めて近いという。

「まあ、そんなつもりはないから」

　曖あい昧まいに返す。一条美海のように、生きることへ強い意志を見せる者は稀まれだ。大多数の生徒たちは、笑い合い、喜び合いながらも、この世界があまりに不安定で──気を抜ぬけば、あっという間に失しつ墜ついする場所であることをよく理解している。

「うむ。確かにお前は今にも死にそうな割に──何故か死なないな。何か夢でも持っているのか？」

　自殺世代アポトーシス・エイジが最も欲しがるもの。それは、夢だ。何かを成し遂とげたい、何かに成りたい、そんな夢を持つこと。それが自殺アポトーシス防止への第一歩だという。

「無いよ、今のところは」

　より正確に言うと。持つつもりがないということだ。御津神戌意は、ある日ある瞬しゆん間かん、己の夢を絶つことにした。

　将来の夢はなく、将来の展望もない。だからといって死ぬ気はない。

　無気力で、無感動で、無機質で。

　この世界を這はいずり回って生きていくのが、己の贖あがないだ。

「そうか。いつか、お前の夢が見つかるといいな」

　てらいもなく、美海は笑う。それが少し、眩まぶしかった。

「……そうだね」

　曖昧なまま、戌意も笑いを返す。

　──と、不意に何かを感じ取って振り向いた。

　物理的なものではない、誰かがひどく自分を見つめていたような、そんな感覚。

「おい、どうした？」

「いや……何でもない」

　気のせいだろう、と思う。自分に注目する人間などこの世に存在するはずがない。

　自信を持ってそう断定した戌意は、再び生徒たちの群れに埋没していった。







　そして。その予想はもちろん間ま違ちがっている。残念なことに、御津神戌意の後方三十メートル、電信柱の陰かげにストーカーが隠かくれていた。

「……いえいえ、わたくしストーカーじゃありません」

　少女は一人、自分を納なつ得とくさせようとする。だがここ一ヶ月──夜見都学園に入学してからずっと、監かん視しを続けていたせいで御津神戌意の大まかなスケジュールは把は握あくしている。

　登校時間はほぼ高確率で七時五十五分から五十九分。八時を超こえることは極めて稀。同居人ハウスメイトは華々蓮もなむだが一いつ緒しよに登下校をすることは一割弱。雨の日などに、傘かさを持っていなかった彼女を送るケースなどがある。

　学食で頼たのむメニューはほぼ九割以上の確率で野菜炒いため定食。Ａランチを頼む事例もあったが、パイナップルが入った酢す豚ぶたが出てきたことをきっかけに注文は止やめた模様……ということを克こく明めいに記録している時点で、胸を張ってストーカーだと言えるだろう。

「……御津神、戌意」

　名前を呟く度に、奇き妙みようなくすぐったさと感かん慨がいが胸に満ちる。彼の名前は、少女にとって過去の素す晴ばらしい思い出そのものなのだ。




　幻想を統べる闘技デジタル・マーシヤルアーツ──『ファンタズム』。

　三年前のインターミドルで伝説を打ち立てた『魔人世代ヴイラン・エイジ』の一人。

　あの〝悲劇的な事故〟で『ファンタズム』の世界から立ち去って、すっかり忘れられているけれど……少女は一度たりとも、彼の勇姿を忘れたことはない。そして、彼が授けてくれた言葉もはっきりと覚えている。




　──戦うことは辛つらいことで、苦しいことで、何より痛いことだけど。

　──だからこそ理解わかり合えることがあって、絆きずなが産まれる。

　──それは、僕たちが生きていく為ために必要なんだって思っている。




　いつか、あの人に会いたい。一緒の舞台ステージに立ちたい。大切な人と二人、そう願ったことを思い出した。

　あの願いは、何時いつの間にかどこかに消えてしまっていて。一ヶ月前の入学式で御津神戌意と出会うまでは──思い出しもしなかった。

　出会いは奇き跡せきで、運命的で、幸運だ。

　あの人がいてくれるなら、一歩を踏ふみ出せるかもしれない。そう思って、この一ヶ月を監視ストーキングに捧ささげた。

　最終的に取る手段を脅きよう迫はくとしてしまったのは、自分でもちょっとどうかと思ったが、どうしてもこれ以外に最適なアプローチが見つからなかったのだ。

　悪し様に罵ののしられようと、憎にくまれようと、あるいは殺されても仕方ない。重要なのは自分と御津神戌意、どちらが大事かと言えば戌意の方である点だ。

　三年前に立ち止まってしまった輝かがやく星。

　四年前に、死体と成り果てた自分。

　死体と星なら、星の方が大事に決まっている。自分の方は、あくまでついでで良い。本当のことを言うと、ついでという形ですら叶かなえて貰もらうのは烏滸おこがましい。

　仮に自分が失墜しても、彼が復帰するのならそれでいいと思う。そうすればきっと、あの子も喜んでくれるはずだから。

　今日はいよいよ、告白の日。どうか、御津神戌意が再び羽ばたいてくれますように──少女は祈いのる。







　ちくたくちくたく。

　時計の秒針のように正確に、幾いく度ども幾度も繰くり返す行こう為い。

　学習の日々は積み重ね。けれど、いまいち積み重ねているという実感が湧わかない。

　同じ項こう目もく同じ歴史同じ数式同じ単語を、毎日毎日学んでいるのではないかと錯さつ覚かくすら抱いだいてしまう。

《──それでは。本日の授業はここまでです》

　目の前に居るのは情報体インスタンスの教師。校内にある巨きよ大だいサーバーに格納された感情導入型人工知能ＡＩを持つホログラムデータだ。

　年ねん齢れい二十七歳、性別は女性。性格は泣き虫、おっとり、授業は優しく丁てい寧ねいに。さすがかつて名門校で名を馳はせた教師だけのことはある。

　そう、大人の数が絶対的に少なくなった結果、国家が編み出した反則技がこれだ。

　かつての名教師たちの情報を収集、性格その他を忠実にトレースした上で、デジタルデータとして再現する。

　……情報体インスタンスとは、デジタルデータの妖精アヴアターみたいなものだ。現実に存在する訳ではないのに、幻想デジタルの世界から召しよう喚かんされた彼らは、目の前に存在し、言葉を話し、会話を行い、あまつさえ──触ふれることすらできる。

　人類の大半は、既すでにその脳にＤDigital受容体を受け入れている。デジタルデータの味、匂におい、そして感かん触しよくを知覚することが可能になるよう進化したのだ。

　故に。彼女はデジタルデータであると同時、立派な一個人の教師でもある。

《あ、皆みなさん。課題を出しておきましたから、来週の提出を忘れないでくださいね》

　最後にそう言い残し、教師は消えた。授業用のタブレットを確かく認にんするとなるほど、土日を使って提出しろとばかりにどっさりと課題が送られてきていた。

「くそ、削さく除じよしてぇなあ」

「止めとけ。リコちゃん先生は罰ばつ則そく割と厳しめだぜ」

　残された生徒たちは愚ぐ痴ちりつつ、昼食のために立ち上がる。戌意も食堂でパンを買うか、あるいは食券を購こう入にゆうするか──と考えつつ席を立った。

「うん、どうした。君、何か用かな？」

　美海が教室の扉とびらの傍そばで、誰かに呼び掛かけている。「ぴゃっ！」という悲鳴、そしてばたばたと駆かけていく足音。何となく気になって、戌意は美海に声を掛けた。

「……どうしたの？」

「いや。下級生が教室をこっそり窺うかがっていたから、声を掛けたら逃にげられた」

　美海が首を傾かしげて、慌あわてて立ち去っていく女子生徒を指差した。焰ほむら色の髪かみを翻ひるがえして走り去っていく少女に、妙みような既き視し感かんを抱く。

「知り合いか？」

「まさか」

　それきり、戌意は少女のことを頭の隅すみに追いやった。代わり映ばえのしない日常では、こんな些さ細さいな出来事すらも記き憶おくに残る。

　いや、それとも。

　あるいは──わずかな予感があったのかもしれないが。
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〝思わず逃げてしまった〟

　逃げてどうする、という冷静な指し摘てきが頭に思い浮うかんだけれど声を掛けられたせいで、頭は真っ白。

　ネットの動画よりもずっとずっと間近で、あの人の横顔を見た。

　目はどこか遠くを見ていて。

　未いまだ何かを探しているようで。

　あの人ならば、きっと──。そんな期待が、いやがうえにも胸を膨ふくらます。

　目下の問題は、どうやってあの人に自分の想おもいを伝えるべきかという点。

　住所は分かるから、直接──でも、どんな頼みがあったって自宅に押しかけるのは印象が悪いだろう。

　だから、伝えたいならこの夜見都学園で。

　呼び出すなら、ありったけの想いを籠こめて──手紙を出そう。
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　御津神戌意は、部活には入っていない。夜見都学園に限らず、全国の学生たちは勉学よりも部活動を奨しよう励れいされている。

　部活動は娯ご楽らくであり、生き甲が斐いでなくてはならない。そういうものがないと、戌意たちの世代は立ち所に自死を望むようになる。

　とはいえ、戌意は〝例外〟だ。

　下校時、彼はいつも通り、下げ駄た箱ばこを開いて靴くつを取り出そうとして──。

「む…………」

　それを、見つけてしまった。白い封ふう筒とうに包まれた手紙、表裏共に差出人の名はない。

「おいおい」

　思わず、そんなことを呆あきれ顔で呟つぶやく。頼むから冗じよう談だんであって欲しい、不幸な手紙チエーンメールならば喜んで手伝おう。などと祈りつつ戌意は手紙を読んだ。




『御津神戌意様




　突とつ然ぜんのお手紙申し訳ありません。

　ですが、これ以外に方法がなかったのです。貴方あなたのことをずっと見つめているだけで、どうしようもなく胸が張はり裂さけそうで、直接お伝えする度胸がありませんでした！

　お願いします。どうか放課後、剣けん道どう場の裏でお会いできないでしょうか？

　わたくしはいつまでも、貴方をお待ちしております』




　読んだ。二度読んだ。念のため、斜ななめ読みや縦読みも試してみたが無む駄だだった。

「……正気か」

　戌意は思わずそんな言葉を呟いた。

「何が正気なんですか？」

「うわっ!?」

　戌意が悲鳴を上げて跳とぶ。

「い、戌意さんが悲鳴を上げるとは。まあ何とレアなんでしょう」

　華々蓮もなむが、口に手を当てて驚おどろいている。……一応、まだ学園ということもあってどうにか外面を保っているらしい。

「……驚かせないでくれないか」

「そんなことより、どうなさったんですか？」

　丁寧、かつ有う無むを言わさずといった口調だった。ずい、と笑え顔がおのまま一歩詰つめ寄る。

　ちなみに、戌意も決して背が低い方ではないのだが。それ以上にもなむの方が高い。

「……ああ、いや。その、何だ、ええと……」

　しどろもどろになる戌意に首を傾げつつ、もなむはするりと戌意が手にしていた封筒と手紙を取り上げた。

「……」

「おうい、返してくれ」

「ちょっと黙だまってて下さい」

「あ、はい」

　普ふ段だんにない迫はく力りよくに戌意は思わず引き下がった。もなむは手紙を二度、三度と読み直してからゆっくりと納なつ得とくしたように頷うなずく。

「行って来るべきです」

「……え。何で」

「そこで心底嫌いやそうな顔をする戌意さんが不思議です。いいから、行ってきなさい」

「いや、しかし。……罠わなじゃないのか」

「小動物のように震ふるえて言うことですか。……戌意さん。言いたいことは分かります。よく分かります。でも、それはそれこれはこれ。この手紙を送った方が待っているんですから。つまりさっさと行きなさい」

　──嘆たん息そく。もなむの言いたいことは、戌意にも理解できる。

　他者と関かかわらないというのが戌意の流りゆう儀ぎなら。

　戌意と関わりたい、というのが手紙の送り主の意志である。

「……そうだな。僕が他人と関わり合いになりたくないと考えるのは勝手だけど、それを他人に押しつけちゃいけないよな」

　頭を搔かいて、仕方ないと戌意は苦く笑しようする。

「それじゃあ、行ってくる。……でも本物かね、これ」

　最後まで疑いつつ、戌意は手紙にあった場所へと赴おもむいていく。それを見送りつつ、もなむは何とも感かん慨がい深ぶかげに呟いた。

「そうですよ。間ま違ちがいなく本物です。やっぱり、離はなれられない運命さだめというものはあるんですね」







　戌意は剣道場の裏手に向かって歩き出す。夜見都学園は初等部・中等部・高等部でそれぞれ校舎が分割されていて、更さらに剣道場、弓道場、体育館、教会、合同グラウンド、野球場、トレーニングルーム──そういった別施し設せつが学園内部に収められている。

　その中でも剣道場は、剣道部が昨年、一昨年と連続でインターハイ準優勝するほどの強きよう豪ごうということもあり、最さい新しん鋭えいの設備を備えている。

　それを横目で見つつ、戌意は剣道場の裏手に回った。学園の敷しき地ちと外を分かつ壁かべが近いことと、剣道場の裏手は窓が手の届かない上方にしかないこともあって、授業から逃とう亡ぼうした生徒や、人目を忍しのびたい男女が活用している。

　さて──。

　植えられた樹木のせいかこの付近は昼間でも少し薄うす暗ぐらい。だが今は夕暮れの日差しのせいで、どこもかしこも橙だいだい色いろに染め上げられていた。

「……剣道場の裏、ここのはずだが」

　呟く今も、戌意は半信半疑。罠である疑いを捨て切れない。いや、別に謎なぞの組織に追われている訳でもないので、罠など有り得ないのだが。

　となるとこれは本物か。

　本物だとすると、これはつまり──。

　戌意の呟きを聞きつけたのか。がさりと木の陰かげから誰だれかが飛び出してきた。

「あ、あのっ！」

　夜見都学園の制服を着た女子生徒だった。リボンから判断するに一年生。焰ほむらの色をした髪を後ろで束ねていて、それが動いたせいでふわりと揺ゆれた。

　真紅クリムゾンの瞳ひとみはおどおどとした様子で、戌意を見つめている。その瞳の奥には、強さと不安の両方が垣かい間ま見みえた。

「わ、わた、わたた、わた、わたくしは、その、ええと、あの──」

　戌意は慌てる少女を落ち着かせるように、ポケットから封筒を出して尋たずねた。

「この差出人は、君で合がつ致ちしているかな??」

　こくこく、と少女は頭を二度振ふった。もげるのではないかと、一いつ瞬しゆん不安になるほどの勢いだった。

「そそそ、それで、それでその、へ、へ、おへんじは──」

「……その前に、まず君の名前が聞きたいんだけど」

「あ、あ、そうか。名前。わたくしの名前は、刻こく導どうイミナと申します」

「うん、コクドウ？　それあの『黒導』か？」

「……いえ、違ちがいます。『刻とき』に『導みちびく』で刻導です。それでですね、お返事を──」

「いやちょっと待って。この手紙、目的については現地で通達するという申し入れが書いてあるんだけど」

「……………………あ」

　緊きん張ちようしているのか、それとも単なる天然ボケなのか。少女は告白ていあんより先に返答けつろんを要求していることにようやく気付いたらしい。

　顔を紅あかくして、何度も頭を下げた。

「し、失礼しました。えっと、ですね、わたくしは──わたくしは──」




　戌意は自他共に（つまり戌意ともなむ）が認めるほどに枯かれ果てたロートル少年ではあるが。それでも、彼女の美しさと可か憐れんさは認めざるを得なかったし──夕暮れ時の放課後、誰も居ない場所という状じよう況きようの盛り上がりも含ふくめて、多少なりとも緊張して、心臓を摑つかむように胸を押さえた。

　迷うように、顔を伏ふせていたイミナに戌意が声を掛かける。

「……言ってくれ」

　その言葉に意を決したのか、少女は顔を戌意に向けた。彼女の告白を断らねばならないことに、わずかばかり胸が痛む──そういう感情が残っていた自分に、今いま更さらながら驚いた。

　橙色に染まる髪かみ、紅潮した頰ほお、瞳は真っ直すぐ少年を射い貫ぬき──。







「──御津神戌意センパイは、人を殺しましたよね？」







　……冒ぼう頭とうに巻き戻もどる。

　刻導イミナは、御津神戌意を脅きよう迫はくしている。脅迫して、自分に『ファンタズム』を教えて欲しいと迫せまっている。

　どうしたものか、と戌意は思う。考える──最悪の事態、自分の過去が暴ばく露ろされること？

　いやいや、そんなものは全く最悪ではない。彼女を殺害した以上、『最悪』などとうに通り過ぎている。

　暴露されては、さすがに学校には居い辛づらいかもしれない。

　退学しなければならないかもしれない。

　だがまあ、別に死ぬ訳ではない。……まあ、暴露されるならされるで仕方ない。

　戌意は思う──その前に、何とか穏おん便びんに話を終わらせよう。

　穏便に……穏便に。




「絶対に断る嫌だ御ご免めん蒙こうむる」




「びえっ!?」

　おお、いけない。つい本音が出てしまった。物もの凄すごい勢いで断ったせいか、イミナの瞳に見る見る内に涙なみだが溜たまる。

　気の弱い脅迫者だ、と戌意は思う。

　ともあれ仕方ない。順を追って話してみよう。

「まず、僕は『ファンタズム』はとうに止やめている。知っているね？」

「はい、知っています。でも──」

「止めて三年経たつ。もうやる気はないし、誰かに教えようという気もない。第一、僕に教えを乞こう必要はないはずだ。街に行けば、幾いくらでも『ファンタズム』のトレーニングスクールがある」

「……それじゃ、駄だ目めなんです」

　悄しよう然ぜんと肩かたを落とし、イミナは呟つぶやく。

「駄目、とは？」

　沈ちん黙もく。駄目な理由を言う気はないらしい。

「……つまり、拠よん所なき事情によってトレーニングスクールに通うことはできない、という訳かい？」
















「はい。……その、出来れば他ほかの人には内密に教えて欲しくて」

「内密に？　部を作りたいとか、そういうコトでもなく？」

　気まずげにイミナが目を逸そらす。どうも彼女は秘密が多すぎる。

「部、というか……将来的には、大会に出るべきだと思っていますけど！」

「個人戦シングルで？」

「いえ、可能であれば──可能であれば、『クインテット』で！」

『ファンタズム』を学びたい……オーケーだ。

　可能であれば、大会に出たい……もちろん、いいとも。

　だが、そこに御津神戌意が関かかわってくるとなると話は違う。違い過ぎる。

「ふ、ん……」

　頭を搔く。結論は出ている。だが、あまりに懐なつかしいものの名を聞いたせいか、それを言葉にすることに、しばしの迷いがあった。

　それでも。それでもやはり、変わらぬ結論を伝えるしかない。

「ど、どうですか。その……」

「そうだね。君が『ファンタズム』をやるのは、全然構わないと思う。だけど、そこに僕が参加するというのは断る。僕はもう、『ファンタズム』には関わりたくない。脅迫されたって、それは変わりない」

　素っ気なく突つき放す。イミナは何かを堪こらえるように唇くちびるを嚙かむ。

「どういう事情かは知らないし、聞くつもりもない。ただ、本当に『ファンタズム』をやりたいなら、専門のジムに行く方がいい。独学など以もつての外だ。死亡率がもっとも高い闘とう技ぎというのは伊達だてじゃないぞ。『ファンタズム』の柱である拡張現実オーギユメント・リアリテイも僕が現役だった頃ころとはルールが異なるはずだ」

『ファンタズム』とは、一言で述べると〝拡張現実オーギユメント・リアリテイ技術を利用した格かく闘とう技ぎ〟ということになる。選手はそれぞれが武器──剣けん、槍やり、弓、銃じゆうなどを持ち、対戦者を倒たおす。

　ただし、重要なのは現実アナログの力ではない。無論、それが不要である訳はないが、重きを置くべきは幻想デジタルの力だ。

　自身が持つ幻想デジタルと、相手の幻想デジタルを考こう慮りよした上で戦術を構築し、舞台フイールドの特性を理解して、その生命いのちを懸かける。

　選手層は十二歳から十八歳までの若者だけで、おおよそ六十万人。高校生の選手層が野球を上回ったのは、ちょうど自分が引退する三年前のことだと戌意は記き憶おくしている。

　ご多た分ぶんに漏もれず、高校になると全国高等学校総合体育大会──即すなわちインターハイが開催される。そこで執り行われるのは個人戦シングルと団体戦。

　そして五人による団体戦こそが『ファンタズム』においてもっとも華はなやかでもっとも人気のある競技──『クインテット・ファンタズム』だ。

　穏おだやかな口調で、窘たしなめるようだった戌意の言葉には、いつしか熱が籠こもっていた。

「専門のジムなら、余程よ酷ひどい場所ではない限り、常に最新技術を導入しているはずだ。初心者への教え方もマニュアル化されているだろう。僕はただ、昔選手プレイヤーだっただけのアマチュアだ。とても教えられる立場ではない。これは君の為ためを思って言っている」

　噓うそではない。噓も含めた上での真実だ。

　戌意の言葉に、ふるふるとイミナは首を横に振る。

「でも。わたくしは、センパイと一いつ緒しよに戦いたいんです！」

「嫌いやだ」

「そこを何とか、ねじ曲げて折り曲げてお願いできませんか!?」

「ねじ曲げても折り曲げても嫌だなぁ……」

「うー、うー……だ、だったら脅迫します！」

「具体的にはどういう風に？」

「え、あ、ええと……ぐ、具体的にはですね。……あの、脅迫って何をすればいいんでしょうか」

「てい」

　戌意は思わずデコピンを打ち放った。それは脅迫対象に尋ねるべきものではない。

「へぅち！　だ、だって。無む理り強じいは良くないことですし……ましてや尊敬するセンパイを脅おどすだなんて卑ひ怯きようじゃないですかぁ……」

　いじいじと、おおよそ脅迫者が言ってはならないことをイミナは言った。

　戌意は二度目の嘆たん息そくをする。少しだけ面おも白しろいと思いつつ。

「君は本当に脅迫者には向いてないな」

「自分でも分かってます……」

　とうとう、いじけ始めた。そのせいで、膠こう着ちやく状態に陥おちいりつつある。

　さてどうしたものか……と、戌意は考える。どうにかして、どうにかして断らなくては。




「断らなくてもいいんじゃないかしら──？」




　そんな声が唐とう突とつに二人の背後から掛かった。

「華々蓮センパイ……」

　どうやらイミナはもなむのことを知っているらしい。もなむの方ももなむの方で、こんにちはイミナさん、とか言っている──知り合いなのか。

「もなむ。これは僕と彼女の問題だ」

「そうでもあるし、そうでもないわ。さ、イミナさん。どんどんと脅迫しちゃいなさい」

「は、はい！」

　──待て待て待て。どうしてそうなる。

　戌意が慌あわてるものの、もなむは満面の笑えみでイミナの両りよう肩かたを摑んだ。

「それじゃあ、脅迫しちゃいましょうか♪」

　もなむの言葉に意を決したように、イミナが一歩前へと進み出る。

「あ、改めて脅迫させて頂きます！　わ、わたくしに『ファンタズム』を教えて下さい！　そして一緒に戦って下さい！　さもないと、色々と……色々と、します！」

「……」

　色々と何をするかは大いに気になるところだが、思わぬ援えん軍ぐんのせいで形勢不利であることくらいは僕にも理解できる。

「──本気らしいね」

「もちろんです！　本気です！　本気で、一緒に戦いたいんです！」

　いやそっちではなく脅迫が。まあ、そっちが本気なのはいいことだけど。

　イミナは必死で戌意を睨にらみ据すえている。

　もなむは、どこか固かた唾ずを吞のむようにそれを見守っている。

「……………………」

　長い沈黙の後、戌意は返答を口にした。




「少しだけ、考えさせて欲しい」




　イミナはその答えに、うぐっと詰つまったものの──希望は残ったと判断したのだろう。

「ありがとうございました！」

　普ふ通つうなら男の心を蕩とろかしそうなほどに無む邪じや気きな笑みを浮うかべて、深々と頭を下げた。

　そうして、可愛かわいらしい脅迫者は立ち去っていった。

　戌意はただそれを見送るしかない。

「──面白くなってきましたね」

　冷たく艶つや気けのある声が、戌意の首筋に触ふれた。いつのまにか戌意の背後に回っていたもなむが、両手の指を彼の頰ほおに触れさせていた。

「どこが面白いんだ、どこが」

「あら──どうして？」

「どうしても何も、当然だろ」

　肩を竦すくめる戌意に、もなむは目を細めてそっと呟いた。

「噓つきですね、戌意さんは」

　ああ、全くだ──と戌意は心中で同意しつつも、反論の言葉を用意する。

「僕は、もう存在しているだけだ」

「そうね。三年前のあの日、戌意さんは死んだんですものね」

「だからもう、誰だれかと一緒に戦う権利はない。そうだろ？」

　御津神戌意は、その在り方を〝死者〟に限りなく近くすることを誓ちかっている。

　夢はない。未来はない。愛もない。繁はん殖しよくもない。ただの一人で生きて、ただの一人で死んでいく。それが、戌意が三年前に敷しいた線引きだった。

「でもね、戌意さん。罪も罰ばつも、やっぱりあの女の子には関わりのないことですよ」

「それは、そうだけど……」

　夕暮れの日差しは加速度的にその明るさを減らしていき、既すでに空は橙だいだいから濃こい紫むらさき色いろへと変化しつつある。光を浴びると美しく輝かがやくもなむの髪かみも、次第に夜に溶とけ込んでいく。

　もなむがゆっくりと、考えながら口を開く。

「イミナさんにとって、戌意さんは多分〝藁わら〟なのよ」

「酷い喩たとえだ」

　戌意が顔を顰しかめたが、もなむは無視して続ける。

「……ほら。溺おぼれる者は藁をも摑つかむ、って言うでしょう？　イミナさんは溺れないために頑がん張ばって、色んな場所を摑もうとして、失敗して、摑んでも無む駄だだと知りつつ、縋すがろうとしたと思うんです」

　──それはそうだろう。『ファンタズム』の初心者向けのテキストを読んでみれば、まずはジムに行って教えを乞こうことを前提にしている。決して、三年前に引退した人間に教えを乞うようなものではない。

　そのことを知っているはずだし──現に、そう指し摘てきしても驚おどろきはしなかった。

「溺れて摑んだ藁に、袖そでにされてしまったら。イミナさんは諦あきらめるか、それとも──藁を摑まずに、泳ぎ切るしかない。違ちがいますか？」

　もなむの言葉は、無視できないほどには重かった。

　理想的な返答はたった一つ。「僕には関係ないことだ」と言えばいい。

　だが──。

　それは刻導イミナの想おもいを斬きることだ、殺すことだと理解している戌意は、決してその言葉を吐はき出せない。

　何てことだ、と戌意は悩なやむ。これまで彼は、何かに関かかわらなければ誰かに関わることはないと、そう思っていた。

　だがそうではない。人は生きている限り、存在する限り誰かに関わることになる。時に、本人が思ってもみないアプローチで。

「……ごめんなさい。私には関係のないことですね……」

「いや。……僕に関係のあることは、君に関係のあることだ」

　目を伏ふせるもなむに戌意がそう告げると、彼女は嬉うれしそうに頷うなずいた。




　その日はそのまま、刻導イミナの話題を互たがいに口に出すことなく帰宅した。夕食を作ろうなどという気も起きなかったので、店屋物を頼たのむことにもなむは賛同した。

　自室に戻もどると、日課のトレーニングに汗あせを流すことにした。

　腕うで立たて伏せ、腹筋、背筋、スクワット、格闘技の基き礎そ技などの復習。別に鍛きたえたい訳ではなく、むしろ衰おとろえを防ぐために行う最低限の運動だ。

　筋肉は、使用せねば衰える。日常生活を送る分には支障はないが、アスリートや格かく闘とう家かとして方向性を以もつて鍛えていた場合は、同じだけのトレーニングを続けねば、立ち所に筋肉は衰えていく。

　無論、これで保てるのは筋量だけだ。試合の際の勘かんなど、三年も経過すれば摩ま耗もうしきっているだろう。

　自分は死んだ身、と自じ称しようしている。そう思っている。ならば、このトレーニングこそは極めつけの不ふ良りよう債さい権けん、やったところで何の得にもならないばかりか、そもそも一日の内、三時間余りを費やすなど正気の沙さ汰たではない。

　だが、この日はどうも雑念が混じるせいで集中力に欠けた。

　刻導イミナ。彼女が何故なぜ、自分と共に戦おうとするのか──それは分からない。

　自分しか縋る者がいないのか。

　縋られても困る、のか。……本当に御津神戌意は困っている？

　困る、などという権利が自分にあるのだろうか。

　ああ、悩む。

　──人を殺したことがあります。

　全く、悩む。

　──そのコトについて、私は全く後こう悔かいしておりません。

　どうすればいいのやら。

　──人を殺すという行こう為いは、その人間の時間を止めるという犯罪。だから、自分も時間を止めなくてはなりません。

　思考、思考、思考。ぐるぐる回って何かを吐き出そうとする。深く考えれば考えるほどに、自分が滑こつ稽けいで馬ば鹿か馬ば鹿かしい三文役者に思えてくる。

　──そう。後悔していない癖に罰を受けようとしている。子供でも分かる矛む盾じゆんを、ずっとずっと抱かかえている。
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　翌日。何と校内放送で自分の名前が呼ばれるという（戌意にとっては）驚きよう天てん動どう地ちの出来事が待っていた。




　いつもと変わりの無い、けれど少しだけ空が澱よどんだ日だった。変わらず、登校時は美海に挨あい拶さつされたものの今日という今日は、完全に上の空だった。そのせいか、彼女は機き嫌げん悪そうに「シャッキリせんか！」と背中を叩たたいて立ち去っていった。

　授業もまったく頭に入らない。怒おこっていた美海は、休み時間になると今度は不安げに「熱があるのか？」と尋たずねてきた。それも上の空だったせいか、何と「保健室に連れて行く」と言い出して、さすがに戌意もそれには抵てい抗こうした。

「いや、ちょっと考え事をしていただけだってば！」

　美海は深刻そうな顔で戌意の腕うでを引っ張る。クラスメイトたちが「またやってる」みたいな目で見ているのが、戌意には些いささか納なつ得とくがいかない。




《二年ロ組の御津神戌意。直ちに生徒会室に出頭するように。繰くり返します。二年ロ組の御津神戌意、直ちに生徒会室に出頭するように！》




　二人の動きがピタリと止まる。

　呼び出された場所はよりによって、この学園において御津神戌意に一番関わりのないであろう場所──生徒会室だった。

　しかも呼び出しは昼休みに入ってすぐ。これは「昼飯を食べずにすぐに来い。昼飯は諦めろ」という意味合いであることは明白だ。クラスメイトの視線が集中し、美海に至っては顎あごが外れそうなほどに口を開けていた。

　昨日といい今日といい、自分が与あずかり知らぬところで何が起こっているのか。

　戌意は美海の訝いぶかしむ視線から逃にげるように、教室を後にした。昼休みということもあり、廊ろう下かは生徒たちでごった返している。その中で、一際目立つ銀ぎん髪ぱつが戌意の下もとへと駆かけ寄ってきた。

「……戌意さん。今の……どうしたの？」

　もなむが不安そうに戌意を見つめている。と言われても、戌意自身にもよく分からない。

「正直さっぱりだ。じゃあ、行ってくるよ」

「はい。……気を付けてくださいね」

　もなむの気き遣づかうような視線を背に受けつつ、戌意は生徒会室へと向かった。ぐるぐると脳内で過ぎる嫌いやな考えは、極力振ふり払はらう。

　生徒会室の扉とびらの前に立った。一度深呼吸してから、ノックする。

　返答なし。もう一度、ノックした。

　……返答なし。微かすかな声が聞こえて、扉に耳を当てた。

　ビンゴ。言い争いの声。二人。男と女。痴ち話わ喧げん嘩かではない、と戌意は思う。

「──兄さんなら、分かってくれるって思ってた」

　唐とう突とつな声と、開く扉。

「あ」

　目線が合う。

　刻導イミナは、涙なみだを流していた。

「ああ、その」

　何を言うべきなのか、戌意の頭は真っ白になった。

「……失礼します」

　ぺこりと頭を下げて、イミナは戌意の目の前から立ち去る。振り返る──彼女はそのまま走って、廊下の角を曲がる。

　戌意は追うべきか迷う──そこに、声が掛かかる。

「──入り給たまえ」

　入り給えときたか、と戌意は更さらに顔を顰めた。表情を生き真ま面じ目め系生徒へと修正してから、生徒会室の方へと向き直る。

「放送で呼び出された、御津神戌意です」

「ああ。呼び出したのは俺だ」

　正面の会議机に座っているのは、眼鏡めがねを掛けた男だった。一見したところの印象は『冷れい徹てつで有名な軍の将校』だった。もちろん、軍隊などではない。そもそも制服を着ている時点で軍も何もない。

　深い海色デイープブルーのような黒くろ髪かみは、がっちりと固められている。四角四面な性格が目に見えるようだ。

「生徒会長が、その、僕に何の用事でしょうか？」

「まずは、後ろの扉を閉め給え」

　そう言われて、振り返る。そう言えば開けっ放しだった、と扉を閉じた。その途と端たん、戌意には部屋の重圧が増したように感じられた。灯あかりを消してカーテンを閉めているせいで昼間だというのに妙みように薄うす暗ぐらい。

　しかも、よくよく見れば生徒会室には会長一人だ。明らかに公的な話ではない。

「ええと……」

「座り給え」

　大人しく座る。生徒会長の眼鏡がキラリと光る。光源はどこからだ、と思ったが気にしてはいけないような気がする。

「──さて。呼び出したのは他ほかでもない、御津神君。君は『ファンタズム』をやっているらしいね」

「え？」

　昨日に引き続き、遠い昔に置き去りにしたはずのモノをまた指摘された。戸と惑まどいつつ、生徒会長の顔を窺うかがう。彼は冷徹に、厳格に、そしてわずかに怒いかりを露あらわにしつつ、戌意を睨にらみ据すえている。

「この夜見都学園では、『ファンタズム』の活動を全面的に禁止している。それを知らなかったのかな？」

「はあ……知らなかったです」

　生徒会長は頷き、眼鏡を光らせて告げる。

「生徒会長権限で、君を停学処分にすることもできる。だが、知らなかったということもあり情状酌しやく量りようの余地もある。今回は警告に止とどめておこう。いいか、この学園の生徒である限り、『ファンタズム』の活動も、ましてや誰かに教えるなど以もつての外だ。分かったかね？」

「あのぅ」

「分かったか、と聞いている!!」

　生徒会長が吼ほえる。敵意が垣かい間ま見みえるのは、決して気のせいではあるまい。

「……会長、よろしいですか」

　生徒会長が頷くのを見て、戌意は告げる。

「そもそも。僕は『ファンタズム』の選手プレイヤーじゃないんですが」

「……………………はへ？」

　正確に言うと、三年前に既すでに引退済みということだがいちいち事情を語るのも面めん倒どうなので、ひとまずそれで通す。少なくとも噓うそはついていない。

「だ、だが……いや、あれ、あれぇ？」

　先ほどの厳格な雰ふん囲い気きはどこへやら。生徒会長は慌あわてふためき、次に言うべき台詞せりふがすぽんと頭から抜ぬけてしまったようだ。

「……で、その。お話というのはそれだけですか？」

　妙に小さくなった印象を受ける生徒会長は、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいしながら呟つぶやいた。

「ああ、ええと。『ファンタズム』は危険だから、やっちゃダメですよ。と……」

「それなら大丈夫です。やってませんから」

　立ち上がる。もう用事は済んだと考えていいだろう、と戌意は判断した。生徒会長は最後に、戌意に声を掛けた。

「本当に──やって、ないのか？」

「ええ。今はもう」

　退室した戌意はすぐに職員室の前にある掲けい示じ板ばんを見て、今年度の生徒会名めい簿ぼを確かく認にんした。戌意は彼が生徒会長だということは分かっていたが、名前は覚えていなかった。

　そしてその名を見てなるほど、と納得する。




『生徒会長　三年　刻導零れい視し』




　自殺世代アポトーシス・エイジの人間にとって素っ頓とん狂きような名前など珍めずらしくもないが、刻導という苗みよう字じは珍しい。彼女イミナが一年だとすれば、零視は彼女の兄もしくは親しん戚せきということになる。親との結びつきは弱いが、兄弟姉妹の結びつきは強いのがこの世代の常識だ。

「……誰かに教えるなど以ての外、か」

　兄（さもなくば親戚）が反対している以上、真っ当なジムでは教えを受けられないのか。まあ、どれほど娯ご楽らく性を強調しても『ファンタズム』は危険な格かく闘とう技ぎだ。刻導零視が不安がるのも無理はないかもしれない。

「じー…………」

　──さて。そろそろ生徒会室を出てからこちらをガン見し続けているイミナに対して、何かコメントするべきか。

「刻導くん」

　声を掛けると、イミナは跳とび上がった。

「わひゃっ!?　なななな、何でもありません！」

　反転して逃げ出そうとするイミナの肩かたをがっしりと摑つかむ。わたわたと逃げようとする彼女を、強ごう引いんに振り向かせた。

「生徒会長は、君のお兄さんか」

「う。ぐ。……は、はい」

「で、君のお兄さんは『ファンタズム』を戦うことに反対している、と」

　イミナの顔が一層の翳かげりを帯びる。

「──いいえ。兄だけでなく、父もです」

　家族総出で反対されているらしい。戌意は顔を顰しかめた。自殺世代アポトーシス・エイジの人間にとって、家族は極めて重要だ。特に〝親〟の立場にある人間は、絶対的な権利を持つのが一いつ般ぱん的だ。

　そもそも、親がいること自体、自殺世代アポトーシス・エイジには極めて珍しい。両親ともいないのがむしろ当たり前だ。

　今や自然出産など、遠い過去のもの。工業的出産、工業的育成が基本だ。

　だからこそ。自殺世代アポトーシス・エイジで親がいる人間は、ほぼ絶対服従的な態度を取る。それは、周囲の羨うらやむ視線を受けてみれば分かる。

　──自分を愛する両親がいるということは。ただそれだけで素す晴ばらしいのだと。

　もっともそれは、親たちが自分を愛していることが前提だが。

「家族が反対しているのに、僕が君に『ファンタズム』を教えられると思うか？」

「……それは」

　弱々しく俯うつむく。弱々しく項うな垂だれる。

　戌意はそれ以上責め立てられず、手を振った。

「止やめよう。ひとまず、お兄さんとのことは棚たな上あげだ。それは君が解決すべき問題で、僕が都合よく使って良いものではない」

　刻導イミナの脅きよう迫はくは、簡単に止めさせられることが理解わかってしまった。兄に告げ口すれば、それで全てが終わる。彼のあの態度ならば、まず間ま違ちがいはないだろう。

　だが、それを戌意はよしとしない。

　兄との確かく執しつは、あくまで刻導イミナの問題だ。それに乗っかって解決しようなど、下げ衆すな行こう為いである。

　イミナは戸惑い、頰ほおに手を当てておろおろした後──。

「……わん」

　どうしてか、犬みたいな言葉を発した。

「何故なぜわんこ」

「驚おどろくとつい。……あの、ありがとうございます」

「別にいい。ああ、それから一つだけ聞きたいことがある」

　こくんと、イミナは頷うなずく──戌意は、昨日から薄うすぼんやりと考えていたことを問い質ただす。

「昔の知り合いを辿たどれば、この学校に知られずに教えてあげられる人間を紹しよう介かいできるかもしれない。現役で、県内トップランカーになっているようなヤツだ。性格も保証する。……それでも、僕と一いつ緒しよでなきゃ駄だ目めか？」




「はい、駄目です！」




　まさに即そく答とう。シンキングタイムコンマ以下。戌意は呆あきれたように溜ため息いきをつき、イミナは先ほどのことをすっかり忘れたかのようにコロコロと笑う。

「──何でまた、そこまで。君も知っているだろう。僕は人を、」

　殺した、と告げようとした戌意の口を、無言でイミナが塞ふさぐ。確かに学校の廊ろう下かで話すような事こと柄がらではない、と戌意も頷く。

　イミナは周囲の視線を気にしてか、小声で戌意に囁ささやいた。

「知っていますから。そしてその上で、わたくしは脅迫してまでセンパイと共に戦いたいんです」

「理由が分からない」

　困こん惑わくする戌意に、イミナは謎なぞめいた微笑ほほえみを見せた。

「うーん、それは……内ない緒しよ、ということでご勘かん弁べん願えませんか？　ほら、わたくし一応は脅迫者ですし！」

　戌意はこういう笑えみをよく知っている。もなむはこの笑みを浮うかべたとき、何があっても絶対に笑う理由を教えてはくれない。多分、彼女も同じだろうと思う。

「でも。これだけは、断言します。わたくしは御津神戌意センパイじゃなきゃダメなんです。昔、貴方あなたが何気なく言ってくれた言葉があるから、戦おうと思えたんですから」

　戌意にはそんな風に、誰かを励はげますような言葉を言った記き憶おくはない。ただ、目を輝かがやかせてそう訴うつたえるイミナは、確かに真実を語っているように思えた。

「……いつか、その言葉を教えてくれる？」

「はい、もちろんです！」

　──僕でなきゃ、駄目か。

　イミナは立ち去る。戌意は久しぶりに、真しん剣けんな思考を開始した。

　昼休みは言うに及およばず、午後の授業、放課後、トレーニング中、そして床とこに就ついてからも一いつ睡すいもせずに、ひたすら思考する。




　三年前のあの日、いや、もしかするとずっと前から。自分は世界に背を向けようとしていた。思いついて、計画して、作戦を練って、好機を推おし量って、覚かく悟ごを決めて、そして実行した。〝殺人〟を実行した。

　罪悪感はあっても、決して後こう悔かいだけはない。あれはそういう殺人だった。

　ただ罪だけが残った。

　贖あがないの方法など、頭の悪い自分には思いつかず。ただ、せめて止まるべきだと思った。

　人は殺せば、その人の〝時〟は止まってしまうのだから。だったらせめて、殺した人の少しでも近くに居ようと思ったのだ。

　三年経たった。気付けば随ずい分ぶんと遠い場所に辿り着いていた。

　殺した人は近くにおらず、ただ世間からは忘れ去られていく。

　それを時に悲しいと思い、すぐに悲しむ権利などないと自じ嘲ちようした。

　三年経った。贖いが済んだとは、とても思えない。

　ただ、薄ぼんやりと恐おそろしい考えがずっと胸の内に在った。

　今の自分は、一つとして贖ってなどいないのではないか──と。

　三年経った。だから、違ちがう贖いの方法を見つけるべきかもしれない。

　殺した人間を、決して忘れぬ為ために。

　その胸に刻み込む為に。

　三年経った。御津神戌意は全身全ぜん霊れいを振ふり絞しぼって。

　多分、正しいと信じられる結論を出した。




「……もなむ、起きてくれ」

　朝が来たので、戌意は同居人ハウスメイトを起こしに向かった。彼女は眠ねむたげに目を擦こすっていたが、戌意の顔を見て、首を傾かしげた。

「……眠れなかった……？」

　変わらずダウナーボイス。ただでさえ悪い彼の目つきが、一層凶きよう暴ぼう化かしたような印象を受ける戌意は、珍しく笑って頷いた。

「考え事をしていたんだ」

「……そう……。結論、出ました？」

　──考えたとも。考えに考えて、御津神戌意は結論を出した。

　その結論を伝えると、もなむは薄い笑みを浮かべて戌意の首に両りよう腕うでを回した。薄いネグリジェ越ごしに彼女の体の柔やわらかさがよく伝わってきたが、あまり関心が持てなかった。

「僕は、彼女に全てを賭かける。本当に彼女が戦うことを望むなら──勝つことを望んでいるなら、僕は立ち上がれるかもしれない」

　御津神戌意は、まだ前に進むかどうかを決めていない。

　しかし、前を見ること自体は始めようと思ったのだ。










　刻導イミナもまた、眠れぬまま朝を迎むかえていた。早朝に布団から抜ぬけ出し、一目散に御津神家へと向かった。

　まだ眠っているだろう、と玄げん関かんで待つことにした。

　我ながら少しストーカー染じみている──と思わなくもなかったが。走り続けていなくては、自分は自分で居られなくなる。

　……という訳で一時間ほど待っている内に、次第に厄やつ介かいな問題が持ち上がってきた。

「あ、やべ。なんか眠たいですわ……」

　緊きん張ちようが弛し緩かんしていく。御津神戌意がすぐ近くにいるというだけで、妙みような安心感があるせいだろうか。少なくともここで待っている限り、居なくなったりはしないのだから。

　蹲うずくまった彼女は、それこそまるで犬いぬ猫ねこのように丸まって眠り始めた。

　意識は一いつ瞬しゆんで落下する。

　刻導イミナの冷静な思考が、御津神戌意に関しては諦あきらめろと囁いている。

　焦こがれた相手を脅迫してまで、願望を叶かなえようとするのがそもそもの誤り。

　……多分、あの人は既すでにこちらが脅迫などするつもりはないと見切っている。自分は過去の御津神戌意にしがみついていて、今の御津神戌意をまるで見ていなかったのかもしれない。

　御津神戌意は、今の日常の方を望んでいるのかもしれない。

　生徒会長を敵に回すということは、最悪でも転校は覚悟しなければならないだろう。何て厄介な案件、御津神戌意が日常を謳おう歌かするためには刻導イミナを無視するのが一番無難なのだ。

　世の中には、叶えられない願いがある。

　世の中には、理り不ふ尽じんな運命がある。

　刻導イミナは、そのことをよく知っている──覚えている。

　だから、久しぶりに夢を見た。

　いつものように殺される夢。ざくざくと、言葉の刃やいばが体中に突つき刺ささって血が飛び散る。

　死ね、ではない。殺してやる、でもない。

　お前なんか生まれてこなければ良かったと。己おのれの存在そのものを否定される夢。




　──アンタなんか、生まれてこなければ良かったのよ。

　──アンタさえいなければ、私は幸せになれたはずなのに。

　──私が不幸なのに、どうしてアンタが幸せなの？




　最初から、間ま違ちがっていたのだ。

　誰だれにも愛されることなく、誰も愛せずにただ存在するという薄うす気き味み悪わるい生物。

　それが、刻導イミナわたしという人間で────────。




　──戦うことは、野や蛮ばんかもしれないけど。

　──戦うことで、生きる上で大切な何かが見えてくるときがあります。




　不意に過去の言葉を思い出す。

　ただ存在するだけの自分にも、戦えば大切な何かが見つかるのだろうか。

　イミナは、それを知りたかった。その言葉を信じてみたかった。




「眠る姿は割と愉ゆ快かいだが、ひとまず起きてくれないか」

「わっびゃあ!?」

　首筋に唐とう突とつに物もの凄すごく冷たい何か（具体的には氷水）が垂らされ、イミナは跳はね起きた。悪夢も悩なやみも、月の果てまでブッ飛ぶほどの清せい涼りよう感かん。

「……起きた？」

「何事かと思いましたわぁ……」

　イミナが状じよう況きようを理解し、さっと顔を蒼そう白はくにする。ここは御津神家の玄げん関かん先さきであり、イミナはそこで犬猫みたく蹲って眠っていたのであり、ついでに言うと既に登校時間なので通り過ぎる学生たちが奇き異いの目で自分を見つめていた。

　羞しゆう恥ちに悶もだえるイミナを見て、戌意は面おも白しろそうに笑う。

「熱心なのはいいことだ。僕の出した結論を知りたいのかい？」

「う。し、知りたいです。知りたくない気もしますけど……」

「君は『ファンタズム』で戦いたいと言う」

「……はい」

「それはつまり。君の戦せん闘とう力が、人より秀ひいでていなければならないということだ。『ファンタズム』は幻想を統べる闘技デジタル・マーシヤルアーツ。何を使うにせよ、人間と戦う覚悟を持たなければ始まらない」

　普ふ通つうの動物は、同種を傷つけることを拒こばむものだ。

　獅し子しですら、不必要な争いはしない。彼らが争うのは、あくまで雌めすを取り合うという本能に根ざした命いのち懸がけの戦いだ。ただ娯ご楽らくのために、健全なるスポーツとして他者を傷つけるにはそれなりの覚悟が必要だということ。

「だから、まずは君にその権利があるかどうかを確かめさせて欲しい。何、話は簡単だ。……僕と戦え。僕に勝てば、『ファンタズム』を教える。負ければ、話は終わりだ」

「……!?」

　イミナが硬こう直ちよくする。

　戌意の表情を見れば、それが冗じよう談だんでないことくらいは分かる。そして──現役を離はなれて三年経つとはいえ、彼は紛まぎれもなく『ファンタズム』のランカーだった。

　口が渇かわく。イミナは知っている。彼の強さをよく、知っている。

　だから、勝ち目などない──そう、思う。

「それは……」

「もし、できないなら話は終わりだ。それくらいの覚悟もなしに、『ファンタズム』を戦うものじゃないよ」

　もう、脅きよう迫はくも懇こん願がんも無む駄だだとイミナは悟さとる。必要なのは、ただ一つ。

　覚悟だけ。……戦うこと、戦い抜くことへの覚悟だけだ。

「やります」

　イミナは真っ直すぐに戌意の目を見る。ふと、イミナは透とう明めいで綺き麗れいな瞳ひとみだなという漠ばく然ぜんとした思いが頭に浮うかぶ──首を振って、それを払はらいのける。

「そうか。じゃあ、放課後に」

　戌意はそう言って、何気なくイミナの頭に手を置いた。ぽん、ぽん、と軽く撫なでるように叩たたく。

　そうして、戌意は立ち去っていく──振り向いても、既に生徒たちの群れに飛び込んだ彼の姿は消えていた。

「だいじょうぶ？」

　身を案じるような、もなむの声。

「……はい。大丈夫です」








Act.2 : スポンティニアス・コンバッション









　放課後の話である。

　校門で待ち合わせをした戌いぬ意いは、イミナと共に『ファンタズム』専用のトレーニング場へと向かうことにした。

　戌意はそこで、レンタル式の道具一式と個人戦シングル用のフィールドを借り受けた。三年前と基本的な部分では変わっていないので、手て馴なれたものだ。

　フィールドは一番狭せまいタイプを選んだ。広さは約十五平方メートル、壁かべと天てん井じよう、それに床ゆかは衝しよう撃げき吸収用の緩かん衝しよう材ざいで覆おおわれた閉へい鎖さ空間だ。ブーツは使わず、近接戦闘の練習にのみ使用される。

「ブーツは履はかなくていい。あれは素人しろうとの手に負えるものじゃない。『幻想守殻ドレス』も必要ない。君の『幻影穿装イマジネイル』を貸してくれ」

「はい」

　戌意はイミナが借りた『幻影穿装イマジネイル』を調整すると投げ返した。

「痛覚介かい入にゆうレベルを下げておいた。直ちよく撃げきしても、多少痛いくらいで済む」

「え、じゃあジャケットをつける必要ないんですか？」

「軽い練習ならね。さて──」

　戌意も借り受けた『幻影穿装イマジネイル』のレベルを調整する。

「君が選ぼうとしていた武器は何かな？」

「えっと……剣けんです」

「剣にも色々あるが……まあ、ブロードソードタイプが一番いいか。『幻影穿装イマジネイル』を起動させてくれ。グリップにあるトリガーを押し続ければいい」

　言われた通りにイミナが操作すると、宙空にホログラフィックのメニュー画面が浮かび上がった。武装の選せん択たくを行えということらしい。

　武器のカテゴリ選択──『剣』。

　剣からタイプ選択──『ブロードソード』。

　緋ひ色いろに輝かがやく刃がスティックから飛び出した。

「武器を扱あつかったことは？　剣けん道どうとか、薙刀なぎなたとか──」

「はい。父の命令で、薙刀と剣を中心に習いました」

　習い事は珍めずらしくなく、それが武術というのもこの時代では珍しくない。ただ、父の命令というあたりのニュアンスに微び細さいな違い和わ感かんを抱いだいた──ひとまず、無視する。

「なら、構えがどうとか細かいことは言わない。そうだな、僕も君と同じ武器で行こう」

　分かりやすさを強調するためか、戌意の方は色を青ブルーに調整した。蒼刃を二度三度と振ふるい、納得したように頷うなずく。

「この刃に触ふれてみて」

「はぁ……」

　イミナは恐おそる恐る、という様子で刃に触れた。エネルギーの塊かたまりであるにも拘かかわらず、触れても何も感じられなかった。

「銀星結晶マーキユリーサイトから発現するフローレス・エネルギーだ。硬かたいが重たくはなく、鋭するどさもない。軽いせいで、頭に直撃したところで痛くもない。ただし、砕くだけたり折れたりすることもない。これを〝芯しん〟として、デジタルデータを上塗りコーテイングしたものが、『幻影穿装イマジネイル』という訳だ」

　銀星結晶マーキユリーサイトとは今を去ること十年前、水星から発はつ掘くつされた鉱石の名めい称しようである。一定量のレーザー光に応じて固形化したエネルギー体を発現させる。

　……が、そのエネルギーそのものは熱変へん換かんはおろかあらゆる物質に変換できない、実に役立たずの代物だった。銀星結晶マーキユリーサイト同士で一定以上の衝撃が与あたえられると互たがいに反発エネルギーが生じるという点と、デジタルデータであるホログラフィックと連動しやすいということのみが長所であった。

　つまりこの銀星結晶マーキユリーサイトを使用している以上、剣・槍やり・弓、果てはハルバードや突撃槍ランスに至るまで武具の基き礎そ部分は同じということになる。違ちがいは〝上塗りコーテイング〟されたデジタルデータ。それが全すべてを決定する。

「さて、本来これに加えて『スキル』や『クラス』といった設定も必要だが、今回は不要だ。『ファンタズム』は突つき詰つめれば、武器を手にして相手を討つ。それが全てだ」

　緊きん張ちようのせいか、イミナの顔は強こわ張ばっている。

　それを横目で見つつ、戌意はフィールドの中央へと移動した。

「──では、軽く『ファンタズム』について説明する。既き知ちの部分もあるだろうが、復習のつもりで聞いてくれ。『ファンタズム』は武器を使用する現代闘技の一種だ。ギブアップ、テンカウントで敗北が決まる」

「公式試合には、ＨＰヒツトポイントゲージがあるって聞きましたけど──」

「ＨＰヒツトポイントは『幻想守殻ドレス』によって筋肉や耐たい久きゆう力などを分ぶん析せきし、数値化を行ったものだ。基本的にあくまで第三者への目安でしかない。実際にはＨＰヒツトポイントがゼロになっても、動こうと思えば動ける」

　──もっとも。ＨＰヒツトポイントがゼロということは、ボクサーで言うなら、ノックダウンでテンカウントを聴きいている状態だ。ＨＰヒツトポイントがゼロになるより先にギブアップするのも珍しいことではない。

「よし、とりあえずお互いに諦あきらめたら負け、ということにしよう。ノックアウトも、テンカウントもなし。それでいいか？」

「は、はい！」

「では。よろしくお願いします」

「よよよ、よろしくお願いしますっ！」

　一礼する戌意に合わせて、慌あわててイミナも一礼した。ここまでルールが原始的なら、確かに分かりやすかった。

　比べるべきは剣の腕うでと精神。他に一切余計なものを排はいした、単純明快な勝負方法。




　イミナが持つ『幻影穿装イマジネイル』は、羽のように軽い。かつて手にした刀には、重みがあった。あのときは重たくて億おつ劫くうだったが、今は逆に軽すぎることに戸と惑まどう。

　深呼吸。両手で握にぎるイミナに対して、戌意は片手で剣を握り、イミナの顔を狙ねらうように突き出している──が、動く素そ振ぶりを見せない。

〝……迷うな！〟

　最初の一撃フアーストコンタクト。裂れつ帛ぱく、とは絹を裂さくように鋭い声のことを指す。であるならば、まさしくイミナの一撃は裂帛の気合と共に放たれた。

　上段からの唐から竹たけ割わり。この速度であるならば、斬ざん撃げきを避さけることはできない、とイミナは判断した。

　だが──振りかぶった剣を避けることもなく、戌意は得物の剣で彼女の一撃を弾はじき飛ばした。握っていた『幻影穿装イマジネイル』に引っ張られるように、イミナは体勢を崩くずし、膝をついた。

「え……あれ……!?」

　戌意がイミナに剣を突きつけ告げた。

「今はまだ練習だから、次頑がん張ばって」

　イミナは茫ぼう然ぜん自じ失しつのまま、立ち上がった。だが、彼女は見る見る内に破顔する。期待と高こう揚よう感かんが溢あふれて止まらない、という感じ。

「つ、次お願いします！」

「ああ。──君が諦めない限りは、何度でもだ」

　そうして、再び戌意とイミナは剣を交えた。




　幻想デジタルが交こう錯さくする。その度にデジタル処理された剣けん戟げき音が鳴り響ひびく。

　イミナは一心不乱に戌意に突っかかる。手を抜ぬいている様子はない、そういう意味では最初の試験は合格だ。ここで躊躇ためらうようであれば、最初ハナから戦わない方がいい。

　一撃は軽い。『幻影穿装イマジネイル』の体重移動に慣れていないのだろうから、それは仕方がない。慣れれば、すぐに重みのある一撃を加えられるだろう。

　薙刀と剣を習っていたせいか、間合いを詰める瞬しゆん発ぱつ力りよくは極めて優すぐれている。『ファンタズム』で本格的に戦うなら、クラスは軽戦士ライトフアイターあたりが良さそうだ。

　眼まな差ざしは真っ直すぐで。宝石のように綺麗な瞳は、ただただ純じゆん粋すいに戦うことへの喜びに満ちている。それはかつて、戌意も持っていたはずの輝きだ。

　剣を捌さばきつつ、戌意は更さらに確信を強めた。彼女は良い選手プレイヤーになるだろう、と。

　しかし、だからこそ──。

「そこ！」

　一気に屈かがみ込んで、足を切りつけた。幻想デジタルの刃やいばが触れると、それを感知した脳のＤDigital受容体が痛覚を刺し激げきする──痛む。強きよう烈れつな痛みが、あらゆるものを忘れさせる。

「う、くっ……」

　イミナは涙なみだを堪こらえて立ち上がる。足に痺しびれが残っているのか、若じやつ干かん引き摺ずり気味だ。

「実戦ではブーツとジャケットによる保護があるが、その分痛覚への介入レベルも上がっている。差し引いても、今の方が痛みが柔やわらかいかな。痛いのは、嫌きらい？」

「い、いえ！　大好きです！」

　テンパっているのか、直立不動でイミナはそう答えた。

「……大好きなのも、それはそれで困るけど。ともあれ、『ファンタズム』の基本はこうだ。もっとも実際には、これに各選手プレイヤーがポイント配分する『スキル』があり、地形効果が存在する『フィールド』がある。加えて重力操作用の『重力操靴グラヴイシユテイ』による異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールドの三次元化、躰からだを守るための『幻想守殻ドレス』の防ぼう御ぎよ数値があり……そして、人数が増えれば更に戦術は比例関数的に複雑化する。近接戦闘、遠えん距きよ離り戦せん闘とうに加えて、召しよう喚かん魔ま法ほうスキルによる幻獣型情報体デジタルキメラなどの要素が組み込まれるからだ」

「あ、はい。それは見たことあります」

　少女が杖つえを一ひと振ふりした瞬しゆん間かん、フィールドに出現した飛竜ワイバーンが吐はき出した竜の息ドラゴンブレスで全てを薙なぎ払はらう光景を、イミナは動画で何度も鑑かん賞しようした。

「特に五人による団体戦、『クインテット・ファンタズム』は凄すさまじい。今でも、ありとあらゆる戦術がアップデートされ続け、新しいスキルや武器が公式に認可され、その度に膨ぼう大だいな戦法が産み出されては消えていく」

「……」

　イミナは戌意の、どこか熱っぽい口上を聞いて確信した。

　この人はまだ、『ファンタズム』を嫌いになった訳ではないと。

　立ち上がったイミナの瞳ひとみには焰ほのおが燃えている。あらゆる状じよう況きように気け圧おされるはずのない、戌意がわずかに──後あと退ずさるほどに、その色は熱かった。

「決めました！　わたくしは──やっぱり尊敬するセンパイあなたと一いつ緒しよに『ファンタズム』を戦いたいです！」

「……まあ、その話はひとまず置いておこう」

「置かないでくださいよぅ！」

　こほん、と咳せき払ばらいで戌意はその言葉を受け流した。

「では、そろそろ本格的な試合を始めよう。『幻想守殻ドレス』を着てくれ。ブーツは無しだが、更に実戦に近い形となる。その試合で、君が倒たおれるか諦めたら君の敗北まけ。僕が諦めれば僕の敗北だ」

「……えっと……センパイが倒れたら、どうなりますか？」

　おずおずと申し訳なさそうに尋たずねたイミナに、戌意は何の気負いもなく断言した。

「うん。誓ちかって言うが、それは有り得ない。だから、考えなくてもいいよ」




　イミナは出会ってから初めて。

　この何でもないような少年を、怪かい物ぶつだと認にん識しきした。




　背筋に走ったのは、恐きよう怖ふと幾許いくばくかの高揚感。

　あのとき、感じた想おもいは間ま違ちがいではないと信じながら──着き替がえてきます、とひとまず頭を下げて、その場から立ち去った。

　それを見送ってから、戌意もすぐに『幻想守殻ドレス』を着る。『幻想守殻ドレス』は、言うなれば幻想デジタルではない現実アナログの苦痛や衝しよう撃げきを緩かん和わさせるための防護服だ。

　これがなければ、〝現実アナログで強い人間が『ファンタズム』でもただ強い〟などという当たり前の結論が出てしまう。

　ヘビー級の男性ボクサーと対等のレベルで戦う十五歳の少女。それが『ファンタズム』の醍だい醐ご味みであり、誰だれもが熱ねつ狂きようする意外性だ。

　熱硬こう化か性プラスチックと強化炭素繊せん維いで構成されたこのジャケットは、スペースシャトルの耐たい熱ねつタイルにも同じ材質のものが使用されている程ほどであり、極めて軽く頑がん丈じようだ。内側には衝撃吸収用のゲルが仕込まれていて、万が一の落下の際にもある程度ならば充じゆう分ぶん耐たえ得る仕様となっている。

　これがある限り、例えば素手で殴なぐったり、あるいは本物の日本刀で斬きろうとしても徒労に終わる。一方で、試合用サーバーと連動して選手プレイヤーのＨＰヒツトポイントなどを数値化する作業も行う。

「お、お待たせしました」

「ああ。装着に問題はなかったか？」

　振ふり返って声を掛かける。先ほどの張り切りっぷりとは一転して、イミナはどこか腰こしが引けていた。

　……『幻想守殻ドレス』は極めて高い靭じん性せいがあり、同時に加工も容易である。なので、材質が決まっている分、各製作会社はデザインに凝こらざるを得なかった。

　全身を重厚、かつガチガチに固めた『幻想守殻ドレス』を好むのは、全身鎧スーツアーマーをイメージさせたい選手プレイヤーのみだ。

　大たい抵ていの選手は身体からだの線が出て、かつ急所部分を固めたものを選ぶ。特に女性用のものは露ろ出しゆつ度どが高い。一部スポンサーが、有力な女性選手プレイヤーをアイドルとして売り出したい、というのも関係しているのかもしれない。

　イミナの『幻想守殻ドレス』は、恐おそらく闘とう姫きをイメージしたものなのだろう。彼女の赤髪がみに、朱しゆ色いろの薄うすいドレスは良く映はえている。ひらひらとした布は、大部分が拡張現実ＡＲによるもので、物理的な存在を遮しや断だんはしないが『幻影穿装イマジネイル』のダメージを軽減する。

　ただ、平たく言うとかなりエロい。




「元々のデザインは分かっていたと思ったが──」

「わ、分かってましたけど！　じ、自分で装備するのとでは大変に勝手が違ちがいまして……」

　もじもじと、胸のあたりを覆おおい隠かくす。外見の印象から割と〝慎つつましやかな〟タイプかと戌意は推測していたが、それは大当たりだった。

「……うむ」

　何かに納なつ得とくしたように、深く頷うなずく。御み津つ神がみ戌意は、どちらかというと大きい方が好みである。イミナが何故かジトッとした目で、戌意を睨にらんでいた。

　こほん、と咳払いして戌意は『幻影穿装イマジネイル』のメニュー画面からこのトレーニング場のサーバーへと接続した。

　ＨＰヒツトポイントの数値表示を〝増減時オン／敵味方識別オフ〟に設定。これによって、自身のＨＰヒツトポイントが増減した際に目視確かく認にんでき、かつ相手側のＨＰヒツトポイントは不可視の状態となる。互たがいのＨＰヒツトポイントが知れてしまえば、興きよう醒ざめ以外の何物でもない。

「審判ジヤツジは居ないので、あくまで自己申告によるギブアップ。後は──生命いのちが危機的状況の場合は中止する。これで構わないな？」

「……はい」

　さすがに場の雰ふん囲い気きが変化したことを察知したのか、イミナは胸を隠すのを止やめて、剣つるぎをしっかりと握にぎり締しめている。

「それでは。試合……開始！」




　イミナは再び剣の刃を出した。煌きらめく焰えん刃じんを真っ直ぐ戌意に突つきつける。そしてそれを振り払うように戌意も剣の刃を出現させる。幻想デジタルの刃が重なり合う。

　既すでに『ファンタズム』の基き礎そ中の基礎部分は教えて貰もらえたのだ。後は自分の人生で培つちかったものを全すべて出し切る。

　──瞬間、戌意が地面を蹴けった。イミナは硬こう直ちよくした。

　刺突つきは幸運なことに、イミナの刃に直ちよく撃げきした。衝撃と痺れで、一いつ瞬しゆん呼吸が止まる。

　既に戌意は動いていた。直撃の反動を利用して、ぐるりと躰を回転させ──胴どうを薙なぐ。

『幻想守殻ドレス』に刃が食い込む。衝撃のダメージ計算が行われ、算定された分の痛みダメージが、イミナの脳に襲おそい掛かった。

「いっ……!!」

　──あまりに鮮せん烈れつな痛みに、イミナは呼吸を忘れた。

　一瞬、朧おぼろになった視界の隅すみにデジタル数値が映し出された。数字は〝85〟。最初に表示された数字が〝１００〟だったことを思い出す──差し引き十五のダメージ。

　戌意は止まらず、更に斬ざん撃げきを加えようとする。イミナは咄とつ嗟さにサイドステップで間合いをとろうとした。

　だが、離はなれない。痛みを堪えつつ、イミナは必死になって剣を振るった。幸い、『幻影穿装イマジネイル』は現実アナログではただの複合樹じゆ脂しのスティックであり、軽いこともあって、接近する戌意に即そく座ざに対応することができた。

　刃と刃、蒼と焰が絡からみ合う。鍔つば迫ぜり合い──戌意に表情はない。機械のように淡たん々たんと、その時々に応じた最適手段をエゲつなく利用する。

「う、ぁっ……!?」

　先ほど痛めた脇わき腹ばらに、またも痛みダメージが走る。膝ひざ蹴げりが『幻想守殻ドレス』に直撃していた。物理的なダメージはなくとも、膝蹴りの衝撃は〝蹴り技〟としてダメージを算定される。

　イミナの数字は〝70〟。あと二回、同じダメージを喰くらえばＨＰヒツトポイントは半分を切る。寒気がするほど効率的で、徹てつ底てい的てきだった。

　このまま押し込まれれば、何もできないまま敗北する。何もできず、何もさせて貰えず。




　──ただ流されるだけ。生きているのか死んでいるのかも分からない。




　突っかかる。愚ぐ直ちよくな突とつ進しんと素直な斬撃。しかし、習っていたという剣けん術じゆつの基礎はしっかりと守っていた。

〝それでいい〟

　戌意は内心思いつつ、斬撃を捌さばく。やはり、彼女には才能がある。ひたむきな情熱、諦あきらめずに歯を食い縛しばり、前を向くその精神こころ。

　一流の選手プレイヤーたる素質が詰つまっていると言ってもいい。無論、弱点もある。例えば──搦からめ手に弱いとか。

「あっ……」

　軽い足あし払ばらいによる衝撃。未知の痛みに戸と惑まどったその隙すきを狙ねらって、戌意の刃やいばがまたしても直撃した。

　だけど。こんなコトは経験を積んでいけば解消されるものだ。今の彼女に足りないのは、絶対的な経験値。ただそれだけ。

「たぁぁぁぁぁっ！」

　遠えん距きよ離りから一気に飛び込んでの小手打ち。戌意の腕うでにわずかな痺しびれが走る。ダメージ数値はわずかなもの。それでも、油断はできない──そして、しない。

　再びイミナが間合いをとる。小手打ち狙いと見せかけての頭部への斬撃狙ねらい。戌意は敢あえて小手打ちを用心しているような素そ振ぶりを露ろ骨こつに見せた。

　予想通り、次の飛び込みはタイミングも狙う場所も読み切れた。飛び込んできた瞬しゆん間かん、戌意はあっさり回かい避ひして、イミナを斬きった。

　対たい空くう砲ほうに撃うち落とされる戦せん闘とう機のように、イミナの身体がコントロールを喪そう失しつする。膝ひざを突き──躰からだを震ふるわせ、痛みを堪こらえた。

　既に彼女のＨＰヒツトポイントは〝20〟を切っていて、おおよそ〝15〟前後と推測する。

　イミナの表情が、悔くやしげに歪ゆがむ。何をやっても、何を考えても、何を以もつても通じない。難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいを前にした兵士のように。イミナは絶望に染まっている。

　勝てるはずがない、と思っているのだろう──それは正しい。

　どうやって勝てるかのイメージが見えてこない──それも正しい。

　敗北すれば、御津神戌意は二度と手の届かぬ存在となる──そう、あるべきだ。

　イミナは膝を突いたまま、乱れた呼吸を整えようと躍やつ起きになっている。

　それから、戌意はその言葉を告げた。




〝もう、いいんじゃないか？〟




　君はよくやった、という声が聞こえる。才能がある、とも言ってくれている。その言葉は、イミナの胸をときめかせる。

　……誰かに、自分の何かを認めて貰うことは嬉うれしいことだとイミナは思う。

　今までそんなこと、一度も無かったから尚なお更さらだ。でも、まだ。まだ、駄だ目めだ。ここで膝を突いたら、自分は今までの自分とあまり変わらないと思う。

　変わらなくちゃいけない。そして、変えなくちゃいけないんだ。

〝さもないと、わたくしは──殺される〟

「諦めるな、と仰おつしやいました」

　そう言って立ち上がる。まだ──諦める訳にはいかなかった。

　イミナの決意に満ち溢あふれた表情は、一か八かの賭かけに打って出るということを如によ実じつに知らしめる。

　次で終わることが、戌意にはただ残念だ。

　その半はん端ぱな想いを、歯は嚙がみさえしながら振り払はらう。イミナの次の手を計算し、イミナがどの行動を取っても万全に対応できることを確かく認にんする。




　行きます、と律りち儀ぎに叫さけんでイミナは選せん択たくした。

　真っ向から、真っ直すぐに飛び込んで刺突つきを放つ。一番無難なものを選んだな、とどこか落らく胆たんしつつ、戌意は構えた剣で打うち払おうとした──

　衝しよう撃げき。

「な────────!?」

　イミナの躰が独楽コマのように廻まわる、戌意は彼女の選択を理解して瞠どう目もくする。

　あろうことか、彼女は先ほど戌意が使った技をそのまま模も倣ほうしたのだ。武器に武器を激げき突とつさせ、その衝撃によって躰を反転。胴への薙ぎへと繫つなぐ──。

「たぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「ち、ぃっ……!!」

　咄嗟の判断で、戌意は片足を力強く踏ふみ締めた。歯を食い縛って痛みに耐たえる、堪える、呼吸を整える──

「あ──」

　そしてそのまま、力ずくでイミナの肩かた口ぐちから叩たたき斬った。

　イミナが大地に伏ふせる。ＨＰヒツトポイントは〝ゼロ〟──もう、呼吸もできないほどの激痛に襲われているはずだ。

　らしくないやり方だ、と戌意は自分で自分を詰なじる。万全に対応できる、と思っていた少し前の自分が実に恥はずかしい。実力の開きが圧あつ倒とう的てきであったはずの少女を相手にしての勝利方法ではない、と戌意は羞しゆう恥ちに身み悶もだえる。

　だが──やはり彼女には才能があるのだ。闘とう技ぎへのセンスが、あまりにずば抜ぬけている。天性のものか、それとも努力の末に身についたものか、己おのれを凡ぼん人じんだと断ずる戌意にはイミナが少し羨うらやましいと思う。

「……………………ぁ」

　イミナが微かすかに息を吐はき出した。もう、動けまい。

「僕の勝ちだ」

　聞こえているかも分からないまま、戌意はそう宣言した。動くどころか、意識があるのかすら分からない、はずなのに──。

「……まだ、です」

　けれど、彼女は戌意の言葉を明確に拒きよ絶ぜつした。そればかりか、広げた両足、床ゆかに叩きつけた拳こぶしで、尚なおも立ち上がろうとしていた。

「諦めてくれ、刻こく導どうイミナ。君は本当に──」

　良くやった、戌意は心からそう思う。

　良くやってなどない、イミナは心底から呪じゆ詛そする。だってほら、自分の躰はまだ動けるのだ。指も動く、思考もできる、足も動く、ただ──ただ、痛いだけ。

　だから、まだ、動く、動ける、動かなきゃ……！

「……僕にもう、構わない方がいい。君には君に相応ふさわしい場所がある。それを見つける手伝いができた。それだけで、充じゆう分ぶんなんだ」

　優しい声、穏おだやかな顔──ああ、何て致ち命めい的てきな勘かん違ちがいなのだろう。この期ごに及およんで、御津神戌意という男は刻導イミナを送り出そうとしている。




　そうじゃない。

　刻導イミナわたくしが望むのは、貴方と共にありたいということ。

　見送って欲しいのではなく、共に歩んで欲しい。

　甘えたい訳ではない。でも貴方と一いつ緒しよならば。刻導イミナわたくしはきっと何も恐おそれない。

　そう確信できるから────立たなくちゃ。痛みなんてどうでもいい。死ぬ訳じゃない。もしかしたら死ぬかもしれないけれど、ここで立てなければ同じこと。

　立ち上がって死ぬか、蹲うずくまって死ぬか。

　行き着く結果は変わらないとしても、そこに至るまでの過程には、きっと、大切なモノがあるはずだから……！




「わたくしは……諦め、ません……！」

　そうして、イミナはまた立ち上がった。

　剣つるぎを構える。

　最早思考はできない。ただ、本能だけが刻導イミナを突つき動かす。

　吼ほえる、猛たける、叫ぶ──その一いち撃げきを、放った。




　そうして御津神戌意は、〝焰ほのお〟を見た。それは美しくも熱い生命いのちの輝かがやきだった。

　清せい廉れんにして強固たる絶対意志。この時代、誰だれもが求めて止やまない結晶クリスタル。

　御津神戌意は、そのとき確かに──己の心臓が、強く、強く、鼓こ動どうを一つ打ち鳴らすのを聞いた。
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　──刻導イミナは、そこから先の記き憶おくが無い。戌意の言葉に反論するために立ち上がろうとしたことだけは覚えている。ただ、気付くと『幻想守殻ドレス』を着たままベッドに寝ねかされていた。

　周囲はカーテンで囲まれていて、少しだけ薄うす暗ぐらい。部屋の雰ふん囲い気きから察するに医務室だろうか、とイミナは見当を付けた。

「起きたか」

「せん、ぱい……？」

　ベッドの傍そばで椅い子すに座った戌意が、声を掛かけた。状じよう況きようはすぐに分かった。激痛のせいか、あるいは戌意の斬ざん撃げきのどちらかで、自分は無様にも昏こん倒とうしてしまったらしい。

　つまり。

　自分は、敗北しまけたのだ。

「あ、あ……」

　両手で強く、顔を押さえる。

　自覚した瞬間、後から後からぽろぽろと涙なみだが溢れ始めた。頑がん張ばれなかった自分、頑張ろうとしなかった自分に心底嫌いや気けが差す。

「どうして泣く？」

「う、ひぐっ……だって……だってぇ……」

「……君が勝ったというのにさ」

「だって………………………………へ？」

　途と端たん、イミナの躰に残っていた鈍どん痛つうが何処どこかへすっ飛んだ。がばりと身を起こし、摑つかみかかるように、戌意の両りよう肩かたに手をやる。

「え？　え？　え？　あの、センパイ？」

　理解が追いついていないのか、センパイセンパイと呼び掛けるだけで後が続かない。

「……僕はこのまま死に行くのが相応しい人生だと思っていたのだけど。その前に、君の戦う姿を目に焼き付けたくなった」

「センパイ……」

「ごめん、分かりやすく言うと──僕のギブアップにより、君の勝利だ。約束通り、君と共に『ファンタズム』を戦うことにする」

　戌意は両肩を揺ゆさぶる彼女を押さえつけると、軽く頭を撫なでた。

「わ、わ、わ、わ、わ─────────────────────っ！」

　何故か絶ぜつ叫きようして、イミナは泣きじゃくりながら戌意の胸に縋すがり付いた。まあ、色々と思うところがあったのだろう、と戌意は無言で彼女の頭を撫で続ける。

「まあ、今日は帰ることだね。明日あした以降から、君に『ファンタズム』を叩き込むから。もっとも、僕も三年の空白期間ブランクがあるからな。君と一緒に学ぶつもりだけど」

「ゆ、ゆ、夢、夢じゃない、です、よね？」

「現実だ。……もっとも、明日からは夢の方が良かったと思うかもしれないよ？」

　ふるふると、イミナは首を横に振ふった。はにかんで、そっと囁ささやく。

「夢のよう、って思うかもしれませんけど……夢で良かったなんて、思いません。絶対に」

「……まあ、今日は着き替がえて帰宅するといい」

「はい、センパイ！　あ、一番近いバス停ってご存じですか？」

「ああ。入り口を出て、すぐ目の前にある」

　イミナはぺこりと頭を下げ、着替えるために別室へと向かった。それを見送ってから、戌意はようやく息を吐き出す。

　全身に焼けるような痛みがあった。先ほどのイミナの一撃。最後の最後に放たれたものは、戌意ですら未経験の代しろ物ものだった。……大方の予想はついているが。

　嘆たん息そく。この、胸に宿った激情は何とも持て余す。今すぐにでも走り出し、叫びたくなるような心地ここちだった。御津神戌意は経験こそ無かったが、コレを知ってはいる。

　あのとき、刻導イミナの姿を見た瞬しゆん間かん、心に焼きついてしまったもの、刻まれてしまったもの、奪われてしまったことで得られたもの。



















　あれは多分────────〝恋こい〟と、便べん宜ぎ的にはそう呼ばれるべき感情だった。










　翌日。授業終しゆう了りようを知らせるチャイムが鳴り響ひびいた。今日からイミナに『ファンタズム』を教える約束を交わしている戌意は、授業そっちのけで教えるべき手順をタブレットに纏まとめていた。

「もう授業は終わったぞ。そんなに好きなカリキュラムだったのか？」

　美み海うに話しかけられて、戌意は慌あわててタブレットの画面を切り替かえた。

「いや、別の作業」

「ふぅん。ともかく珍めずらしいな、お前が──」

　ところで話は変わるが、教室の出入口である引き戸というものは静かに開けば然さ程ほど音は鳴らず、勢いよく開けばその分大きな音が出る。

　なので、唐とう突とつに馬ば鹿かでかい音が立てられると、全員がそちらに注意を向けることになる。

「御津神せんぱーい！」

　そして、更さらに大きな声で自分の名前が呼ばれてしまえば注目を浴びるのは必然だ。

「……御津神？」

　戌意は無言で頭を押さえた。嘆息して、注目を浴びることを百も承知で立ち上がる。

　全員の視線が集中することに閉口しながら呼び掛けた少女──刻導イミナに応じた。

「センパイ！　待ちきれずに来ちゃいました！」

「あー……刻導くん。後で行くから玄げん関かんで待っていてくれないかな？」

「はい！　失礼します！」

　深々と一礼して、るんたったと鼻歌交じりでイミナは去って行く。そして振り返ると、クラスメイト全員が実に訝いぶかしげに戌意を見ていた。

　ただ一人、大方の事情を理解しているもなむだけがニコニコ笑って手を振っていた。

　周囲を気にせぬよう、なるべく平然とした顔で机に戻もどる。タブレットをしまっていると、ぽんぽんと美海が肩かたを叩たたいてきた。

「今の下級生、誰だ？」

「あー……後こう輩はいだね」

「それは分かる。どういう関係だと聞いているんだが」

　ずい、と顔が近付く。ただでさえ太めの眉まゆが吊つり上がっていると迫はく力りよくあるな、と戌意は思った。

「部活ですよ」

　美海の背後から、ひょっこりともなむが顔を出した。

「へ？」「え？」

　戌意と美海が揃そろって声を上げる。もなむは戌意に向けて、人差し指で「お静かに」というジェスチャーを行った。

「部活……？」

「ええ。戌意さんと私と、彼女でまずは同好会を──と思いまして」

　待て待て待て。話が少しややこしくなってきたぞ、と戌意はもなむを見る──もなむは誤ご魔ま化かすように、満面の笑えみ。

「何だ、そういうことか！　帰宅部員もとうとう卒業とはな、見直したぞ。御津神」

　美海は喜んで、ばしばしと戌意の背中を叩いた。

「あ、うん。まあ、そういうことに──なるのかな」

　なるのだろう、と思う。念のために、昨日の時点で色々と調べている。『ファンタズム』は国も後押ししている一大スポーツ（スポーツというには、あまりに死の臭においが付きまとうが）産業だ。学園全体で活動を禁止させるのは、ここが私立でも色々と難しいものがあるからだろう。

　それでも同好会を申しん請せいする気は当分なかったのだが──。

「今なら部室が一つ空いているはずだ。同好会でも三ヶ月以内に部に昇しよう格かくする気があるなら、借り受けることはできるはずだぞ」

「それではそうします。申しん請せい書しよを戴いただけますか？」

「ああ。ちょっと待っていろ──」

　──と、戌意が口を挟はさむ暇ひまもなく、スムーズに物事が決まっていく。

「もなむ」

　美海が申請書を捜さがしている間に、こっそりと耳打ちする。

「何ですか、戌意さん」

「同好会を申請する気はなかったんだが」

「……いつまでも二人きりでこっそりと活動できます？　……今の内に部室を確保しておいた方が賢けん明めいですよ」

「まあ、それはそうなんだけど……もなむも参加するのか？」

「あら、いけませんか？」

「そうじゃない。『ファンタズム』に興味があったとは知らなかった」

　戌意の言葉に、くすくすと楽しそうにもなむは笑った。……珍しい笑え顔がおに、戌意は少し戸と惑まどう。

「ありましたよ。昔から、ずっと、ずっと興味がありました」

　もなむの言葉は、秘密を打ち明ける少女のような響きがあった。けれど、戌意はその言葉にかぶりを振った。

「噓うそだろ」

「あれ、どうしてです？」

　戌意は嘆息して答える。

「何年一いつ緒しよに暮らして、何年付き合いがあると思ってるんだ。君の噓くらいは見破れるつもりだ。大体、今の今まで『ファンタズム』の『ファ』の字も出したことがないだろ」

「ふむふむ……戌意さんには、分かっちゃうんですねえ……ふふふ」

　……何故か、もなむは一層にこにこと機き嫌げん良よく笑っていた。

「答えを教える気はない？」

「ううん、簡単ですよ。戌意さん、私はね──ずっとずっと前から、戌意さんについていこうって決めていたの。貴方あなたが立ち上がるなら、私も立って後からそっとついていきます。問答無用です」

「……それだけ？」

「ええ、それだけ……ふふっ」

　もなむは本当に嬉うれしそうな顔で、ころころと笑う。

「危険なんだけどなぁ……」

「──大だい丈じよう夫ぶですよ。私、戌意さんについていくためなら何だってやれますから」

　決意はあまりに固く、翻ひるがえす様子は全くない。とりあえずメンバーが一名増えた、それだけで有り難がたい、と戌意は前向きに考えることにした。







　美海から渡わたされた申請書には、ひとまず『拡張現実ＡＲ技術同好会』の名で申請した。刻導イミナはもちろんのこと、御津神戌意も申請すると例の生徒会長に目を付けられやすいということもあり、申請者はもなむとした。

「そんな訳で今週中には申請の結果が出る。それまでは、ここ狭せまい安い古いの三さん拍びよう子し揃そろったトレーニング場での練習とする。いいかな？」

　昨日借りたのと同じ場所を再び借りた。三人目が居ることで更に狭くなっているが、今日やるべきことは大体決めているので問題はない。

「は、はい！　あの。それは全然構わないですし、兄さんのことについても心を砕くだいていただき、感謝しているんですけど────その、華か々か蓮れんセンパイも？」

「駄だ目めでしょうか？」

「とんでもありません！　よろしくお願いします！」

　ぺこり、と勢いよく頭を下げた。上品な笑みを崩くずさず、もなむは頷うなずいた。相変わらず、普ふ段だんのダウナーさは頭のどこかに保管しているらしい。もなむの方は、本日特に何をする訳でもないので学校指定の体操着だが、戌意とイミナは昨日と同じく『重力操靴グラヴイシユテイ』以外の装備を身につけた状態だ。

「『ファンタズム』には前から興味があったので。戌意さんに頼たのんで、仲間に入れて貰もらおうと思いまして。ご迷めい惑わくでしたか？」

　もなむの言葉に、イミナはぶんぶんと首を振ふった。ぱっと顔を輝かがやかせ、もなむの両手を握にぎってぶんぶんと上下に振る。

「いえいえ全然！　全然凄すごく嬉しいです！　もう三人戦トリオができるなんて！」

「……気が早いにも程があるぞ、刻導くん」

　先走り過ぎるイミナに釘くぎを刺さし、戌意は二人と向かい合った。

「よし。それじゃあ、今日やって欲しいことを言う──その前に、だ。何度でも言うが『ファンタズム』はそれなりに危険な競技だ。練習中の事故死もあるし、試合中の事故死も多々例がある」

　──事故どころか、故意に殺害する人間もいる。と戌意は心の中で毒どく突づいた。

「だから。この闘とう技ぎに参加するなら、まずそれを受け入れて欲しい。君たちも、僕も、死の可能性は常に傍かたわらにある、と。嫌いやになったら、出て行ってくれて構わない」

　戌意の声は穏おだやかだが、反論を許さないという厳しさがあった。もちろん、二人とも出て行く素そ振ぶりなど欠片かけらも見せない。

「了りよう解かい。二人とも、『ファンタズム』に参加することを認める。じゃあ、まずはもなむ」

　戌意は彼女のタブレットに書しよ籍せきデータを送った。

「『ファンタズム』のマニュアルだ。まずはそれを一通り読んで、その後で決めて欲しいことを聞く」

　こくりともなむは頷き、トレーニングルームの片かた隅すみに座ると膝ひざを台にしてマニュアルの熟読を開始した。

「刻導くん。刻導くんは昨日伝えたものを持ってきたか？」

「は、はい。こちらになります」

　同じく、イミナがデータを戌意のタブレットに送信した。彼女の健けん康こう診しん断だんの際のデータと体力テストの結果だ。

「あの。体重は──」

「僕は君のプロポーションに興味は……ないが、体重の軽重には非常に興味がある。戦いにおいて決定打となるものの一つだからな」

「そ、そうですよね。何だかちょっと不安になる間が無いでもなかったですけど、御津神センパイを信じます！」

　キラキラと目を輝かせ、無理矢理にイミナは納なつ得とくしてくれた。

「身長は平均より四センチ低く、体重は平均とほぼ同じ……と。体力テストは、上位の中位、というくらいか？」

「はい。大体そんなところだと思います」

「君の武術経験。昨日は簡単に聞いただけだったけど、今日はもう少し詳くわしく話して欲しい。具体的にどの流派で、どの武器を、何年やっていた？」

「ええと。薙刀なぎなたと小こ太刀だちで、流派は尽じん鏡きよう流です。八歳のときから中学三年の終わり頃ごろまでやっていましたから──七年ですね」

　尽鏡流、という名は聞いたことがなかった。念のため、タブレットでインターネットに繫つないで検けん索さくもしてみたが、関連するような名は出てこない。

「免めん許きよ皆かい伝でんまでいった？」

「あ、いえ。その……尽鏡流には免許とか、段とか、そういうものはありませんでした。基き礎そとなる躰からだの動きと、技は一通り学んだ、と思います」

「……そうか」

　戌意はわずかに心に引ひっ掛かかりを覚えたが、ひとまず棚たな上あげする。今は、彼女に与あたえるべき指示を与えねば。

「これは聞くまでもない気がするが、君は、近接戦せん闘とうか遠えん距きよ離り戦せん闘とう、要するに前線に打って出るか、背後での支し援えんもしくは遠えん距きよ離り攻こう撃げきを行うか、だが──」

「最前線アタツカーです！」

　迷うことなど一切ないというキッパリぶりだった。まあそれなら、と戌意はタブレットに刻導イミナのデータを打ち込んでいく。

「それでは、『幻影穿装イマジネイル』を起動させてくれ。武器を選ぼう」

「はい！」

　昨日と同じように起動を行い、武器のカテゴリを選せん択たくする。

「昨日は指示された通りにやったので、注意して見なかったんですけど──いっぱいあるんですねえ」

「国の数だけ剣けんがある、というくらいだからな。日本には刀、小太刀、野太刀、脇わき差ざし、忍にん者じや刀、西洋ならブロードソードからサーベル、ククリナイフ、クレイモア、ツヴァイハンダー……。もっとも、君の持っているのは典型的な〝汎はん用よう片手型デバイス〟だ。大剣、槍やりや銃じゆう器き、魔ま法ほうを望むなら購こう入にゆうするのはまた別のタイプを買うべきだ」

　例えば槍ならば、少なくとも穂ほ先さき以外はデバイスでなければならない。銃器は銃弾エネルギーを発射する機構がなければならない。

「えへへ、実はこんなこともあろうかと……」

　イミナは得意気に汎用両手型デバイスを鞄かばんから取り出した。

「それはいい。これで少なくとも片手型か両手型かは選択できる訳だ」

「剣──小太刀は駄目ですかね？」

　イミナがメニュー画面を覗のぞき込みながら、戌意に言った。戌意はデータに目を通し、少々渋しぶい表情を浮うかべる。

「データ的にはショートソードとほぼ同じ扱あつかい。活用できるスキルが異なるとはいえ、少々火力に欠けるな……。重量はほとんど関係ないのだし、長ちよう剣けんを選んだ方がいいかもしれない」

「なるほどなるほど……」

　戌意はイミナのメニュー画面に触ふれると、長剣のカテゴリを選択した。

　イミナは興きよう味み津しん々しんという表情で、ずらりと並んだ長剣を見る。おもちゃの陳ちん列れつ棚だなを見る子供のようだなと、戌意は思った。

「あの……これ、いいですかね？」

　彼女が指差したのは、両刃の大剣だ。刀身は長く、そして分厚い。中央に芯しんとなる強い光刃があり、翠すい緑りよくの刀身がそれを覆っている。

　その部分だけを見れば、西洋のグレートソードに在り方は近いか。だが柄つかの部分は明らかに通常より長い。剣、というよりは西洋式長巻というべきか。恐おそらく、どこかのメーカーが作ったオリジナルの武器だろう。

　名めい称しようは『ブレイゼル』というらしい。

「どうしてこれを？」

「少し薙刀に形が似ているのでやりやすいかと思って」

「なら、それにしよう。今は実験の時期だ。扱いにくかったら変へん更こうした方がいい」

「分かりました」

　イミナが剣のタイプを選ぶと、鈍にぶい駆く動どう音と共に翡ひ翠すいの刃やいばが伸のびた。見た目的にはクレイモアのような印象を受ける。イミナは両手でしっかりとデバイスを握り、縦に振り下ろした。風を斬きり裂さく音、そして斬ざん撃げきの後には炎ほのおの粉がちらちらと雪のように舞まい散った。

　うん、とイミナは頷く。

　どうやら気に入ったらしい。

「では──刻導くん。その武器は当分の間、使用禁止とする。代わりに対戦時は僕が同じタイプの武器を使う」

　……と、戌意が宣言した。イミナがきょとんとした表情を浮かべ、やがて焦あせり始める。

「ど、ど、どうしてですか!?」

「刻導くん。その前に、まず君の最終目標を大きな声でハッキリと告げてくれ」

　混乱しつつも、イミナは戌意の言葉に頷いて深呼吸──せーの、で声高らかに叫さけんだ。

　もう目標は決めていたのだろう。

「御津神センパイたちと一いつ緒しよにインターハイ団体戦に出場、『五重幻闘奏クインテツト・フアンタズム』の優勝を目指します！」

　タブレットでマニュアルを読んでいたもなむが「私も!?」と引っ繰くり返っていた。

「個人戦シングルに興味は？」

　戌意の問い掛けに、イミナは首を横に振った。

「ありません！　……とは断言できないですけど。でも、団体戦の勝利が優先されるので個人戦シングルにはあまり興味がないと言いますか──」

「駄目だ。刻導くんが目標にすべきは、まず個人戦シングルである程度の勝利数を獲かく得とくすること。うん、まあハッキリ言って個人戦シングルである程度のアベレージで勝利できないようでは、先せん陣じんが務まらない」

「あぅ……」

　ですよねー、とばかりに納なつ得とくした顔で肩かたを落とす。

「と言って、個人戦シングルでの勝利ばかりに拘こだわるとどうしても弱点が露あらわになる」

「弱点？」

「簡単だ。戦術が偏るんだ。才能がないならともかく、君には才能がある。だから、その才能〝だけ〟である程度は勝ち進めてしまう。けれど、それではいつか必ず行き詰まりデツドエンド、壁かべにぶつかることになる」

　──遅おそかれ早かれ、その日は間ま違ちがいなく来るだろうが。

「『ファンタズム』ではそれぞれの武術を武型フオームと呼こ称しようする。一流の選手プレイヤーは、皆みな、自分という存在にもっとも合がつ致ちした武型フオームを完成させている。その為ためには、まずカテゴリ別にある全すべての武器に慣れること。全ての武器には長所と短所、有利な点と弱点が混在する。短所を無視して長所を伸ばすか、弱点を潰つぶして盤ばん石じやくな態勢を整えるか。それを決めるのは、君だ。……無論、助言は行う。君にとって最適なものを選ぶのが、僕の役割だからな」

「……」

　沈ちん黙もく。イミナは目を見開いて、ぽかんと口を開けている。

「どうした、おぅい？」

　顔の前で手を振ると、はっとなってぷるぷると小動物のように首を振った。

「す、すいません。その、ちょっと、ええと、感動しちゃって」

　よくよく見ると、目め尻じりにわずかながら涙なみだが浮かんでいる。

「……大おお袈げ裟さだな、君は」

「えへ、えへへへへ。すいません、えへへ」

　嬉うれしそうに笑いながら、イミナはごしごしと目を擦こすった。

「では、話を戻もどそう。まず、最終目標は団体戦優勝。中間目標として『ファンタズム』個人戦シングルでの勝利をある程度積み重ねること。最初の目標は、『ファンタズム』の基礎技術を全てマスターする────以上三つ」

「……あの。センパイ、一ついいですか？」

「何だ？」

「わたくしは……いえ、わたくしたちは『ファンタズム』で勝てますか？」

　シンプルで、重い問い掛けだった。一人は全くの素人しろうと、一人は素人に毛が生えた程度、最後の一人は経験者であるが、何と三年間の空白期間ブランクがある。

　更さらに言うなら、『クインテット』と呼ぶにはまだ二人足らない。この二人を集めたとしても、生徒会長の妨ぼう害がいがいつか必ず訪れる。

　あまりにも勝利における必要な要素がなさ過ぎて、優勝というものが夢物語にしか思えない。

　刻導イミナは知っている。インターハイ団体戦におけるベスト４フオー出場校、別名『ビッグ４フオー』。それはまさに極限の領域、絶対無比の存在であると。

「どんな強きよう豪ごう校でも、どんな優ゆう秀しゆうな人材でも、絶対に勝てると確信を持っている者は一人として存在しない。それはつまり、敗北する可能性は常に残されているということだ。得意な相手、苦手な相手、強豪、弱者──それらが存在するとしても、必ず敗北する、または必ず勝利する相手など、存在しない」

「……」

「まあ、いずれ君にも実感できる日が来る。今は、僕を信じてくれないか」

「……は、はい！」

　イミナは背筋を伸ばして、勢いよく返答した。

「戌意さん、終わりました～……」

　ダウナーな声で、もなむがふらふらとやってくる。声のトーンが低くなったことに気付いたイミナが、はてなという風に首を傾かしげる。先ほどのおっとりとした雰ふん囲い気きが消え失せていることに気付いたのだろう。

「よし。覚えたか？」

「大まかには。面おも白しろいシステムを持つ闘とう技ぎですね」

「で、何がやりたい？　近接か、遠えん距きよ離りか」

「遠距離です」

　あまりに迷いのない回答だった。まあ、もなむの身体能力はよく知っている。『重力操靴グラヴイシユテイ』を使っても、あまりスピードが必要な近接戦闘には向かないだろう。

「だったら杖つえを持って『魔術師ウオーロツク』になるか、弓や銃器を持って『狙そ撃げき手』になるか、どちらがいい？」

「そうですね。『魔術師ウオーロツク』とか、私に似合うと思いません？」

「……もなむは『女魔術師ウイツチ』と呼称する方が適切な気がする」

　にっこりと微笑ほほえむもなむに、戌意はぼそりと呟つぶやいた。

「そうと決まれば、『幻影穿装イマジネイル』を購入しないとですね」

「ああ。ただ、今日はまだいい。どの魔法を修得したいか、今の内に決めておこう。刻導くんは間違いなく『軽戦士ライトフアイター』だから、それに合わせて援えん護ごを取るか、あるいは攻こう撃げき系の魔法を選んでもいい」

「……そうですね。じゃあ、もうしばらく悩なやんでみます。私のスキルについては、帰ってからでも問題ないかと。今は、イミナさんを相手してくださいな」

　もなむはふりふりと手を振ふって、元の位置に引っ込んでいった。

「ふむ。……という訳だ。続けよう、刻導くん」

　返答がない。イミナはぼうっとした様子でもなむを見ている。戌意がもう一度彼女に呼び掛かけると、イミナがびくりと背筋を伸ばした。

「は、はい！　やります、やりましょう、やられます！」

「……やられるのは確かだが、そんな積極的にやられても困るな……」

「す、す、すいません！」

　平謝りするイミナを横目に、もなむはくすくすと笑えみを漏もらした。




「これに似た武器、ということで僕は青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうの術理で立ち向かおう。用法は劈へき・砍かん・磨ま・撩りよう・削さく・裁さい・展てん・挑ちよう・拍はく・掛か・拘こう・割かつ──確かこの十二訣けつだったか」

「……よ、よくご存じですね」

「昔むかし取った杵きね柄づかだよ。そら、行くぞ」

　イミナは慌あわてて短たん剣けんを構えた。普ふ段だん使用していた小こ太刀だちと形状は似ている。だが、目の前の戌意が持つ武器とは、リーチが違ちがい過ぎる。

〝踏ふみ込むしかない……！〟

　──と、イミナが考えるのは自明の理。

　戌意は当然のようにそれを読み切り、完勝した。

「よし。それじゃ、次はショートソードだね。今日中に剣けんと槍やりあたりは終わらせておきたいから。さあ、立って立って」

「は、はあい……」

　武器の状態を切り替かえ、イミナは再び戌意に挑いどむ──またもや敗北する。どんな武器を持って、どう動いても、戌意はその悉ことごとくを読み切った。

　そして二時間が経過し……。

「今日はここまでかな」

　戌意の言葉で緊きん張ちようが解けたのか、ふにゃふにゃとイミナは床ゆかに腰こしを下ろした。疲ひ労ろう困こん憊ぱいらしく、肌はだに汗あせが滲にじみ出ている。

「ふあ……勝てません、全然」

　一方の戌意はわずかに呼吸が荒あらくなった程度で、汗一つ見せていない。

「勝てなくていい。だが、敗北した理由は考えるべきだ。そして、どう対策すべきかも。そうすれば、君が実戦でどう動くべきかも見えてくる」

「うう。道は遠いですね……」

　今日は最初の一歩を踏み出したばかり。

　それだけで頽くずおれてしまうほどに疲労した、イミナはそんな自分にわずかな嫌いや気けが差す。

　けれど、それを超こえる遥はるかな喜びがあった。どれほどみっともなくとも、ともかく最初の一歩を踏み出せた。

「気にしなくてもいいよ。後はただ、ひたすら前に進むだけなんだから」

　戌意の言葉通りだった。これ以降は、ひたすら愚ぐ直ちよくなまでのトレーニングが続いた。







　人が途と絶だえたオフィス街。『重力操靴グラヴイシユテイ』でビルを駆かけ上り、空を飛ぶ訓練。

「お、落ちます落ちます！　落下してるやだこれ怖こわい!!」

「『ファンタズム』の試合は見慣れているだろうに」

「見るのと実際にやるのとでは大おお違ちがいです、サー！　し、死ぬ死にます死ねば死ぬとき、ひ、やあああああああああああああああ！」




　異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールドに出現するリアクション・オブジェクトと呼ばれる障害物への対応訓練。

「はいトラップ発動。ちなみにマイナーなクラスだけどリアクション・オブジェクトを設置、コントロールできる〝トラッパー〟なんてのもいるから気をつけようね」

「は、はい。ところで、この、しびれ、いつになったら、なおり、ますか。びびびびびび」

「試合では最長二分。それまで頑がん張ばれ」




　各種攻撃と、その攻撃に相あい性しようの良い戦術の取得。

「ゆ、弓と銃じゆう終わりです……」

「お疲つかれ様。それじゃ、次は魔ま法ほう攻こう撃げきいってみよう。これが最新の魔ま法ほう属性対応表。各属性で攻撃された際、それを反射させるか、吸収させるか、遮しや断だんさせるか、軽減させるか、回かい避ひするか、迎げい撃げきするか。シチュエーションを説明するから、十秒以内に判断してその理由も説明してね。最終的には五秒以内に判断をつけるように」

「……か、華々蓮センパイ！　鬼おにです！　ここに鬼がいます！」

「……あ、大体覚えてきたわぁ……」

「うっそぉ!?」




　体を動かすだけでは『ファンタズム』の勝利は摑つかめない。大切なのは、むしろ〝対応〟。敵方の攻撃をどう理解し、どうやって対応するかだ。『五重幻闘奏クインテツト・フアンタズム』においては殊こと更さらそれが重要視される。

　五人のチームワークで戦うのか、ワンマンの力強さで一点突とつ破ぱを突つき詰つめるのか、五人がただ強いだけでは、決して勝利には辿たどり着けない。




〝そこが面白い〟




　と、御津神戌意は笑う。

　時間は瞬またたく間に過ぎていき──そして、戌意が覚かく悟ごしていたことが遂ついに起きた。

　生徒会長に、刻導イミナの所属がバレたのだ。
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　生徒会室。憤ふん怒ぬの表情を浮うかべる刻導零れい視しと、御津神戌意は向かい合った。零視の隣となりには副会長である二年女子、暁あか月つき紗さ真まが佇たたずんでいる。暁月紗真は、どこかおっとりとした美少女で、現状に困こん惑わくしているようだ。

　イミナともなむはここに居ない、部室で待機するように伝えておいたので不安を抱いだきながら待っているのだろう。

「──弁解は無用だ。君の『拡張現実ＡＲ技術同好会』は即そつ刻こく解散して貰もらう」

　開口一番、零視が告げた。戌意はふぅん、とつまらなそうに呟く。

「……横暴ですね」

「横暴も何もない。君は確かに言ったぞ、『ファンタズム』とは関係ないと！　それなのに、どうして妹……イミナを巻き込んだ！」

「か、会長落ち着いて下さい！」

　零視がガツンと怒ど鳴なる──紗真がますますあたふたと宥なだめようとする。

「いやあ……刻導くんは自分の意志で入部したのであって、強制した訳じゃないし」

　惚とぼけるような戌意の言葉に、零視がますます苛いら立だちを募つのらせる。

「ともかく。生徒会長として、即刻の解散を命令する。部室の鍵かぎを寄よ越こしなさい」

　さて、ここからが正念場だ──と、戌意は腹を括くくる。いずれ越えなければならない壁かべだ、どういう風にこちらの望む結末に持ち込むか。

　戌意は深呼吸──言葉を撃うつ。




「お断りします」




　その言葉は彼らにとって意外ではなかったのだろう。零視は静かに戌意を睨にらみ据すえる。

「あの、御津神くん？　確かに辛つらいかもしれないけど、お願いだから大人しく従ってくれないかしら……」

「勝手に部を解散させる権限なんて、生徒会に存在しないでしょう」

「予算と、部の統とう廃はい合ごうの権利を有しているのは生徒会だ」

「そうですね、確かに生徒会には部を強制的に解散させる権利はあります。ただし──」

　そう、ただし。

「それはあくまで部の活動がこの学校に相応ふさわしくない、あるいは部が望ましい活かつ躍やくをしなかった場合に限られるはずです。一応、調べておきました」

　戌意はどさりと、書類を長机に放ほうり投げた。これまで生徒会が部を解散させることになった経けい緯いを書き記した報告書だ。

　零視が書類を見て、微かすかに呻うめく。

「ご覧戴いただければお分かりの通り、解散するよう命じたのは全すべて成立から半年以上経過したものです。現時点で同好会成立から一ヶ月、まだ五ヶ月猶ゆう予よがある。しかも、『拡張現実ＡＲ技術同好会』は少なくともこの一ヶ月問題を起こしていません。半年が経過してから解散させられたのは、いずれも部外での暴力事件など問題が起きたものばかりです」

　元々、これは生徒会長の方が〝不利〟な駆け引きなのだ。いくら権限があるといっても、権限の乱用は生徒会長への不信を招く。

　特に、華々蓮もなむは夜よ見み都と学園では屈くつ指しの人気を誇ほこる少女である。彼女の存在が、更さらに事態を混乱させる。

「えー、華々蓮もなむは『拡張現実ＡＲ技術同好会』に大変力を入れておりまして。解散を強行すれば、悲ひ嘆たんに暮れること間ま違ちがいなく──」

　惚けた顔でそう宣のたまう戌意を、零視が睨む。

「噓うそつけ、あの女がそんなタマか」

「噓かどうか判断するのは、我々ではなく生徒の皆みんなですから」

　紗真が書類を一通り読むと、困ったように目を細めて頷うなずいた。

「会長……確かに御津神くんの言う通り、生徒会として強行するのは……少々問題があるのではないか、と」

「君までそんなことを言うのか」

「会長、こちらには予算配分の権限もあります」

　紗真がそう告げると、零視はなるほどと頷いた。今度は戌意が顔を歪ゆがめる番だった。解散を強行するのは生徒たちの反発を招くだろうが、特定の部の予算を徹てつ底てい的てきに削さく減げんするのは生徒たちにとって喜ばしいことになる──その予算を他の部活動で割り振れるなら、尚なお更さらのことだ。

「あー、ちょっと待ってくださいな。予算は、」

「同好会であり、何の実績も見当たらない以上、予算は最低限です。『ファンタズム』にはお金が掛かかりますよね、御津神くん？」

　紗真は底の見えない、深い笑えみを浮かべた。不承不承、という感じで戌意は頷く。確かに彼女の言う通り、『ファンタズム』には初期投資からトレーニング、メンテナンスなどあらゆる部分で金が掛かる。

　潤じゆん沢たくな予算を持つこと自体が、強きよう豪ごうの証あかしであるとも言える。

「……そうですね。確かに金は掛かります。こちらとしては、是ぜ非ひとも予算が欲しいところだなあ」

「そうなると、実績が問題になりますよね。部を新設するからには、それなりの実績がなければこちらも予算を下ろせません。素人しろうとが三人集まって同好会を結成、程度では……」

　紗真の言葉を、零視が紡つむぐ。

「予算など割さけない、ということだ」

「……ふむ。逆に言えば、実績があれば予算は割いてくれるんですか？」

　戌意の問い掛けに、紗真が頷く。

「もちろんです。でも、それ相応の実績でなければね。さすがにインターハイとまではいきませんが──」

「『ファンタズム』の公式戦であるインターハイは、日程と最低参加人数が定められています。……練習試合でも構わないでしょうか」

　ちらり、と紗真が零視を見る──零視は首を横に振ふる。

「そうですね、確かに練習試合では先方が本気を出しているかどうかが不ふ明めい瞭りようです。二軍や新人と戦ったところで、実績には成り得ませんし。重要なのは、県大会でも活躍できる程度の実力があるかどうか、ですから」

「なら……実績のある高校の、一軍であれば練習試合でも構わないと？」

「そうだな。……それなら、もちろん構わない。実績は県大会ベスト４フオー以上」

　戌意は首を横に振った。

「ベスト４となれば、いくらこちらが望んでも練習試合そのものが困難です。せめて、地区予選十六位以内までにして欲しい。それならまだ、練習試合を行える可能性が出てくる」

　夜見都学園がある石川県は『ファンタズム』インターハイの全国ランキングでは比ひ較かく的てき上位に位置づけされる強豪校揃ぞろいだ。

　戌意の提案に、零視と紗真は揃って首を横に振った。

「十六位では強豪とは言えんな」

「言えませんね。県内の参加校は約五十校、二回勝利しただけでは──」

「だけど、練習試合を申し込んでも撥はね除のけられれば実績を作りようがない。作らせたくないなら話は別ですけど」

　沈ちん黙もく。戌意と零視は互たがいに睨み合う。三分後、紗真が溜ため息いきをついて告げた。

「会長、御津神くん。三ヶ月以内に昨年の地区予選八位以内の高校との公式に認定された練習試合で勝利すること。その代わり、その三ヶ月までは正式な部扱あつかいとして月間予算を提供する。……これでいかがでしょうか？」

　地区予選八位──つまり、ベスト８エイト。いずれ劣おとらぬ強豪揃いだが、少なくとも三ヶ月あれば、練習試合を行える可能性はある。

　零視は頷き、戌意に視線を向ける。戌意は苦く渋じゆうの表情を浮かべていたが、やがて絞しぼり出すように告げた。

「最後に一つだけ条件を吞のんで欲しい。対戦校はこちらで決めさせて貰いたいが、構わないかな？　無論、地区予選八位以内という条件で」

「……ふむ、そのくらいならいいとも」

　零視が最後の条件を吞んだことで、交こう渉しようは終しゆう了りようした。

「では、失礼します」

「部費の方は、後でそちらにお届けします」

　紗真の言葉に軽く頷いた戌意は、肩かたを落として退出した。




〝ともかく。こちらの思い通りになった訳だ〟




　退出した戌意を見送った紗真は、くすくすと笑って言った。

「あれでよろしかったですか、会長？」

「まあまあだな。……正直、華々蓮もなむの名をもう少し使ってくるかと思ったが。そこまで頭が回らなかったようだ」

　紗真の提案は、会長である零視が予あらかじめ指示を下していたものだった。一見、それなりの譲じよう歩ほをしたように思えるが、そもそも県内で昨年ベスト８に残ったのはいずれも名うての強豪校ばかりだ。更に、公式に近い練習試合とは五対五の『クインテット・ファンタズム』を指す。

　彼らは三人、内二人はまだ素人に毛が生えた程度だ。御津神戌意はインターミドルでの上位ランカーらしいが、何しろ三年以上の空白期間ブランクがある。

「十六位までなら、勝てる可能性はあったでしょうけれど……。この県内で八位までなら、まず大丈夫でしょう。彼らは敗北します」

「そう願うとも。後は……怪け我ががないよう、祈いのるだけだ」

　零視はぐしゃぐしゃと、頭を搔かいた。不安そうなその表情に、紗真はくすくすと笑みを零した。
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　廊ろう下かを出た戌意ははぁ、と溜息をついて──安あん堵どで胸を撫なで下ろした。

　うまくいった。

　御津神戌意が求めていた条件はほぼ通った。恐おそらく零視たちはある程度の計算で話を運んだつもりなのだろうが、それはこちらも同じことだ。いや、むしろ絶対に逃のがしてはならないポイントを引き当てたので、引き分けではなく実質的には勝利に等しい。

　戌意はひとまず、部室へと向かうことにした。校舎から出て部室棟とうの一番端はしへと向かい、ドアの前に立つ。




　……うう。何度着ても、やっぱりちょっと恥はずかしいですね。これ……。

　……そお？　私は平気かも……。

　……華々蓮センパイはいいですよね……うう。




　会話に多少首を傾かしげなくもなかったが、戌意は勢いよくドアを開いた。




「──わ」

「──あら」




　少女の驚おどろきの声が揃う。どうやら、もなむとイミナは『幻想守殻ドレス』に着き替がえようとしていたらしい。戌意に言い訳があるとすれば、そもそも普ふ段だんはトレーニング場を使っているのだから、ここで着替えることなど滅めつ多たにないというあたりか。

　まあともかく、見てしまったものは仕方ない。

　戌意は謝罪しよう、とハッキリと二人の目を見て告げた。

「すまない。覗のぞくつもりはなかったんだ」

「ああ、ちょっと着替えたかっただけなので構いませんよぅ」

「……」

「うん、そう言ってくれると助かる」

「それより私、また成長しちゃいました。はぁ……やっぱり牛乳とシリアルが拙まずかったんでしょうか」

　もなむは嘆たん息そくし、ブラ越ごしに豊かな膨ふくらみを撫でる。

「あのー、あのあのあのー」

「……と言われても、あれを買ったのはもなむだろう」

「分かってますよぅ……」

「あの、すいません！　普ふ通つう！　こういうときって！　慌あわてて！　外に出てくれるものだと思うのですが！」

「ああ、それなら安心してくれ。刻導くんは貧乳だし、もなむは見慣れてる。特に問題はないと思う」

　我が心と行動に一片の曇くもりもない感じの、爽さわやかな笑え顔がおで戌意は宣言した。

「ギャーもう！　問題はわたくしの方にあるんです！　のんびりしてないで早く出て行ってくださーいッ!!」
















　イミナが真っ赤な顔で手元にあったタブレットを投とう擲てき、固い硬こう質しつプラスチックの角が戌意の脳天に直ちよく撃げきした。







　制服に着替え直した二人の前で、頭にたんこぶをつくった戌意はこほんと咳せき払ばらい一つ。もなむは相変わらずどこかダウナーな笑顔、そしてイミナは胸の前で拳こぶしを握にぎり締しめる。

「そ、それで……センパイ？　兄さ……生徒会長とのお話は、その、どう、でした？」

「よし、刻導くん。良いニュースともっと良いニュース、どちらから聞きたい？」

「え、あ、えっと……良いニュースの方を」

「良いニュースとは、我らが『拡張現実ＡＲ技術同好会』はあと三ヶ月間だけは、他のクラブと同等の扱いを受けるということ」

　わー、ともなむがぱちぱち手を叩たたいた。

「あと三ヶ月……？　あの、それを過ぎたらどうなるんですか？」

「それを過ぎたら解散だなあ」

「そっか、解散ですかー……………………ダメじゃないですか!?」

「そこに、もっと良いニュースがあるぞ。刻導くん」

「は、はい。もっと良いニュースとはっ」

　戌意は満面の笑えみでイミナに接近すると、両りよう肩かたを摑つかんで告げた。

「三ヶ月以内に、県内ベスト８の強豪校に勝利するのが部存続の条件だ。腕うでが鳴るよね？」

「わあいやった、県内ベスト８の強い高校に勝利するんですね！　…………待って下さい、センパイ。その、三ヶ月以内に……勝利？」

「うん、勝利。種目は当然、念願の『クインテット・ファンタズム』。嬉うれしい？」

　その言葉に、イミナが、ムンクの『叫さけび』のようなツラ構えになった。

「……えぇぇぇぇぇぇ!?　だ、だ、だってわたくしたち、まだ三人しかいないんですよ!?　三対五、しかもベスト８なんて!?」

「安心しろ。二人程度なら『ゴーストＡＩ』で代行できる」

　ゴーストＡＩとは、対戦人数が不足している場合の代打情報体インスタンスだ。『幻想守殻ドレス』と同じ材質で実体を作成しており、練習相手などにも使用可能。言うなれば対戦ゲームにおけるＣＰＵだが、如何いかんせん代打ということもあって雑魚よわい。

　金を掛かければ、それなりに複雑なＡＩを搭とう載さいした情報体インスタンスも召しよう喚かんできるが──高校生が部費で召喚できる情報体インスタンスと言えば、練習用の木偶でくの坊ぼうレベルだ。

「で、でも、だって、そんな、まだ早すぎ──」

「……イミナ」

「ひゃいっ!?」

　耳元で名前を囁ささやかれたせいだろうか、イミナが跳とび上がった。

「大丈夫だ。僕と君と、そしてもなむが居るなら戦える。……一つだけアドバイスするなら、〝負けてもいい〟」

　戌意の言葉に、イミナはきょとんとした表情で首を傾げた。

「え……でも、負けたら……部は解散なんですよね？」

「そうだよ。その上で、僕は敢あえて言う。〝負けてもいい〟……分かったね？」

「あ、はい。えと……まだ、分からないですけど。分かりたいと、思います」

「うん、今はそれでいいや」

　戌意はそう言って、イミナの頭を軽く撫でた。

「うぅ。子こ供ども扱あつかいしないでくださいよぅ」

「そうよ、戌意さん。女の子の頭は、そうそう簡単に撫でていいものじゃないのよ～」

　もなむがくつくつと笑いながら言う。

「……それもそうか」

　戌意はあっさりとイミナの頭から手を離はなした。すると、もなむが割り込むように戌意の前でしゃがみ込んだ。

「はい。代わりに私を撫でて下さいな」

「……たまに、もなむはよく理解わからないなあ」

　戌意はそう言いつつも、もなむの頭をやや乱暴に撫でた。もなむはひゃぁ、と嬉しそうに声を上げた。

「それで、戌意さん。当然、勝算はあるんですよね？」

　頭を撫でられつつ、もなむは問い掛けた。

「勝算はこれから作るよ。……まずは対戦校の選定からだ。しばらくの間、二人はトレーニング場で自主トレをして貰もらいたいんだけど、いいかな？　料金は心配しないでいい」

「いいわよ。イミナさんも、それでいい？」

「はい、分かりました！」

「一応、トレーニング用のプログラムは作っておいた。タブレットに送信しておくから、それに従ってやっておいて」

「はい！　……あの、センパイ」

　おずおずと、イミナが戌意に視線を合わせる。不安に満ちた瞳ひとみは、次に放つ言葉を戌意へ明めい瞭りように伝えていた。

「……センパイ、わたくしたちは勝てますか？」

　戌意は答える。

「君が勝ちたいと望むなら」

　イミナの不安は、見る見る内に消えていくようだった。







　──そして。一人部室に残った戌意は、深呼吸して旧友へ連れん絡らくを取ることにした。

「……まだ僕のことを覚えていてくれればいいけど」

　スマートフォンのアドレス帳を呼び出し、その中から一人を選せん択たくする。現在の時刻から考こう慮りよすると、練習か休きゆう憩けい中のどちらかのはずだが。

　少しだけ緊きん張ちようしながら、戌意は回線を繫つなぎ──。

《偽にせ者ものだあああああああああああああああああああああああああああああああ！》

　──言うべき言葉を忘れるほどの絶ぜつ叫きようだった。

「……開口一番、それはないだろう」

《噓うそつけっ！　な、汝なんじっ！　汝は偽者だ、絶対偽者だ！　でなければ夢だ！　悪い夢、いや良い夢か……？　と、ともかく汝は偽者であろう、切るぞ！》

　ギャンギャンと、台風のように叫ばれる。徐じよ々じよにその騒さわがしさに、郷きよう愁しゆうがこみ上げてくる──が、切られてしまっては堪たまったものではない。

「切るな！　僕だ、御津神戌意だ！」

《本当か……本当に、本物の、御津神戌意か？》

　ようやく冷静さを取り戻もどしてくれたのか、声は訝いぶかしむそれへと変わる。はぁ、と胸を撫で下ろして戌意は応じる。

「そうだって。それで、ちょっと頼たのみが──」

《本当に、本当に、本物の御津神戌意なら、以下の問いに答えられるはずだ！》

「へ？」

《問題。『パロディ放送局ＵＨＦ』で放送されたドラマＣＭは『コナン・ザ・図書館員ライブラリアン』とあと一つ、何？》

「ガンジーⅡ」

《問題。『13日の金曜日ＰＡＲＴ３』は他シリーズ作品と演出面で異なる点が一つある、それは何か？》

「３Ｄだった、だろ」

《ほ……本物だ！　こんな下らないことを当たり前のように答える馬ば鹿かは、まさしく御津神戌意だぁぁぁぁぁ！》

　パッ、と声が明るくなる。どうやら、ようやく本人であることを信じてくれたらしい。

「……認めてくれたようで何よりです」

《まあ、アドレス帳に登録してあるから本人で当たり前なんだが。わはははは》

「殴なぐりたい、チョキで」

《どうどう落ち着け、御津神戌意。……で、どうした？　世間話だったら切るぞ、当方は忙いそがしいのでな！》

「初っ端ぱなからクイズを出さなければ、横道に逸それることもなかったんだけど……。まあいいや、改めて久しぶりだね。天てん剛ごう摘つみ月つき」

　摘月、と呼ばれた少女は豪ごう快かいに笑う。

《うむ！　久方ぶりだ、御津神戌意！》

「そうだな。まず、最初に言っておくことがある」

　呼吸を整え、絶対に有り得ない──発することがない、と思っていた言葉を紡つむぎ出す。




「現役復帰するつもりだ」




　沈ちん黙もくが十秒続き、摘月は優しい感情を滲にじませて呟つぶやいた。

《……うん、そうか。おめでとう、本当に……おめでとう》

「ありがとう。それで、君たちの方の近きん況きようを聞かせて欲しい。三年以上、離れていたからな。引退した人間は、僕以外に居ないと思うけど」

《たちということは、摘月以外の連中もか？》

「うん。……君の言葉で聞く方が、第三者の情報よりも真実に近いだろうし」

《は、おだておってからに。まあ、いいか。魔人世代ヴイラン・エイジの状じよう況きようだな？　まずは摘月だが、今は碩せき陵りよう高校の世話になっておる》

　メモを取りつつ、戌意は尋たずねる。

「他にこの県に残っている人間は？」

《むぅ……。上位ランカー連中はほとんどが県外に出てしまったな。大体が強きよう豪ごう校のレギュラーだ。ああ、でも県内に一人残っているぞ》

「誰だれ？」

《──五い剣つるぎ煉れん寧ねい。狷けん介かい不ふ羈きの煉寧さ》

　その名を告げられたとき、戌意は刻ときが凍こおったような錯さつ覚かくを抱いだいた。あるいはその真逆、煮にえたぎるような憎ぞう悪おを。

　因いん縁ねん深き少年──〝絶ぜつ凍とう〟の五剣。

「……どの高校だ？」

《昨年一位通過した、私立二に泉せん丘おか高校》

「昨年はレギュラーじゃなかったのか？　名前が見当たらないが……」

《あそこは選手層が分厚いからと、まあもう一つ理由があってな。詳くわしくは語らない。それは汝が己おのれで向かい合うべき事こと柄がらだ。それから、他ほかの連中は──》

　摘月はその後、魔人世代ヴイラン・エイジの近況について一通り語ってくれた。

「……ありがとう、摘月。ついでにもう一つ」

《うむ。申してみよ》

「県内ベスト８エイト中、一番隙すきがある高校を教えてくれ。大物喰いジヤイアント・キリングしたい」

《たまに率直過ぎるよな、汝は！　ぐ、むぅ。隙、隙か……ああ、隙というか腹立たしい高校が一つあるな》

「どこ？」

《地区七位、私立鋼こう澤たく高校。〝裏技イカサマ〟使いの連中だ》

「……なるほど」

『ファンタズム』において〝裏技イカサマ〟とは、いわゆる違い反はん行こう為いを指す。システム上の穴を利用したり、あるいはもっと直接的に違い法ほうな武器を利用したり、だ。

　いずれにせよ、マナーとしては最悪だ。

《元々、『ファンタズム』はスポーツマンシップからは程遠い格かく闘とう技ぎだからな。しかし、かと言って逸いつ脱だつしては何にもならん》

「裏技イカサマを使う自分は賢かしこい、と思っているタイプかな？」

《他は知らんが、リーダーの方はそんな感じだ。ただ、それでも地区予選七位だから大したことはなかったんだが……。少し前に、スポンサーの圧力が掛かって、一人の少女を招しよう聘へいした》

「少女？」

《うむ。まあ、アイドルとして売り出したいのだろう。この摘月のようにな！》

　確かに『ファンタズム』においては、スポンサーなどが関わる分、少々きな臭くさい計算が行われることがある。どう見ても実力不足の女子がチームリーダーに祭り上げられて、アイドル的な人気を得ようとするとか。

　いずれにせよ、実力が不足している訳だからどうしようもない。

「女の子の名前は分からない……よね？」

《ああ、全く。インターミドルのランカーかもしれないが》

「……そうか。いや、ありがとう。参考になった」

《それで……そちらのチームはどんな感じなのだ？》

　声が潜ひそまる。別に伏ふせておいても良いが、ここまで情報を一方的に貰っておいて──そして、復帰を祝福してくれたのにそれではあまりに礼れい儀ぎ知しらず過ぎる。

「一応前置きしておくが、真実を述べるぞ」

《う、うむ》

「チームリーダーは僕、他は試合未経験者の新人ルーキーが二人」

《……ちょっと待て三人？　『クインテット・ファンタズム』を行うための人数も揃そろってないのか!?》

「そうだ。まあ、初戦はゴーストＡＩで何とかする」

《──ふざけているのか？》

　摘月の冷えた声は、真しん剣けんに『ファンタズム』と向き合っている証あかしだろう。戌意は負けず劣おとらず、滾たぎるような声で返す。

「ふざけてなどいない。摘月、僕がこの程度で諦あきらめると思っているのか。自棄やけになっているとでも思っているのか。僕たちは必ず勝つ」

　堂々と、厚こう顔がん無む恥ちにも断言する。三年以上の空白期間ブランクがありながら、なお御津神戌意はそう宣言する──摘月が、含ふくみ笑う。

《……ふんふふん！　それでこそ、それでこそお前だ！　懐なつかしき準々決勝、あれほどこの摘月を燃え滾らせた試合は後にも先にもない！　お前と、お前とまた戦えるのだな！　摘月は嬉うれしいぞ！》

「という訳で。今年のインターハイ、ぶつかったらよろしく。摘月」

《歓かん迎げいするぞ、御津神戌意》




　──天剛摘月、〝刃じん雷らい〟と呼こ称しようされる少女は呵か々か大笑して戌意の復帰を歓迎した。




　通信を切断し、戌意はほっと一息つく。とりあえず第一目標は定まった。鋼澤高校──彼らを打だ倒とうする。

　戌意は情報を集めるため、ひとまずネットに転がっているデータを探さぐることにした。

『ファンタズム』において（もっとも、これはあらゆる競技において言えることだが）、勝利を得るために重要な点は三つ存在する。

　一つ、選手プレイヤーの純じゆん粋すいな力量。二つ、資金。三つ、情報。力量は育成できる、資金はいざ実戦になれば関係はなくなる、問題は三つ目の情報だ。

　無論、力量で大きく上回っていれば資金も情報も必要ない。だが、拮きつ抗こうないし多少下回っている程度ならば、情報戦で勝利することで圧あつ倒とうできる可能性がある。

　弱点のない人間など存在しないのだから。

　昨年度の試合動画を調べて検討している内に、ふと思い立ってイミナともなむが汗あせを流している所とは別のトレーニング場へ向かうことにした。鋼澤高校に程近いトレーニング場なら、もしかすると何かしらの情報を得ることができるかもしれない。

　戌意は学校を出て鋼澤高校のある鳳ほう珠じゆ町行きのバスに乗り込んだ。
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　鋼はがねになれ、とは誰の言葉だったろう。

　偉い人じんの言葉だったか、武人の言葉だったか、身近な人間の言葉だったか、あるいは──自分自身に舞まい降おりた、天てん啓けいだったか。

　ともあれ、少女は鋼であろうと自分を戒いましめていた。

　喜びや悲しみは何もかもを固く閉じ込め、己を律して日々を過ごす。固く、硬かたく、ただ堅かたく。堅けん固ごな要よう塞さいと化した自分を、どこか薄うす気き味み悪わるく思いながらも戦いフアンタズムに全すべてを捧ささげた。

　過去は置き去りにして。

　辛つらい想い出は無かったことにして。

　現在いまを全てとして、少女は日々を浪ろう費ひする。鍛きたえれば鍛えるほど、勝てば勝つほどに、心の何処どこかに穿うがたれた孔あなに冷たい風が吹ふき抜ぬけてしまうのに。

　日を追うごとに強くなっている自分が理解わかる。なのに、どれだけ鍛えても自分があの背中に追いつく姿がイメージできない。

　……せめて、背中を預けられるような、頼もしい誰かがいればと思う。

　しかし生あい憎にくと、自分に仲間はいなかった。転校前は、『ファンタズム』に真剣に取り組んでいるのは自分以外にいなかった──お陰かげで嫌きらわれてはいなかったが、随ずい分ぶんと敬遠されたものだ。

　どうも彼らと彼女たちは『ファンタズム』をやりさえすれば良いと思っていたらしい。真剣に取り組まなければ、自死衝しよう動どうが抑おさえられるはずもないのに。

　スカウトされて転校した先もまた、最悪だった。評判は知っていたが、あそこまで堕だ落らくしているとは思わなかった。彼らが望むのは、戦うことではなく勝つことだ。

　……勝つことを望むのは当然だが、それを〝裏技イカサマ〟で勝とうという精神が理解できない。更さらに言うなら、あまりに勿もつ体たいない。

　中心となっているのは、リーダーだ。彼さえ卒業すれば何とかなるのではないか──と思うが、ＯＢとして権勢を振ふるう可能性も極めて高い。

　奨しよう学がく金は有り難がたいが、個人戦シングルに活路を見み出いだす以外にはないかもしれない。

　かつて自分が夢見た『ファンタズム』はこんな薄うすら寒い世界ではなかった。誰もが煌こう々こうと、星のように輝かがやく選手プレイヤーで。喜びを以もつて戦い、恐きよう怖ふを嚙かみ砕くだいて戦っていたはずだ。

　なのに、今の自分は仲間の〝裏技イカサマ〟を許容せざるを得ない。チームワークなどなく、勝手に戦って勝手に勝つ。しかも厄やつ介かいなことに、チームメイト同士ですら足を引っ張り合う可能性がある。

　実際、チームのリーダーである男は自分を激しく疎うとんでいる。確かに、彼らからすればスポンサーから「お前たちでは人気が得られない」と切り捨てられたも同然なのだが……。

　だからといって、自分を疎んだところで仕方ないだろうに。

　リーダーの粘ねん着ちやく質しつな視線を背中から受けると、どうしようもなく気分が悪い。あれは明らかに疚やましいことを考えている視線だ。それで、ここのところは部活動でのトレーニングは早々に切り上げて、私営のトレーニング場で自主的に鍛えることにしていた。

　レギュラーから落とすとリーダーに言われているが、別に構わない。どうせ目標は個人戦シングルなのだ。
















　鋼になるために。

　誰にも負けないように……そして、かつての全てを見返すために。




「あら。お疲つかれ様です。文ふみ橋はし様」

「昨日と同じ。三時間使用する」

「かしこまりました。では、カードを持ってロッカーへどうぞ」

　いつものように受付に向かい、更こう衣い室で着き替がえを終える。それから貴重品ロッカーに財さい布ふと小物を預けようとして──。

「……噓うそ」




　──彼女的には、まさしく運命の出会いを果たしたのだった。
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　御津神戌意は受付を済ませると、貴重品ロッカーに荷物を預けようとした。だが、暗証番号を設定してロッカーを開こうとしても、ガッチリとロックされていて扉とびらが開かない。

　はて、と首を捻ひねっていると傍かたわらで見ていたらしい少女が声を掛かけてきた。

　恐おそらく自分と同年代か、少し下と思おぼしき年ねん齢れいだ。髪かみは短め、切れ長の目は翡ひ翠すいのような輝きを放っている。

　ほっそりとした体つきだが、その立ち方には澱よどみがない。まるで人形のように綺き麗れいな佇たたずまいだった。ジムにいることからも当然『ファンタズム』の選手プレイヤーであることは察せられる。それも健康のためなどではなく、戦って勝つために鍛え上げている。

　イメージとして、一番近いのは日本刀だった。

「何か？」

「ああ、うん。いつも通ってるジムとタイプが違ちがうみたいで開かないんだ」

「……これは虹こう彩さい認証装置でロックを解除する最新式。ここに目を当てて」

　少女が戌意を装置の前に誘ゆう導どうした。言われるがままに装置に目を当てる。しばらくすると、ロッカーの扉が解除された。

「もう一度開くときは、ロッカーの番号を入力してから虹彩認証すればいい」

　やや冷れい淡たんな声で少女はそう言った。

「ありがとう、助かったよ」

　戌意の言葉に、少女がそっぽを向いた。

「別に」

　戌意はここにいても迷めい惑わくだろうと、荷物を預けてそそくさとトレーニングルームへと向かおうとして──服に奇き妙みような抵てい抗こうを感じた。

　振り返る。

「あ」

「あ……」

　驚おどろきの声はほぼ同時、少女が戌意の服をそっと摘つまんでいた。そんな行こう為いをした少女自身が、何故か驚いている。

「……えっと」

　少女は恥はずかしげに俯うつむいたっきりだ。指が微かすかに上下に動くところを見ると、離はなそうかどうか迷っているらしい。

「その……君の名前は？」

　戌意が問い質ただすと、彼女はこくんと頷うなずいて答えた。

「文橋。……文橋、津つ奈な戯ぎという。鋼澤高校の一年」

　鋼澤高校……っていうことは、もしかするとそうかもしれない。

「そうか。僕は御津神戌意。よろしく」

　その言葉に、津奈戯は深呼吸して──告げた。

「……知って、いる」

　──ああ、なるほど。

　津奈戯の言葉で、戌意は納なつ得とくした。どうやら、引退前の自分を知っているらしい。津奈戯は立ち去るでもなく、直立不動の状態でじっと戌意を見つめている。

　それを無視してトレーニングルームに行くほど、戌意も薄はく情じようではない。

「……少し、話そうか？」

　こくんと、津奈戯はもう一度頷いた。







「……現役復帰するなんて、驚いた」

「色々あってね」

　ジムに据すえ付けられている自じ動どう販はん売ばい機きの前でコーヒーを飲みながら、戌意は語った。

　津奈戯は表情こそ変化に乏とぼしいものの、何度も何度も頷くところからして熱心に聞いてくれているらしい。

　戌意もまた、『ファンタズム』の最新情報を津奈戯から幾いくつか聞いた。

「新規の『異界戦闘領域ビヨンド・バトルリージヨン』がそんなに増えてたのか」

「まだ攻こう略りやくが捗はかどってはいないフィールドもある。死者も何人か出ているらしい」

　異界戦闘領域ビヨンド・バトルリージヨンは、『ファンタズム』用に作成された拡張現実ＡＲスタジアムの一種である。だが平面のコートみたいに単純なものではない。

　崩ほう壊かいしたビルやジャングルを模したものや、中にはアーティストによって考案された異世界を再現したものもある。更に多くの場合、フィールドにはトラップなどのギミックが仕し掛かけられている。

　事故（と呼ぶべきかどうかは甚はなはだ疑問だが）による死者も少なくない。

　ひとしきりフィールドについての情報を戌意が聞いた後、ぽつりと津奈戯が呟つぶやいた。

「何故なぜ、復帰を？」

「……少し、見たいものがあってね」

「そう」

　素っ気ない言葉には、ほんの微かに喜色が混じっている。戌意には、そんな気がした。

「君は『ファンタズム』を開始して何年経たつ？」

「小学五年のときだから五年ほど。御津神様は三年ぶり……？」

「うん。あれ以来。……ところで、今〝様〟って言わなかった？」

「だって、先せん輩ぱいだから」

　淡たん々たんとした物言いや口くち振ぶりは、別に年下という訳ではなく、生来のものらしい。

「様はいいよ。せめて先輩あたりで」

「分かった。……先輩」

　どこか嬉うれしそうに頰ほおを染めて、津奈戯は頷いた。

「先輩。津奈戯は一つお願いしたいことがある」

「お願い？」

「こ、ここで知り合ったのも、奇き縁えんというもの。どうせなら、私のトレーニングに付き合って欲しい」

「別に構わないけど……さっきも言ったように、僕は引退していたからあまり参考にならないと思うよ」

「……なる。先輩が見ているなら、それだけで力になる」

　戌意に向ける視線からは、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいと憧あこがれが見て取れる。

「君は鋼澤高校のクラブに所属しているんだろう？　僕は別の高校なんだけど」

　戌意がそう告げると、さっと津奈戯の表情が硬かたくなった。

「一応は。でも、気にしなくていい」

「団体戦のレギュラーだったら、問題になるかもしれないし」

「レギュラーではない。だから大丈夫、全然大丈夫」

「そ、そうか」

　押しが強い。しかしレギュラーでないならば、情報深度はやや低いものになるかもしれない。とはいえ、最新の『ファンタズム』選手プレイヤーに触ふれられる絶好の機会だ。

「分かった。良かったら、是ぜ非ひ君の練習に参加させて欲しい」

「……!!」

　直立不動だった津奈戯が、びくんと痙けい攣れんした。それから勢いよく頭を下げる。

「よ、よろ、よろろろろしくお願いします！」

　戌意はそれを見て、現役時代の己おのれを思い出す──地味なプレイに終始していたので、覚えている人間など片手で数えるほどだろう、と思っていたが案外そうでもないらしい。

　少しだけ口元が緩ゆるむ──慌あわててそれを、手で押さえた。




　津奈戯に案内されて入ったトレーニングルームは広く、天てん井じようも高かった。オブジェクトの装置まであるようだ。これだけ天井が高ければ、空中戦の練習も可能だろう。戌意たちが普ふ段だん使用している場所とは雲うん泥でいの差がある。

　彼女は金銭に余よ裕ゆうがあるか、あるいは相当に『ファンタズム』に入れ込んでいるようだ。少なくとも、ただの遊びでこの部屋を借りることはない。

「凄すごいね」

「……そうでもない。たまたま」

　ジムで行えるトレーニングの一つに、情報体インスタンスとの疑似対戦がある。情報体インスタンスは剣けんを打たれれば防ぼう御ぎよし、何もされなければ攻こう撃げきするか間合いを取る。特とく殊しゆなスキルが一いつ切さいない、近接戦闘の訓練のためだけの木偶デクだ。

　戌意がそう言うと、

「……最近はそうでもない。三年前は本当に単純な動きしか出来なかったが、今は上級者相手でもそこそこ戦える」

　津奈戯はそう言って、己の『幻影穿装イマジネイル』を構えた。

「双剣？」

「……そう」

　津奈戯が『幻影穿装イマジネイル』を起動させる──翠すい緑りよくの色をした直刀が二本、顕けん現げんした。

「トレーニング・インスタンス。デュアル」

《情報体インスタンス、起動します》

　声に応じて、表情のない能面のような人型情報体インスタンスが二体、召しよう喚かんされた。ゴーストＡＩたちとは異なり、実体は存在しない。

　一体は槍やり、もう一体は彼女と同じ間合いの直刀。津奈戯はすぅ、と深呼吸すると──一気に踏ふみ込こみ、二人の背後に回り込むように宙を舞まった。

　着地と同時、わずかに遅おくれて反応した情報体インスタンスたちが振ふり向きざまに槍と刀を振るう。

　だが津奈戯は落ち着いて最初の一いち撃げきを捌さばくと、槍持ちの情報体インスタンスに接近した。慌てて間合いを取ろうとする槍持ちだが、津奈戯はそれを許さず一方的に攻撃を仕掛ける。

　となると、当然直刀持ちが動く。だが、津奈戯は槍持ちを〝軸じく〟に見立てて絶えず動き回る。直刀持ちの攻撃は、槍持ちが間に挟はさまって届かない。

「──ハッ!!」

　気合一いつ閃せん。槍持ちのＨＰヒツトポイントをゼロにすると、即そく座ざに直刀持ちへとターゲットを変へん更こう。直刀持ちに対しては休むことなく一いつ気き呵か成せいに追い込み、叩たたき潰つぶした。

　流りゆう麗れいさと豪ごう快かいさを併あわせ持つ戦闘スタイルは、三年前には無かったものだ。両方の長所をバランス良く取り入れた感じがする。

《インスタンス撃げき墜つい確かく認にん。お疲つかれ様でした》

「──どうだろう」

　淡々とした声で、津奈戯が戌意に問い掛かける。

「……間ま違ちがっていたら悪いけど、天剛摘月の武型フオームを参考にしていたりする？」

「肯こう定てい。あの人の戦闘スタイルは豪快で、見ていて気持ちがいいから」

「良く取り入れていると思う。お見事」

「……」

　こくんと頷いた津奈戯は、一いつ旦たん戌意に背を向ける。感動のあまり、肩かたが震ふるえていることには戌意も気がついてはいなかった。こほん、と咳せき払ばらいしてまた振り向いたときには、平然とした顔に戻もどっていた。

「先輩的には何かアドバイスなど、あるだろうか？」

　淡々と、でもどこか期待するかのように津奈戯は戌意を見つめている。

「む。……強しいて言うなら、今のは個人で戦うことに偏かたよった武型フオームかな。後方の援えん護ごを限りなく期待していない動き方というか。『クインテット・ファンタズム』を戦うなら、少し後方に気を配る必要があるかもしれない」

　その言葉に津奈戯の表情がわずかに翳かげった。

「あ、いや。気を悪くしたなら謝る──」

「……違ちがう。助言、ありがとう」

　津奈戯が微笑ほほえむ。以前、イミナも似た微笑みを浮うかべたことがある。少しだけ無理をして、背せ伸のびをしたような……痛々しい微笑みだ。

「じゃあ、僕の方もトレーニングがあるから」

「ありがとう。また、会える？」

　少し考えて、戌意は答えた。

「……たまになら」

　新人ルーキー二人の面めん倒どうを見なければならない以上、このトレーニングジムに毎日通える訳ではない。ただ、あの微笑みを浮かべるような人間は放ほうっておくと少しばかり寝ね覚ざめが悪い気がしてならない。

　もっとも、鋼澤高校の情報源……という点が見み逃のがせないのもまた確かだ。

　こんなことを考える自分に多少の嫌けん悪おはある。が、敗北したらそれまでだ。自分は再び枯かれ枝えだの生活に戻り、イミナは──想像しないようにする。

「私は、毎日ここで練習している。平日は放課後、休みの日は午前から夕方まで」

　要するにほぼ一日中、という訳だ。

「分かった。来たら連れん絡らく入れるよ。良かったら携けい帯たいの番号、教えてくれる？」

「……うん」

　津奈戯は少しだけ頰を染めて、軽く首しゆ肯こうした。

　戌意は番号を交こう換かんすると、部屋を退出した。

「ついていけるかなぁ」

　はふぅ、と嘆たん息そくする。彼女の戦闘スタイルは見事なものだった。速度と力を併せ持っているのに、絶ぜつ妙みようなバランスのせいで破は綻たんがない。

　まさにオールマイティ、全局面で通用するだろう。個人戦シングルなら、全国でも上位に食い込めるのではないだろうか。

「あれでレギュラーじゃないとか。意外と選手プレイヤー層は厚いのかもしれない」

　とはいえ、団体戦のレギュラーは割と情実人事がはびこりやすい。彼女の戦闘スタイルがチームワークを考こう慮りよしていないものであることも考えると、鋼澤高校でのレギュラーは難しいのかもしれない。




　これが文橋津奈戯との出会い。

　彼女こそが、刻導イミナにとって避さけられない運命さだめそのものだった。








Act.3 : ファイアスターター









　それからしばらくの間は、凪なぎのように穏おだやかな日々だった。穏やか、といってもそれは単純に突とつ発ぱつ的な出来事トラブルが何も起こらなかった、という意味だが。




　イミナのトレーニングと並行して、時間を作って文ふみ橋はし津つ奈な戯ぎにも会っていた。その度、予あらかじめ携帯に連絡を入れるのだが、毎回ほぼワンコール内に出るのが地味に気になった。

「当然。御み津つ神がみ先せん輩ぱいの言葉は全すべてにおいて優先される」

　胸を張る津奈戯が面おも白しろい。……そうしていると、益ます々ますもって彼女がレギュラーでないのが勿もつ体たいない、と思うが口には出せなかった。人には人の事情があり、何よりも──他校の人間に対して干かん渉しようできるほどの余裕は、今の戌いぬ意いにない。

　津奈戯は言う。

「──夢みたい」

「そう言ってくれるのはありがたいけど、インターミドルでも僕の武型フオームは地味と評判だったよ」

　御津神戌意の武型フオームは、決して敗北をせぬためのものだ。つまり足を引っ張らないためのものであり、メインとなるアタッカーを限りなく自由に動かすためのものだ。

「でも、インターミドル全国大会、準々決勝。あの御み志し那な中を相手取った一戦。あれで、ファンになった人も多いのでは？」

　その言葉に、ああ──と照てれ臭くさそうに戌意は笑う。既すでに大会最強選手プレイヤーとして名を馳はせていた天てん剛ごう摘つみ月つき率いる御志那中と、戌意ともう一人がメインアタッカーとして存在していた高たか溝みぞ中、開始早々に摘月がこちらの選手三人を葬ほうむり去るという絶体絶命の状じよう況きよう下かで、戌意はもう一人に摘月を任せて残り四人を引き受けた。

　四対一、遠えん距きよ離り近きん距きよ離りあらゆる場所から襲おそい掛かる攻撃を凌しのいで、食いつき続けた。

　そうこうする内に、摘月がこちらの選手プレイヤーに倒たおされて残り四人も一気に片付けた。御津神の名が世に知れ渡わたった、まさに伝説の一戦である。

　津奈戯は呟つぶやく。

「御津神先輩が復帰してくれて、本当に嬉うれしい。きっと……あの娘こも」

「どの娘？」

　ふとした質問に、津奈戯は悲ひ哀あいと憎ぞう悪おと郷きよう愁しゆうを混ぜたような──何とも言い難がたい奇き妙みような表情を浮かべた。

「昔……ずっと昔、友達だった娘。もう、消えてしまったけれど」

　死んだのだろうか。……いずれにせよ、踏み入って良い話でもなさそうだ、と戌意は頷うなずくだけに留とどめた。

「大丈夫だよ、先輩。もう済んだことだし……今は、幸せだから」

　津奈戯はそう言って、戌意の顔を見て幸せそうに綻ほころんだ。




　その一方、イミナたちのトレーニングも第二段階へと移行しつつあった。基き礎そ体力と基礎的な行動、一つの状じよう況きようへの迅じん速そくな対応。野球で言うならば、ただ投げてただ打っていた頃ころから、塁るいに出ているか出ていないか、相手のピッチャー、相手のバッター、守備の状況、得点の推移などでどう投げるか、どう打つかを思考して決定するような段階だ。

　となると、当然疲ひ労ろうは倍加する。体力だけではなく、頭を使いながら動かなければならないからだ。そんな日々がそれなりに続いた頃、戌意は決めた。

「……明日あしたは休み、ですか？」

　いつも通り、トレーニング場で汗あせを流した後のイミナたちに戌意は告げた。

「うん。刻こく導どうくんはそろそろ限界かな、と思って」

　一口にトレーニング、と言っても種類は様々だが──大別すると、二つに分けられる。己おのれの力を限界まで引き出すための、非科学的鍛たん錬れん法か適切な手段で己の肉体を鍛きたえる科学的な鍛錬法か。

　どちらも間違いではない、と戌意は思っている。科学的な鍛錬法では見えないものが非科学的な鍛錬で見えることがある。非科学的であるが故に非合理で、科学的な鍛錬法に打ち負ける。

　現実には科学的鍛錬法が正しいとされ、フィクションでは非科学的な鍛錬法がそれらしい、とされる。

　要は状況に適した訓練であるかどうかだ。イミナはまだ基礎段階だ、この状況で非科学的なトレーニングに意義は見み出いだせない。反復練習こそが、今のイミナにもっとも必要なものだ。だが、反復練習は精神を摩ま耗もうさせる。イミナは我が慢まん強づよい方だが、それでもそろそろ限界であることは見て取れた。

　よって、明日はイミナに休みを取らせることにした……強制的に。

「基礎的なスクワットその他も一いつ切さい休み。イメージトレーニングもダメ。ネガティブなこと一切を考えないで、ぼんやりしていればいい」

　イミナは当然の如ごとくふて腐くされる。

「せっかく思い通りに動けるようになったのですから、もう少し頑がん張ばりたいです」

　基礎訓練とはいえ、『重力操靴グラヴイシユテイ』でビルからビルへと跳とび移ったり落下を行ったりする訓練は己の全能感めいたものが解放されるせいか、癖くせになりやすい。イミナもこれに熱中していた。

「そういう時期が一番危険だからね。特に君みたいなタイプは」

　熱中しすぎて、己の体調不良に気付かないというタイプだ。彼女は致ち命めい的てきな状況になって、初めて自覚するというパターンが多い。

　しかも、物覚えが早い分忘れるのも早い。一週間経たって復帰したら前までやれていたことがすっかりやれなくなっていた、とか良く有る事態だ。更さらに練習の最中に事故を起こしてしまえば、トラウマになってどうしようもなくなるという最悪の展開も十分に有り得る。

　なので、問答無用で休日にさせると戌意は前から決めていた。

「難しいですよぅ。わたくしホラ、動かないと死んでしまう病ですし」

「ショッピングでも楽しめばいいじゃないか。映画だっていい」

「欲しいもの、ないです。……あ、でも部活に必要なものがあれば買ってきましょうか？」

「いや、それは僕が買いに行くよ」

　もなむがひょいと割り込んだ。

「私も行かなきゃです……？」

「もなむは寝ねてていい」

　もなむはやったー、と拳こぶしを掲かかげるとトレーニングルームの床ゆかでごろりと横になった。

　ちなみに、もなむはイミナと真逆のタイプだ。手を抜ぬきたくなったら遠えん慮りよなく抜くため、毎日訓練を続けても平気だが、その分成果が上がりにくい。……だが、もなむは基本的に知力体力といったステータスがほぼ全て平均を上回っている。

　イミナの成長についていけるのは、そういった基礎スペックの面で優位性があるためだろう。二人とも新人ルーキーとしては特Ａランクの素材といっていい。……それでも、さすがに半年足らずの練習での実戦は無理があるだろうが……その無理を押し通すのが、御津神戌意の役割だ。

「あの、だったらわたくしもついて行っていいですか？」

「買い物に？　手伝ってくれるなら、それに越こしたことはないかな」

「お任せ下さい！」

　どん、と胸を叩たたくイミナ。

「それじゃ、ええと……駅前の噴ふん水すいで朝十時に待ち合わせでいいかな？」

　イミナは同意すると、元気よく立ち上がった。

「はあい！　それでは、本日は失礼します！」

　軽快な足取りで立ち去っていくイミナを見送り、元気だなあと戌意は嘆たん息そくする。

「……あら。もしかしてこれ、デートだったりするのかしら」

「何だ、唐とう突とつに」

　ヘンなことを言い出した──と、戌意がもなむを見る。彼女は、頰ほおを膨ふくらませてあからさまな不満を表明していた。

「だって。休日に、待ち合わせして男女が出で掛かけるならデートでしょう？　……あ、何だか羨うらやましくなってきました」

「じゃあ、一いつ緒しよに行く？」

　戌意がそう言うと、もなむは呆あきれたというようにジト目で彼を見た。

「イミナさんがガッカリしますよ？」

「しないと思う。そもそも、彼女の方がもなむの言うような認にん識しきをしているかどうか疑わしい」

　彼女は今、『ファンタズム』が最も楽しい時期だろう。恋れん愛あいなどに心を裂さく余よ裕ゆうなど恐おそらく有りはしないに違ちがいない。

　戌意はそう確信しているのだが、もなむはやれやれとばかりに肩かたを竦すくめて言った。

「……ふぅ。戌意さんは、その辺りのところが曖あい昧まい模も糊この暗あん中ちゆう模も索さく、八はつ甲こう田だ山さんの雪中行軍ですね。ダメダメです」

「うん。言っていることがさっぱり分からないが、何となく悪し様に罵ののしられているという確信はあるぞ」

　戌意はもなむの両頰をぐねぐねもちもちと引っ張り上げた。柔やわらかい頰のため、際限なく伸のびていく。

「うぅぅ、やめてください……まあ、罵ったのは確かですけど……いたいいたい」

　飽あきるまで引っ張った戌意は、頰から手を離はなすと言った。

「ところでもなむ。そろそろ具体的にスキルを決めておきたいんだけど」

「あ、はい。基本的には破は壊かい系と召しよう喚かん系に添おうかなと。付ふ与よ系も押さえたいですけど、そこまで手が届かないかなって」

　もなむの目指す『女魔術師ウイツチ』は、遠えん距きよ離りでの射しや撃げき戦せん闘とうや情報体インスタンスを召喚することによる戦力強化、あるいは付与スキルによる後方支し援えんなどが主な役割となる。

「うん。破壊系がないと接近されたら終わりだし、召喚系がないとただでさえ少ない戦力なのに負担が大きい。前線支援が可能な情報体インスタンスがいいね」

「そうなると〝石兵ゴーレム〟がいいでしょうか？」

〝石兵ゴーレム〟は体長二メートル近くの戦せん闘とう用石像だ。攻こう守しゆ共に優すぐれている……のだが。

「ああ、〝石兵ゴーレム〟は基本的に止やめておいた方がいい。情報を当たってみたけど、三年前と変わらず、室内戦闘でない限りはあまり使い道が見出せない」

「どうしてです？」

「飛べないんだ。だから、ただの置物でしかなくなる。まあ、それならそれで別の使い道があるけれど」

　そう、〝石兵ゴーレム〟は初級魔術師が召喚できる情報体インスタンスにしては、攻守のバランスが取れていて、ついつい召喚したくなるが飛行ができず、動きも鈍重なために戦場で置いてけぼりを喰くらうことが多々ある。

　逆に屋内を想定とした戦闘だと、『魔術師ウオーロツク』を部屋に入れて、〝石兵ゴーレム〟を扉とびらに待機させることで、堅けん固ごな要よう塞さいを作り上げることが可能なのだ。〝石兵ゴーレム〟が持つ特とく殊しゆ能力《怪かい力りき》で、バリケードを作製することも可能。……要するに、基本的に屋内戦闘を主しゆ軸じくとする情報体インスタンスだ。

「でも〝石兵ゴーレム〟は守り役としては優ゆう秀しゆうのようですね。あ、戌意さん。結局、『女魔術師わたし』は公式試合で幾いくつのスキルを使用可能なんでしょうか？」

「ああ、それはポイント配分によって変化する。そうだね、敢あえて教えないようにしてきたけど、イミナはともかくもなむはそろそろ学んでおいた方がいいか……」

　戌意は一人頷き、解説用のデジタルウィンドウを宙空に召喚した。




「『ファンタズム』で肉体と同じくらい重要視されるのが幻想デジタル──即すなわち、拡張現実ＡＲだ。試合においては、一〇〇～二〇〇程度の『ポイント』が全選手プレイヤー平等に配分される。それを使って、基本である攻こう撃げき・防ぼう御ぎよ・速度……つまり、『幻影穿装イマジネイル』『幻想守殻ドレス』『重力操靴グラヴイシユテイ』にポイントを配分するんだ」

　武器にポイントを配分すれば、攻撃力がアップする。装甲アーマーに配分すれば防御力が、ブーツに配分すれば、速度や跳ちよう躍やく力へボーナスが与あたえられる。

「でも。ポイントはそれだけではなくて、幻想デジタルを使用した特殊能力にも配分できる。それがいわゆる『スキル』と呼ばれるものだ」

「なるほど。私は『女魔術師ウイツチ』だから……武器や装甲アーマーといった基本部分にポイントを多く配分する必要がない、という訳です？」

「です」

　察しが良くて助かる、と戌意は思った。それを感じ取ったのか、もなむがえっへん、と胸を張った。子供っぽい仕草は似合わないのだが、そのギャップのせいで余計に可愛かわいらしくなっている。こういうところに人気が集中するのかもな──と戌意は思った。

「一〇〇ポイント制における『女魔術師ウイツチ』の基本パラメータ配分は武器一〇、装甲アーマー一〇、ブーツ二〇程度でいいかな。残り六〇をスキルに使用する。スキルに使用するポイントは、取得に五ポイント必要。それで、更に上位ランクにするために最低五ポイントが必要になる。ただ、上位ランクにするためには色々と条件がある」

「条件？」

「一番多いのは使用回数かな。公式非公式問わないこともあれば、公式で何回使用せねばならない、と厳密に定められているものもある」

「ややこしいです……」

「もなむが最初に扱あつかう分の魔ま術じゆつスキルはほぼ使用回数だけだから、問題ないよ。それじゃ、ポイント配分を決めようか」

「はあい」

　戌意はもなむと話し合ったが、なかなかスキルが定まらない。イミナの戦闘スタイルはほぼ固定化しているが、戌意は基本的にオールマイティであり、二人のフォローを最優先に思考する。

　トレーニング場では時間が足りず、自宅へと戻もどってからも延々と話し合っていたがそれでも決着がつかず、各スキルの詳しよう細さいを一覧表にして明け方まで激論を闘たたかわせた結果──。







　イミナとの約束の時間へ間に合わせるため、全力疾しつ走そうする羽目に陥おちいっていた。

　息を切らしながら、駅前広場の噴水までひた走る。休みの日だというのに、服は前日から着たままという有様だ。

　既すでに携けい帯たい電でん話わで遅おくれる旨むねは伝えてあるので、ドラマチックな展開は起こりようがないが、それでも大おお幅はばに遅れた状態でのんびり歩くような無神経さはない。

　走って走って、全力で走って噴水に到とう着ちやく。周囲は、同じように待ち合わせをしている男女だらけだった。

　その中で、制服姿の戌意はどうやったって目立つ。チラチラと周囲の人間が見て、微かすかに笑っているのは気のせいではないだろう。ああ恥はずかしい、恥ずかしいが受け入れなければならない罰ばつだろう。




「────センパイ？」




　誰だれかが不安そうな声で、不安そうに呼び掛かけた。振ふり返った戌意は、思わず息を吞のむ。

　……トレーニング中のイミナは活動的で積極的な少女だった。だから、何となく私服もそういうスポーティなものを想像していた。

　だが違った。

　胸元にリボンをつけ、真っ白なフリルブラウスにピーコックブルーのジャンパースカート、優ゆう雅がな形状のフレアハット──と、普ふ段だんとは真っ向から異なるお嬢じよう様さま然とした服装だった。

「ああ、良かった～。遅ち刻こくは厳禁ですよ、もう」

　イミナの言葉にも戌意はああ、うんなどと生返事をする。不覚にも、戌意は見み蕩とれてしまっていた。

「……あ、あの。もしかして、この服ってヘンですか？」

「いや、別に」

　そんなことはない、と戌意は思う。

「ええ、でも。先ほどから、広場の皆みなさんにジロジロと見られているのですが……」

　照れたように、両手の指を絡からませる。戌意が思うに、それは単純に美少女に見蕩れているだけだろう。自分と同じように。
















「……大丈夫。良く似合ってるよ」

「ホントですか!?　いえーいヤッター！」

　喋しやべり出すと、途と端たんにいつものイミナ（ややテンション高め）に戻る。それが何故なぜだか、戌意にはほっとするものに感じられた。

「あー、でもセンパイ。制服ってのはどうなんでしょう。折角のデートで、わたくしの方は気合を入れたのに！」

「忘れそうになっているけど、『ファンタズム』の備品の買い物に来たんだよ」

　戌意もイミナの姿を見てうっかり休日に出会った目的を忘れるところだった。

「そう言えばそうでした。えへへ」

「それじゃ、まずは専門店を幾つか回ってみようか」

「はあい。行きましょっか、センパイ」

　歩き出した戌意の後ろを満面の笑えみで、イミナがそっと寄り添そっていく。

　良い休日になりそうだ、と戌意はぼんやり思った。







　駅前には『ファンタズム』の総合専門店が幾つかある。中には、一メーカーの一ブランドのみで構成された直営店もあるほどだ。

「という訳で、ここが海外ブランド『ミストレス』直営店」

　戌意が最初に向かったのは、レインワークスという企き業ぎようの『ファンタズム』ブランドである『ミストレス』だ。性能の割に廉れん価かで評判が高い。ただし、デザインには多少の難がある。

「わ、わ、わ。凄すごいですね、ここ。『幻影穿装イマジネイル』ってこんなにあるんですか？」

　ずらりと並んだ『幻影穿装イマジネイル』を見て、イミナがはしゃぐ。

「武器の数だけ、それに適した形の穿装ネイルがあるからね。刻導くんの使う『ブレイゼル』はやや大型の両手系穿装ネイルだから、ここのメーカーの方がいいかもしれない」

　店内はそれなりに賑にぎわっている。学生が多いのは、やはりここの安価さと性能の高さを考こう慮りよしてのことだろう。デザインは二の次だ。

「む、む、む、む、む……」

　イミナは真しん剣けんな表情で、『幻影穿装イマジネイル』を手にとってバランスを確かめている。

「少し大型過ぎるし、バランスも悪くない？」

「でも、フローレスエネルギーの放出距きよ離りがピッタリなんですよ」

　フローレスエネルギーの長さとは、要するに刀身に当たる。実はこれの調整は極めて難しく、基本的にはオンかオフかの二択たくであり、長さを微び妙みように調整することはできない。

　イミナが使用している『幻影穿装イマジネイル』は、どうやら本人が求める間合いとは若じやつ干かんズレているようだ。

「けど、実際に握にぎる柄えの方も重要だからね。刀身に重さがない分、摑つかみやすさは重要だし」

「そうなんですよね。薙刀なぎなた使ってた身としては、まだちょっと慣れません」

　剣けん道どう出身者が『ファンタズム』に移行したとき、この重さに戸と惑まどうことが多いらしい。刀身に重みがないと、斬ざん撃げきの威い力りよくが伝わりにくいとか。

　しばらくうんうんと唸うなっていたが、結論が出たらしい。

「『幻影穿装イマジネイル』はもう少し慎しん重ちように考えてみます」

「そうだね。……部費も少ないしね」

「……ですよねー……」

　二人してしょんぼりとする。続いて、戌意たちは『幻想守殻ドレス』を見ることにした。

　ふと思い立って、戌意はちょいちょいとぼんやりコーナーを眺ながめていたイミナを呼んだ。

「はあい、何でしょうか？」

「これをやってみようかと思って」

　戌意はそう言ってイミナを鏡の前に立たせて、備え付けの装置でスキャンした。

「はえ？」

　イミナがきょとんとして首を傾かしげる──が、鏡の向こう側の少女は微び動どうだにしない。

「あれ？　鏡が……あれ？」

「試着用のアプリ。ちょっと待って……」

　戌意がメニュー画面から、『幻想守殻ドレス』のラインナップを呼び出した。

　適当なものを選せん択たくする……と。

「あれ？　わたくしが着き替がえちゃった？」

　鏡の向こう側にいる刻導イミナが、『幻想守殻ドレス』を着ていた。いつも着ている華はなやかなものとは異なり、些いささか野暮ったいデザインである。

「じゃ、色々と試してみようか」

　戌意は次々とイミナの服を切り替かえていく。『幻想守殻ドレス』は基本構造が同じであれば、幾いくらでも拡張によるデザイン修正が可能なために、『幻影穿装イマジネイル』より遥はるかにバリエーションが多い。

「へえ。でも、見えないはずの素す肌はだを露ろ出しゆつさせてますけど？」

「違ちがう。素肌を露出させているんじゃなくて、素肌をデータで再現しているだけ」

「へえ、じゃあこれなんかどんなでしょう──」

「あ」

　イミナは自分で服を切り替えた途端、絶ぜつ叫きようした。

「なななな何ですかこれこの破は廉れん恥ちなのは!?」

　一言で言えば、白いマイクロビキニだった。

「露出系装そう甲こう着ぎエロ型。……しかし刻導くんは、本当に……いや何でもない」

「おい、しんみり言うのはやめろ下さい！　そこは流りゆう麗れいかつ先せん鋭えい的なボディと褒ほめ称たたえるべきです！」




　しばらく（イミナで）遊んだ戌意は、時計を見て言った。

「よし。次の店に行こう」

「……次はやらないでくださいね」

　イミナが睨にらむ──戌意の頭には、ちょっと痛々しい殴おう打だの跡あとが残っている。

「分かってる、分かってる。うん、やらないやらない」

「そのやたらと軽いノリが、何だかわたくしの不安を搔かき立てます……でも、センパイの意外な一面はちょっと新しん鮮せんですね」

　大通りを歩いていると、不意にイミナがそう呟つぶやいた。

「む。意外な一面……かな」

「そうですよぅ。わたくし、センパイはいつでも冷静沈ちん着ちやくな態度が売りだって思ってました。『ファンタズム』のときはそんな感じでしたよね」

「……そうだね。あのときは、僕が冷静でなきゃいけなかったから」

　──と、戌意は遠い記き憶おくに想おもいを馳はせようとして愕がく然ぜんとする。

　何時いつの間にか思い出さなくなっていたせいだろうか。過去の情景の何もかもが、曖あい昧まい模も糊ことした靄もやに包まれているようだった。

「どうしました？」

「いや……何でもない」

　忘れる訳にはいかないのに。その誓ちかいを破りつつある己おのれが、どうにも罪深い存在に思われる。

「……さ。参りましょう、センパイ」

　不意にイミナが戌意の前に立ち、手を摑んだ。にっこりと微笑ほほえんで、戌意を強ごう引いんに引っ張っていく。

　胸に宿った焦しよう燥そうが消えていく──それが正しいことなのか、過ちなのか。御津神戌意には、まだ分からなかった。

　──まだ。







　その後、戌意とイミナは備品を買い込んで物は試しと『ファンタズム』のブランドでも屈くつ指しのシェアとクオリティを誇ほこる専門店『ブラックフック』へと向かった。

「……黒こく導どう工業のブランドなんですね」

　イミナの呟きは、微かすかに硬かたかった。以前、黒導か？　と尋たずねたときにも少し反応を見せていたので、もしかすると関係者なのかもしれない。

「やめておく？」

　戌意の言葉にイミナは慌あわてて首を振った。

「い、いえいえ！　全然大丈夫です。さ、見ましょう！」

　店内は見てきた専門店の中ではトップクラスに広く、種類も豊富だった。

「あ。幻獣型情報体デジタルキメラがあります、センパイ」

　イミナがコーナーを指差した。そこには、下した敷じきほどの大きさのカードがずらりと並べられていた。それぞれに、情報体インスタンスの絵が描えがかれている。ペガサス、ドラゴンといったファンタジー系のモンスターから無骨な戦せん闘とう用ロボットまで。

「『ブラックフック』が一番得意としている分野だからね。テスト的に召しよう喚かんもできるけど、やってみる？」

「は、はい！」

　戌意たちは試用室の使用許可を店員から得ると、その内部に入った。端末コンソールから何を呼び出すかを指定する。

「じゃあ、まずは……王道かな」

　戌意が呼び出したのは、恐おそらく『ファンタズム』で召喚される情報体インスタンスでも世界中で屈指の人気を誇る、王道にして最強の幻げん獣じゆう──ドラゴンだった。

「わ…………わ…………」

　真っ白い部屋に突とつ如じよ出現した竜りゆうは、絶句するイミナを眺めるとふんと鼻で息をして猫ねこのように丸くなった。

　情報体インスタンスは銀星結晶マーキユリーサイトなどで肉体を構築しない限り、あくまで現実に出現した幻想デジタルデータでしかない。

　とはいえ、視覚に訴うつたえかける強きよう烈れつなまでのリアリティは、本当に存在しないことすら忘れさせるものだった。

「うわ……映像だと何度も見たことありますけど、実際に目の前に立たれると迫はく力りよくが違いますね……」

「これでもミドルサイズ。とあるランカーが召喚する『青せい龍りゆう』はもう一回り大きい」

「えっと。やっぱり戦う……んですよね」

　おずおずと尋ねるイミナに、戌意は笑って言った。

「戦うよ。ドラゴン類はほぼ前線に立つから、まあ頑がん張ばって！」

「わあい、澱よどみのない答えとスマイルありがとうございます！」

　そう言いつつ、おっかなびっくりとイミナはドラゴンに触ふれる。情報体インスタンスは人工衛星サテライトから送信されたデジタルデータに過ぎない。

　だが、戌意たちは触れることができる。というよりは『触しよつ覚かく』を知覚すると言うべきか。

　脳幹に発生したＤDigital受容体。本来存在しないはずのデジタルデータを五感で知覚できる、進化した人間たちの新たな体内器官が理由だ。

「……ヘンな感覚ですよね」

　触れている──が実体はない。もしドラゴンが炎ほのおを吐はけば、それは熱と痛みとなってイミナたちに伝わるが、その炎もやはり幻想デジタルに過ぎない。

　この世界の現実アナログと幻想デジタルはひたすら曖あい昧まいで、自分たちが生きているかどうかもあやふやだ。何しろ、デジタルですら生きている。このドラゴンは量産型だが、カスタマイズした特定の召喚師専用の幻獣となると一度死ねばデータが破損し、二度と蘇よみがえることはない。

　だからこそ、自分たちの世代は死を求め──『ファンタズム』で死を認にん識しきしたがるのかもしれない。




　様々な幻獣を見ていただけでも、時間はあっという間に過ぎていく。いつしか、空は暖かな色の夕焼け空に移り変わっていた。

「はあ、一いつ杯ぱい買っちゃいましたね」

「ま、どれもこれも必要なものだしね」

　備品の山を抱かかえているのは、イミナではなく戌意だ。さすがに今の彼女に荷物を持たせる訳にもいかない。イミナは自分で持つと言い張ったのだが、先せん輩ぱい権限でどうにかそれを押し切った。

　行き交う人々には、どう見えるだろう。カップルというよりは、もっと別の何かに見えるのではないだろうか──などと、戌意はぼんやり考える。

　そんなことを、ぼんやりと考える自分に驚おどろく。だが、決して悪い気分ではない。

　帰りの途と中ちゆう、イミナはふと思いついたように「近くに公園があるので、寄りませんか？」と戌意を誘さそった。戌意もこの後の予定がある訳でもなし、快かい諾だくする。

　公園は幼よう稚ち園えんから小学生数人がやっと遊べる程度の小ささだった。夕暮れということもあってか、人っ子一人いない。子供たちは十分に遊んで、もうとっくに帰っているのだろう。風に吹ふかれてなのか、あるいは子供が遊んだ名残なごりなのか、ブランコがキィキィと寂さびしげに啼ないていた。

　イミナは公園に入ると、子供のように軽く走って砂場に着地。くるりと戌意の方へと向き直り、大声で呼び掛かける。嬉うれしそうに、楽しそうに。

「センパイ！」

「うん。どうしたの？」

　少女は胸を手で押さえ、西日の眩まぶしさに目を細めながら言う。

「わたくし、今、凄すごく充じゆう実じつしています。毎日毎日、こうやって〝何か〟を考えるなんて、生まれて初めてかもしれません」

「……それは良かった」

「あの。実はわたくし、告白しなければいけないことがあります」

　沈ちん黙もく。何を言うつもりなのか、戌意には分からない。だから、待つ。

　だが、イミナは口をもごもごさせている。話しにくいことなのか、と戌意は思う。深呼吸を何度も繰くり返し、それからようやく戌意を見る。

「わたくしは──」

　そこまで言ったところで、不意にイミナの声が止まった。目が見開かれ、驚きよう愕がくを露あらわにする。

　戌意ではなく、戌意の背後にいる誰だれかを見つめているらしい。

　振ふり返る──。

「津奈戯？　奇き遇ぐうだね」

「私はこの公園の近くに住んでいますから。それより先輩の方こそ、こんなところで何を……………………!?」

　硬こう質しつの声には、驚愕の色が滲にじみ出ている。文橋津奈戯もまた、イミナを見つめていた。

「つな……ちゃん……」

　双そう方ほう絶句していたものの、動いたのはイミナが先だった。弾はじかれたように走り出し、津奈戯の下もとへと駆かけ寄る。

「つなちゃん！　わたくし、イミナです！　刻導イミナです！」

「イミナ……」

　津奈戯はまだ、茫ぼう然ぜんとした表情を浮うかべたままだ。

「つなちゃん！　わたくしも『ファンタズム』に参加したの！　つなちゃんと一緒！　それで、この人……この方、分かるでしょ？　御津神戌意センパイ！」

「や──」

　文橋津奈戯が、震ふるえ始める。端はたから見ていた戌意はすぐに気付いたが、イミナは興奮して気付かないようだ。

「あの、センパイ！　こちら、護もり山やま津奈戯といって──」




「やめろ!!」




　イミナが戌意に津奈戯を紹しよう介かいしようとしたとき、ようやく津奈戯が反応した。摑つかまれていた手を払はらい除のけて、一歩後退──睨にらみ据すえる。

「え、つな……ちゃん……？」

　イミナは手を払われたことへの衝しよう撃げきか、硬こう直ちよくしている。

　そしてようやく、津奈戯の表情に気付いたらしい。そこにあるのは、猛もう烈れつなまでの嫌けん悪お感かんと憎ぞう悪おだった。

　津奈戯が震えている──それは怒いかりに因よるものだ。イミナは戸と惑まどっている。憎悪と嫌悪という、あまりに強い感情をぶつけられているせいか。

　それとも自分イミナに憎悪をぶつけているのが、よりにもよってこの少女だからなのか。

「あ、あの。つなちゃん。転校したって聞いて、わたくし……」

「どうして……どうして此こ処こに居る？　御津神先輩と、一緒にいるのは……何故なぜ？」

「何故、って。その、わたくしは夜よ見み都と学園でセンパイと一緒に『ファンタズム』に参加して──」

「……!!」

　その言葉に、殴なぐりつけられたように津奈戯がよろめいた。

　戌意には事情は不明なものの、現状は理解出来ている。文橋津奈戯は、刻導イミナを憎悪している。

　しかし、それを感じ取れないのか、あるいは目を背そむけているのか。イミナは尚なおも、にこやかに話しかける。

「つなちゃんは、今、どうしてるの……？」

「──そう。そういうコトだったのか。理解できた。感謝する、刻導イミナ。鈍にぶっていた、本当に。世界は悪意に満ちている。そんな当たり前のことを──」

「つな、ちゃん」

　凍こごえるような瞳ひとみで、凍えるような声で、津奈戯は呪うたう。

「満足？　刻導イミナ。私から、何もかも奪うばって満足？　笑えばいい、いつものように。私を嘲笑えばいい。私は負けない、もう二度とお前に殺されたりなんかしない！」

「……え？」

　ここに至って、イミナもようやくそれを理解し始めたらしい。文橋津奈戯は、刻導イミナを憎にくんでいる、と。

「──奪われたっていい。私にも、手に入れたものがある」

　津奈戯の視線が、戌意に移る──久方ぶりに感じる悪意ではあるが、懐なつかしいとはさすがに思えない。

　怯ひるまず、ただ真っ直すぐ目を見返す。津奈戯はわずかに気け圧おされたものの、硬かたい声で戌意に尋たずねた。

「……夜見都学園、なんですね」

「ああ」

「つまり。先輩が私たちの対戦相手というコト？」

「そうなるかもね。すると、やはり君は──」

　津奈戯は軽く首しゆ肯こうした。

　戌意に挑いどみかかるように──言い放つ。

「私立鋼こう澤たく高校、『クインテット・ファンタズム』選手プレイヤー。一年、文橋津奈戯」

「……選手層がそんなに分厚いのかって不安になっていたので、安心したよ」

　そんなことを言う。津奈戯は不敵に笑う──それから、改めてイミナを睨む。

「刻導イミナ。お前の挑ちよう戦せんを受ける。もう私は、奪われる側じゃない。お前なんかに貶けなされる側じゃない。どんな卑ひ怯きような手を使われても、お前なんかには──絶対に、負けない」

　そこには、固い決意があった。

　そこには、絶対に崩くずせぬ壁かべがあった。

　そこには、あまりに深い溝みぞがあった。

「……つな、ちゃん」

「その名で私を呼ぶな！　友達の振りをして、私のことを笑っていた癖くせに！　私を見捨てた癖に！　私のことなんか、どうだって良かった癖に！」

　蒼そう白はくの表情で、イミナは首を横に振る。

「そんな……そんなこと、ない。だって、わたくしは……」

「親友ヅラなんて、吐き気がする。対戦したい？　いいよ、勝てると思ってる？　自分は絶対に負けないって思ってる？　そうね。刻導イミナならきっとそう。人生を舐なめたまま、勝てると思ってるんだろうね。……負けない。お前なんかに、絶対に」

　津奈戯はイミナに背を向ける。

　イミナは両りよう膝ひざを突つく──待って、と声に出そうとしたのか口を開く。

　だが、イミナの口から言葉が紡つむがれることはなかった。津奈戯は一いち瞥べつもせず、公園から立ち去っていく。

「……刻導くん」

　イミナは茫然としたまま、先ほどまで津奈戯が居た場所を見つめている。そうしていれば、戻もどってくるとでも思っているように。

「刻導くん。さあ、立つんだ。……イミナ、立て！」

　戌意は全すべての荷物を片手に無理矢理抱えると、もう一方の手で強ごう引いんにイミナを引っ張り上げた。

「あ、はい……」

　虚うつろな目で、イミナはようやく戌意を見た。マズいことになった、と戌意は内心の焦しよう燥そうを隠かくす。

「自宅まで送っていく。昨日言った通り、今日は何も考えずに休め。分かったね？」

「……はい、センパイ」

　イミナは首を縦に振る。イミナはいかにも精せい彩さいさの欠けた足取りで、ふらふらと歩き出していた。彼女の腕うでを握にぎり、ゆっくりと歩き出す。

　戌意はひとまず、沈黙を続けることにした。色々と尋ねたいのは山々だが、それは恐おそらくイミナの精神を更さらに深く抉えぐることになるだろう。

　……尋ねるべき人間は、彼女ではない。彼女をよく知る、もう一人の〝刻導〟だ。










「──送って頂き、本当に申し訳ない」

　深々と刻導零れい視しが一礼する。いや、こちらこそ──と戌意は頭を下げる。色々と、奇き妙みような状じよう況きようだった。

　まず、イミナが伝えた住所によって辿たどり着いたのは異常なまでに広い武ぶ家け屋や敷しきのような邸てい宅たくだった。相対した零視は、イミナを見た瞬しゆん間かんになるほどと頷うなずくと直ちに彼女を運ぶようにお手伝いらしき女性たちに命令した。

　彼女たちは有う無むを言わさずという様子で、イミナを抱かかえると運んでいった。

「少し話を聞かせて貰もらいたい」

「……実は、それは僕の方もだ」

　刻導零視と、御津神戌意の視線が錯さく綜そうした。




　──数分後。

　大まかな事情を語り終えた戌意は、零視に再度の謝礼と謝罪をされた。彼は自宅では和装がデフォルトらしい。家も今時珍めずらしい和風建築のせいか、若主人といった雰ふん囲い気きだ。

「……話を聞かせて欲しい」

　腕うで組ぐみした零視が首肯する。

「身内でない人間に聞かせる話ではない……と言いたいところだが、お前には恩がある。何しろ、今のイミナは恐らく一人で歩くこともできない。……送って貰わなければ、危険だったかもしれない」

「大体、聞かせる話じゃなくたって僕は調べるさ」

「そうだろうな。……俺の方も、お前については調べている。だから俺が何も言わなかったことを担保にして、妹のことについて第三者に言げん及きゆうしないように誓ちかってくれ」

「ああ、誓うよ」

　それで安心したのか、零視は一息つくと語り始めた。







「──結論から先に述べると、イミナは〝自死症候群アポトーシス・シンドローム〟に罹り患かんしている」

「……何？」

〝自死症候群アポトーシス・シンドローム〟……御津神戌意たちの世代が罹患する、一種の病気だ。発作的な自殺衝しよう動どう。自分でも抑おさえきれない、ふとした切っ掛かけで破は裂れつする自殺への誘ゆう惑わく。

　無論、自殺そのものは古来幾いくらでもあった事例だ。集団自殺、心中、絶望しての自殺……例を挙げれば切りがない。

　戌意たちの世代に特とく徴ちよう的なのは、ストッパーが存在しないことだ。

　家族が居ない、最後の砦とりでとなるべきものが存在しない。しないだけならまだしも、自分が愛されて生まれた訳でもないことを知っている。試験管で最適な相あい性しようだと勝手に判断された雄おすと雌めすが組み合わされて〝生産〟されたものだと。

　だが──。

「刻導くんには、親が居ないのか？　以前、父親が居ると──」

「居るが、居ない。イミナは、俺の父親が妾めかけに産ませた子だ」

「……平成の世界の話か？」

　このご時世に愛人など、一つ前の元号の物語のようだ。

「他所よそはともかく、この世界だけは未いまだ平成どころか昭和の世界だ。生まれた当初、俺は肉体的に頑がん強きようとは言い難がたくてな。まあ、軽く死にかけたことが二度三度ある」

　イメージできない、と戌意は思った。今の刻導零視は、格かく闘とう家かのように恵めぐまれた肉体だ。

「刻導家の血を絶やしてはならない……と、父は思ったらしい。それで、イミナの母親を金で買って子供を作った。まあ、いざというときの代理だな。ところが、生まれて二年も経たつと、俺の方はこの上なく頑がん丈じように成長していた」

「つまり、刻導くんは──」

「生まれてすぐに、居ない扱いになった。父親はイミナに対して関心を無くしてしまってな」

　戌意は呻うめく。それでは、まるで他ほかの人間と同じだ。親に見捨てられたどころか、存在することさえ理解しようとしない、生産の資源リソースとなっただけの連中と。

　……いや、目の前に居るのに関心を持たない方が、ある意味では残ざん酷こくか。

「イミナの味方はこの屋や敷しきの中で母親、ただ一人だった」

「生徒会長は？」

　湯飲みに注がれた茶を飲み、零視はかぶりを振ふった。

「……当時の俺に、今と同じ度量を求めないでくれ。あいつにとって、俺はさぞ恐ろしい兄だったろうよ。まあ、色々あったのさ。……色々な」

　それ以上語るつもりはないらしい。まあ、それは置いておく。

「それでも。母親が愛していたなら、自死症候群アポトーシス・シンドロームに陥おちいる可能性は少ないのでは……？」

　零視の表情が強こわ張ばる。湯飲みを静かに置こうとしているが、全身が震ふるえている。恐きよう怖ふではなく、怒いかりのようだ。

「俺もそう思っていたさ。……イミナの母親が、死ぬまではな」







　──確かに、不思議だったのだ。

　どことなく家の人間たちに避さけられている自分、完全に無視する父親、冷たい目でこちらを見る兄。

　ただ一人、母だけが自分を見てくれていた。幼い頃ころの想おもい出は、母と共にあったことばかりだ。




〝子供には真実を見通す目が備わっている〟




　何て欺ぎ瞞まんに満ちた言葉。子供が真実を見通し、噓うそを見み抜ぬけるはずがない。噓を見抜くには、経験が必要なのに。

　……噓を見抜けなかった。

　……残酷な真実を見抜けなかった。

　……母は、わたくしを愛してなどいなかった。







　零視は湯飲みに注がれた茶を睨にらみながら、その残酷な事実を語る。

「イミナの母親は、心底ろくでなしだった。この家の主あるじのように振る舞まうせいで、家政婦たちからも煙けむたがられていたからな」

「でも──」

　イミナを愛していたのだろう。

　イミナに対してだけは、真っ当だったのだろう。

　その淡あわい期待を、零視はあっさりと打ち砕くだいた。

「いいや、違ちがう。確かにそれなら、話はまだ誠実なものとして成立する。イミナの母親は、イミナを愛していたのではなく。イミナによって得られるはずのものを愛していた」

　それは例えばこの屋敷であり、この家の財産であり、この家の名めい誉よだった。







　母は病に倒たおれた。

　わたくしは本当に一いつ生しよう懸けん命めいに看病をした。数十年前とは段だん違ちがいなレベルで治ち療りよう法が確立したとはいえ、悪性の癌がんに対する術すべはまだ見当たらなかった。

　母はわたくしを罵ば倒とうした。

　わたくしは必死に耐たえ抜ぬいた。料理を顔に叩たたきつけられても、殴なぐられても、それは痛みのせいだと理解していたから。

　そうして、最さい期ごに。

　母はわたくしに、呪のろいの言葉を遺のこしていった。







「あの女は、献けん身しん的に看病を続けていたイミナに対して、洗いざらい真相をブチまけた。お前を可愛かわいがっていたのは、全すべて金の為ためだと」







〝どうして私が死ななきゃいけないのよ。どうしてお前が死なないのよ。役立たず！〟

〝嫌だ。死にたくない。こんな場所で終わりたくなんかない！〟

〝私のために死んでよ。そう、そうよ。脳移植よ。アンタの体を寄よ越こしなさい。散々可愛がってあげたでしょ!?〟

〝役立たず！　役立たず、役立たず、役立たず！　畜ちく生しよう、畜生……！〟




　──ああ、そうか。わたくしは、その為に生まれてきたんだ。

　──そして今、母が死ぬ。だからつまり、生きている価値はない。




「信じられるか？　母親の目の前で手首を切ろうとする娘むすめを、あの女は期待の面持ちで見つめていたんだぞ」

　戌意はぎり、と歯を食い縛しばる。

　埋まい葬そうされたであろう母親とやらを引っ張り出して、気の済むまで殴りつけたい衝動に駆かられる──どうにか、堪こらえた。

「……それで、〝自死症候群アポトーシス・シンドローム〟と診しん断だんされたのか」

「そうだ。薬の投とう与よと自殺防止用に拘こう束そく衣まで着せて。それからカウンセリングして、どうにか立ち直った。……少なくとも、外そと見みはそう思えた」

「ということは、違ったんですか？」

　戌意の言葉に、零視がきっと彼を睨んだ。

「立ち直ったのは、忌いま々いましいことにお前のお陰かげ……だと思う」

「僕？」

「イミナにも友人がいた。その友人がどうも、お前のファンだったらしくてな」

　戌意は即そく座ざに、一人の少女を思い浮うかべた。

　文橋津奈戯。……いや、イミナは彼女のことを護山津奈戯と呼んでいた。苗みよう字じが違うということは、一つの意味合いが導き出される。

「そのファンの影えい響きようで──」

「待ってくれ。今回、刻導くんが衝しよう撃げきを受けたのは多分その友人が原因だ」

「……何だと？」

　戌意が先ほど伏ふせた名前を改めて語る。文橋津奈戯──昔の名は、護山津奈戯。

「護山……護山か。聞いたことがある名だが……済まない、思い出せない」

「今、文橋津奈戯は鋼澤高校にいるらしい。どうにか調べられないか？　因いん縁ねんが分かれば、対策が出来るかもしれない」

「鋼澤というと、御津神君が対戦相手に指名した高校か」

「そう。このままじゃ、刻導くんは勝てない。というより勝つ勝たない以前に、試合に臨むこともできない」

「……俺としては、その方がいい」

「ダメだ。刻導くんは立ち上がらなきゃいけない。〝自死症候群アポトーシス・シンドローム〟というなら尚なお更さらだ。彼女に一生拘束衣を着せて、食事を三度与あたえ続けるならそりゃ自死は防げるだろうけど。それは生きていると言えるのか？　……まだ、チャンスはあるのに」

　戌意の正論に、零視はそれでも渋しぶい表情を浮かべる。

　何か事情があるのか、と戌意は考えるが──今は、それに拘こだわっている場合ではない。

「……俺は、イミナが最優先だ」

「それはそうだろう。僕だってそうだ」

「それが俺には分からん。なあ、御津神戌意。どうして、イミナのためにそこまでする？

　もし、もしイミナに不ふ埒らちな思いを抱いだいているならば……」

「な、ならばどうするんです？」

　零視がギロリと睨んだ。

「お前の素っ首を叩き落とし、コンクリートで固めて日本海に放ほう逐ちくする。ロシアに流れ着くといいな」

　戌意が思うに、零視の表情は割と真しん剣けんだった。

「違うよ。……刻導イミナには、才能がある」

「才能。『ファンタズム』の──つまり、人殺しの才能か？」

　零視の言葉に、今度は戌意が彼を睨み付ける番だった。

「人を殺すための才能じゃない。それは断じて違う、生徒会長。戦うための才能、見た者の心を奪うばうような、そんな綺き麗れいな戦いをする才能だ。人殺しとは隔かく絶ぜつした場所にある、貴重で稀き少しような才能だ。……人殺しとは、違う」

「……む、すまない。言葉が過ぎた」

　零視は謝罪した。

「一度刻導くん……イミナの練習風景を見てみるといいさ」

「分かった。近日中に、必ず時間を作る。……現状だとそうも言ってられないが」

　戌意もそれには同意する。

　そして互たがいが冷めた茶を啜すすっていた時である。

　不意にお手伝いの女性が慌あわてた様子で襖ふすまを開いて飛び込んできた。

「零視様。妹様が──」

「イミナがどうした!?」

「どうやら、いつのまにか出て行かれたようで……！」

　零視と戌意はほぼ同時に立ち上がった。零視は憤ふん懣まんやる方ない、という表情で女性に怒ど鳴なる。

「……すぐに敷地内を捜さがせ！」

「外に出て行ったのかな？」

「拙まずいぞ……この状じよう況きようでイミナが考えることなど、一つしかない！」

　イミナが〝自死症候群アポトーシス・シンドローム〟に罹かかっており、一人で外へ出て行ったとなると──確かに答えは一つしかない。

「心当たりのある場所を捜す。御津神戌意、お前は……」

「僕も僕で心当たりがある。見つけたら携けい帯たいで連れん絡らくする！」

「頼たのむ！」

　戌意と零視は、慌てて外へと飛び出した。

　先ほどまでの夕暮れは消えていて、すっかりと暗くなった世界はいやが上にも戌意の焦しよう燥そうを搔かき立てる。

　戌意にある心当たりは二つ。一つは先ほど津奈戯と出会った公園。もう一つは夜見都学園。さすがにこの状況で普ふ段だんトレーニングを行っているジムへ向かうとは考えられない。

　祈いのるような想おもいで、戌意は走り出した──。
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　刻導イミナは、ふらふらと夜の世界を歩き出す。

　虚うつろな瞳ひとみ、虚ろな表情は人形のようだ。〝自死症候群アポトーシス・シンドローム〟の特とく徴ちようは、深層心理に存在する激情の方が他の感情より優先されることにある。




〝嫌だ、死にたくない！〟




　そう何となく考えていても、腕うでは勝手に動いて死を選ぼうとする。四年前の、あの日もそうだった。

　母親に拒きよ絶ぜつされて、自分を愛している人間──必要としている人間が世界に一人もいないことを自覚した瞬しゆん間かん、心の中にあった固い〝何か〟が破は壊かいされた。一度破壊されたものは、泣いても喚わめいても戻もどらない。

　戻らないから、死ぬしかない。弱い人間、弱い娘と言いたければ言うがいい。

　自分にはもう、それしか方法が残されていないのだ。




〝違う！　そんなことはない！〟




　表の自分が、良い子ぶるのに腹が立つ。愛されてないことを、必要とされてないことを理解している癖くせに、それでも抗あらがおうとする。

　もう、死ぬしかないのに。




〝わたくしにはまだ、やるべきことがあります！〟




　そんなものはない。

　そんなものは必要ない。

　だからほら、もう疲つかれただろうから。ゆっくりと休もう、胎たい児じのように蹲うずくまって眠ねむり続けよう、永遠──永遠に、安息の刻ときを過ごそう。




〝まだ、未練があるの！　嫌いやだ……嫌だ！〟




　歩く。歩く。ぼんやりとしたまま校舎に忍しのび込み、ぼんやりとしたまま階段を上り、ぼんやりとしたまま屋上へと向かう。

　屋上の鍵かぎはないが、到とう達たつするための手段は知っている。屋上へと続いている階段の壁、その上方に小さな窓があり、そこから体を無理矢理入れれば忍び込めるのだ。

　そんな下らない知識を、無意識に溜ため込んでいた。いつか死ぬ、そのときのために。

　魂たましいが遊ゆう離りしているような感覚。イミナは屋上へと到達し、フェンスをよじ登っていく。がしゃがしゃと、フェンスが鳴る。音の五月蠅うるささは気にならない。

　フェンスの上に立つ。裸足はだしのせいか、バランスが取りやすい。いや、それとも……つい最近まで、よくこういう場所に立たされたせいだろうか。




〝あの日、気付いたらわたくしの親友がいなくなっていました〟

〝どこに行ったのか、全く分からずじまいで〟

〝また死にたくなって仕方がなかったときに──たった一つだけ、彼女を捜す手段があることを思い出しました〟

〝あの子とわたくしの共通点、結びつき、二人で熱中して語り合った大切な時間〟

〝世界の何処どこにいようとも、彼女ならばきっと捜し当ててくれるはず〟




　ああ、何て陳ちん腐ぷな夢。陳腐で、愚おろかで、独りよがりな夢。

　けれど、そんな夢に縋すがり付かなければ──生きていけなかった。

　生きたかった。

　生きたかった。

　本当に、生きていたかったのに。

　どうしてわたくしは、フェンスに両足を乗せているのだろう──。




　踏ふみ出したのは右足から。

　左足を踏み出す必要はなかった。バランスが崩ほう壊かいした刻導イミナの肉体は、全く自然の法則に従って、墜つい落らくする。




　──そして、法則に従うが刻導イミナの肉体ならば。

　法則に逆らうは、御津神戌意の肉体である。




「イミナァァァァァァァァァッ!!」

　有り得ない絶ぜつ叫きように、墜落するイミナの脳が混乱する。

「センパ、イ……!?」

　戌意の両足には、『重力操靴グラヴイシユテイ』が装着されていた。投身自殺を読み切っていたのか、それとも単なる直感か。いずれにせよ、戌意の判断は正しかった。

　墜落するはずのイミナの肉体が抱だき締しめられ、一いつ瞬しゆん浮ふ遊ゆうする。だが、この靴では二人分の重さに耐たえきることはできない。

　しかし、そこは簡単だ。戌意がイミナを抱き締めている以上、重力は彼の支配下にある。

　戌意は綺麗なフォームで回転、重力を反転させるとイミナを両りよう腕うでに抱かかえて落下──少女の悲鳴が上がる。

「ダ、メ……!!」

　ダメなはずがない。何しろ御津神戌意は、『ファンタズム』のベテランプレイヤーだ。

　この程度の事故は想定して、考こう慮りよして、どう対処するべきかなど脳と肉体が完全に理解している。

　地面に激げき突とつ寸前、再び戌意は回転。全すべての落下エネルギーを相そう殺さいさせ、踵かかとを軽く弾はじき合わせて、重力操作を切った。

　とん、と。四階建ての建物から落下したにしては、有り得ないほどの穏おだやかさで着地。まさに魔ま法ほうのような鮮あざやかさで、彼は刻導イミナを救出した。

「……え……あ……？」

　混乱するイミナを座らせ、戌意は彼女の両りよう肩かたを摑つかんだ。たちまち、イミナの目に涙なみだが浮うかび上がる──戌意は、無言で彼女の涙を拭ぬぐう。

「文橋津奈戯との友情を取り戻す手段がある」

　断言する。イミナの表情を虚ろにさせていた〝何か〟が一いつ瞬しゆんで霧む散さんする。

「……とり、もどす……？」

「ああ。だからその為ために『ファンタズム』に勝て。いいかい、イミナ。諦あきらめるな、諦めたら君は死ぬ」

　その言葉は、何より彼女の深い部分にあったものに響ひびいた。

　粉々に砕くだけ散ちった大切なもの、それがほんの少しだけ形を取り戻したかのように。

「『ファンタズム』で、つなちゃんと戦う……？」

「ああ、戦え。僕は君が全力で戦うために、全身全ぜん霊れいを尽つくす。いいか、他ほかならぬ僕が誓ちかうぞ。この御津神戌意が誇ほこりに賭かけて誓う」

「でも──」

　それでも。つなちゃんと戦うなんて。

「……戦うことで、見えてくるものが必ずある。無論、それがイミナにとって大切なものになるかどうかは分からない。ダメだったら、死んでいい。けれど、一度でいい。それを手にしてみろ」

　戦う。

　護山津奈戯──今は文橋津奈戯と、殺し合うということ。

　手が震ふるえる。過去の想おもい出が引き裂さかれているような感覚。普ふ通つうならば、拒絶して然しかるべき提案だ。

　なのに、なのに自分は今、その提案を正しいものと感じ取っている。

　言葉では、絶対に説得できないから。わずかな間だけど、自分が培つちかってきたものを見て貰もらいたいから。

「分かり、ました」

　瞳に、わずかながら炎ほのおが宿る。それは燻くすぶった小さな炎に過ぎない。けれど、その光はとても大切なものだと、戌意は知っている。

「……行こう。そして、戦おう。イミナ、大丈夫。僕がついている」

「……はい！」

　ようやく、刻導イミナが自分を取り戻した。目には生気があり、立ち上がってもふらつくことはない。二本の足で、ゆっくりと己おのれのペースで歩き出す。

　それを見て、戌意はほっと一息ついた。

　携帯で零視に無事を連絡する。ひとまず落ち着いたということも付け加えると、彼はほっとしたように礼を言った。

「だけど。生徒会長にとっては、ちょっとややこしい事態になったかもしれないよ」

《どういうコトだ？》

　戌意がそうなった経緯いきさつを解説する──零視は低く唸うなる。

《そうか。……いや、それで自死症候群アポトーシス・シンドロームが抑よく制せいされるなら構わない。お前とイミナのせいで、俺の方もやっと決心がついた》

「決心……？」

《何でもない。それから、先ほど鋼澤高校から練習試合の件の返答が届いた》

「ああ、大丈夫だった？」

《試合については受じゆ諾だくしたが、一つだけ問題がある》

「問題？」

《実は────》

　零視が告げた条件は、なるほど大問題だった。だが、この機会を逃のがせば試合は不可能だと明言されているらしい。

「……いや、どうにかしてギリギリで間に合わせてみせる」

《そうか、済まない。だが『クインテット・ファンタズム』は五人で戦う競技だろう？　お前と、イミナと、華か々か蓮れんもなむ。残り二人はどうする気だ？》

「今のところはゴーストＡＩで間に合わせるつもりだ」

《……勝てるのか？》

「勝つ。……勝てないにしても、イミナの道は必ず切り開いてみせる」

《……分かった。ありがとう。刻導イミナの兄として、礼を言う》

「別にいいさ」

　通話を切断し、御津神戌意はイミナを送るために歩き出す。

　通話を切断し、刻導零視は──空を見て、覚かく悟ごを決める。遅おそかれ早かれ、決断せねばならないことだった。

　難しい案件だったが、御津神戌意のお陰かげで踏ん切りがついた。

「よし」

　戦おう、と零視は誓った。イミナは可愛かわいい妹だった。そのことに気付かず、理解せず、親の態度を踏とう襲しゆうしていたが為に、彼女を危うく死に追いやるところだった。

　だから、戦わなければ──ダメなのだろう。

　六月にしては冷ややかな風が吹ふくと、汗あせばんだ手が凍こごえていく。それでも、それでも零視は拳こぶしを握にぎる道を選んだのだ。








Act.4 : ヤナルタシュ









　──炎は燃え続ける、人のように。







　翌々日の話である。

「良いニュースと悪いニュースがありまーす」

「あら、何でしょう？」

　のほほんとしたもなむと、さすがにまだ沈しずみがちなイミナを前にして戌いぬ意いはそう告げた。

「良いニュースとは、対戦が決定したということ。鋼こう澤たく高校、昨年の地区七位だね」

「うーん、あまり良いニュースじゃないのではないかしら。私、まだ素人しろうとですよ」

　もなむが難しい表情で言う。イミナがおずおずと手を掲かかげて、尋たずねた。

「……センパイ。あの、つなちゃん……いえ、文ふみ橋はし津つ奈な戯ぎも出てきますよね？」

「ああ。津奈戯はいわゆる軽戦士ライトフアイター、最前線で突とつ入にゆうするアタッカーだ。つまり、間ま違ちがいなくイミナと真っ向からぶつかることになる」

「……はい」

「だから、イミナには徹てつ底ていして津奈戯とどう戦うべきかを教える。何しろ、時間がない」

「あら？　三ヶ月後という話じゃないの？」

　もなむは戌意の実力をよく理解している。彼なら、三ヶ月もあれば対策を完かん了りようさせて余りあるだろう。

「そちらが悪いニュースだ。試合は一週間後ということになった」

「はあ、一週間後…………一週間ですか!?」

「あらまあ。それは急な話ですね」

　確かにその通り。せめて、一ヶ月あればと思ったが先方の予定も詰つまっているらしい。

　だが、ともかく試合をして貰えるだけでも御おんの字だろう。

「……これから一週間は死ぬ程キツいかもしれないが、二人とも我が慢まんして欲しい」

「あ。わたくしは大丈夫です、半はん端ぱに時間が余ると……また、ヘンなことを考えてしまいそうですし。ひたすら鍛きたえられる方が、今はいいです」

「睡すい眠みん時間があるなら。私はそれでいいですよぅ」

　戌意はしばらく考えて、二人に対戦校の詳しよう細さいデータは渡わたさないことに決めた。今は余計な思考をするよりも、ある一定の状じよう況きよう下かで少しでも反射的に行動できるよう鍛え上げた方がいい。

　兵士に喩たとえるならば、敵を目視したら銃じゆうの銃爪ひきがねを躊ちゆう躇ちよせずに引く。それが出来てから、対策を考えることができる。

　だが一週間しかない。ならば、彼らへの対策は自分が一人で行うだけだ。

「よし、イミナにはまずゴーストＡＩ相手に何度も対戦して貰って、とにかく近接戦せん闘とうと空中戦に慣れて貰う。もなむは、僕が指定したスキルを即そく座ざに使用することができるよう特訓」

　これだけ悪条件が揃そろっていては、笑うしかない。それでも、イミナともなむは戌意が正しいことを信じている。戌意が勝たせようとしていると、信じている。

　信じられている以上、戌意は本気で勝利するつもりだった。
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　私立鋼澤高校。夜よ見み都と学園には及およばぬものの、それなりに多い生徒を抱えている、県内でも有数のマンモス校である。

　部活動にも力を入れており、野球部などは甲こう子し園えんの常連校であるが──近年、急速に人気を高めた幻想闘技デジタル・アーツ『ファンタズム』に関しては、他の二に泉せん丘おか高校などと比ひ較かくして、一歩出で遅おくれていた。

　県内ベスト８エイトは、それなりに立派な成績だが投じた費用を考こう慮りよするともう少し良い順位が欲しい。せめて、地区予選突とつ破ぱする程度に。

　そんなことを始終せっつかれていたせいだろうか、いつしか鋼澤のファンタズムクラブには、勝利至上主義が蔓まん延えんしていた。

　戦うことではなく、勝つことのみを優先する──そして、部長である八や巻まき鉄てつ兵ぺいは間違いなく、その点では群を抜ぬいていた。

　勝つことが好きで、負けることは大だい嫌きらいで。卑ひ怯きような手段を恥はじとも思わない。欲よくがあまりに深すぎて、自身ですら制せい御ぎよしきれない。

　弱小校──どころか、新設したばかりのクラブとの対戦を承しよう諾だくしたのも、勝ちたかったからだ。

　だが、ここに来て一つの問題が生じた。自分が支配するクラブに紛まぎれ込んだ異分子、文橋津奈戯という少女である。

　元々、彼女はクラブにおけるブランドスポンサー──つまり、クラブに無料でファンタズムに必要な道具類を提供する代わりに、自分たちが勝利することで宣伝を担う契けい約やくを交わしたブランド、『ワルキューレ』からテコ入れで送り込まれた選手プレイヤーだった。

　何しろ、彼らの戦いには「華はな」がない。鑑かん賞しようした人間が、自分たちもこの道具を使って戦いたい、と思えるほどの華か麗れいなものでなければ、スポンサーとしても意味がないのだ。

　そういう意味でいうと、文橋津奈戯はまさに理想的だった。

　見み目め麗うるわしい美少女であり、双そう剣けんの腕うでは流りゆう麗れいにして鋭するどく、誰だれもが憧あこがれを抱いだくであろう戦いくさ乙女おとめの名に相応ふさわしい。

「忌いま々いましい女だ」

　男が女と拮きつ抗こうする力を持つだけでも、八巻鉄兵には許し難がたい。まして、少女が自分に靡なびかないとなれば尚なお更さらだ。

　そんな折、突とつ然ぜん彼女から頼たのみ事をされた。




「練習試合に出させて欲しい、だぁ？」

　八巻鉄兵は、大おお柄がらな男である。子供の頃ころから大柄で、そして生まれ付いて恵めぐまれた体力であらゆることを暴力で押し通してきた。

　風ふう貌ぼうもそれに伴ともない凶きよう悪あく化しており、暴力団からスカウトが来る程だった。実際、それを快かい諾だくした彼は、自身の試合に金を賭かけることでアガリを得ている。卒業すれば、高校で培ったコネクションを活かして何かもっと凄すごいことができるかもしれない。

　……ともあれ、八巻鉄兵は己おのれが悪人であることを自覚し、その癖くせ直すことはなかった。

　世の中は、そういうものが勝つと認にん識しきしているが故か。

「そうだ。一週間後の夜見都学園との練習試合。私が出る」

　八巻鉄兵の中で、何かが敏びん感かんに反応する。

「断る。練習試合のレギュラーは俺が決められるんだぜ。だけどまあ、どうしてもって言うんなら、口を利きいてやらないでもない」

「条件は？」

「話が早くて助かるねぇ。さて……」

　八巻鉄兵は思考する。どうやら、是ぜが非ひでも練習試合に参加したいらしい。別段それは構わない。公式戦のように金銭を賭けるならともかくとして、練習試合でそこまで本気になる必要はない。

「そうだな。……次のインターハイ個人戦シングル、俺が『負けろ』と言ったヤツに負けろ。できるか？」

「……！」

　せせら笑う八巻鉄兵を睨にらみ付ける──が、津奈戯はわずかな迷いを振ふり捨てて頷うなずいた。

「お前の指示があれば。そこで負けるようにする」

「……へえ。それならいいや、次のスタメンに入れておく」

「分かった」

　話は済んだとばかりに、津奈戯は彼から背を向けて立ち去ろうとする。

「──それにしても。何でそこまで拘こだわるんだ？」

「……殺したい人間がいるから」

　へぇ、と八巻鉄兵は気の抜けた返答をする。この時代、人命尊重など誰もまるで気に留めていない。文橋津奈戯のようなタイプがそういう答えを出すとは意外だが、まあ事情があるということだろう。

「それから一つ。……夜見都学園には、インターミドルの元ランカーがいる。三年前に引退してからの復帰だが、気を付けるといい」

「はあ、三年前に引退したランカー？　ふぅん、復帰戦って訳か。ま、所しよ詮せんロートルだろう？」

　津奈戯が振り返る──薄うすい笑い。

「そうだといいな、全く」

　それで取引は終わった。八巻鉄兵は油断なく、スマートフォンの録音を確かく認にんする。

　これで文橋津奈戯は自分の奴ど隷れいだ。八や百お長ちようを積極的に認めたという事実がある限り、彼女は自分に逆らえない。これぞ人生経験の差というやつだ。

「世の中、賢かしこく生きなきゃな」

　八巻鉄兵はせせら笑う。
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　──一週間は、瞬またたく間に過ぎていった。

　鋼澤高校から試合場所として指定されたのはトレーニングジムではなく、夜よ見み都と市における廃はい墟きよを流用した闘とう技ぎ区画だった。

「話には聞いていたけど、とんでもないところでやるんですね」

　もなむがはぁ、と溜ため息いきをつく。闘技区画の中央には倒とう壊かいしかけの巨きよ大だいなビルが鎮ちん座ざしていて、立体交差した高速道路がその周囲を取り囲んでいた。

　元々は中央にあるビルが複合アミューズメント施し設せつとショッピングモールを兼かねたものとなるはずだったのだが、開発途と中ちゆうで建設会社が破は綻たん、計画は頓とん挫ざしたのだとか。

　それを買い取ったのが『ファンタズム』普ふ及きゆうを目的とするメーカーで結成された日本ファンタズム協会（ＪＰＡ）である。

「……」

　イミナの顔色はあまり良いとは言えない。それは、この一週間の徹てつ底てい的てきなトレーニングのせいでもあるが、やはり大部分はとうとう文橋津奈戯と対決するに至ったからだろう。

「イミナ」

　戌意がぽん、と肩かたを叩たたく。振り返ったイミナは少年の顔を見て、わずかに安あん堵どする。

「は、はい」

「昔……といっても、そんなに昔じゃないけれど。僕がしたアドバイスを覚えてる？」

「アドバイス……ですか？」

　首を傾かしげて、イミナは答える。

「その、いっぱいありすぎて……も、もちろん、一つ一つちゃんと覚えていますけど！」

「ああ、それもそうか。いいかい、イミナ？　君は、負けてもいい」

「え……？」

　驚おどろきでイミナが目を見開く。戌意は笑い、彼女の頭に手をやる。

「後はもう、何も言うことはない。頑がん張ばれ、イミナ。僕たちも頑張る。それから──」

　戌意は後ろを振り返る。どうやら、到とう着ちやくしたようだ。

「……君の、お兄さんも頑張ってくれるらしい」

「ふえ!?」

　大きな荷物を背負って、つかつかと歩いてやってきたのは──。

「イミナさんの、お兄さん？」

「兄さん……え、あれ、うえ？　どうしてここに？」

「どうしても何も。……練習試合の助っ人とに来ただけだ」

　夜見都学園生徒会長、刻こく導どう零れい視しである。

「ルールと、自分の役割は把は握あくできました？」

　戌意の言葉に、零視は頷いた。

「大まかにはな。何、俺の役割は単純明快だから問題ない。要するに、目の前の敵を殴なぐり倒たおせばいいのだろう」

「まあ、一応顔面への攻こう撃げきは禁止されてますけど……」

「に、に、に、兄さん！　どういうことですか何してるんですか答えてよぅ!?」

　イミナが零視の肩を摑つかみ、がくがくと揺ゆさぶった。

「な、何だイミナ」

「何だはこちらの台詞せりふです！　いきなり現れて何言ってるの!?」

「……お前たちの『ファンタズム』の練習試合に参加するつもりで来たのだが」

「へ？　試合に参加する……の？　いや、どうして？　練習？　あれ？　うにゃ？　うにゃにゃにゃにゃ!?」

　あたふたと慌あわてるイミナを落ち着かせるように、零視は両りよう肩かたを摑んで告げる。

「……勘かん違ちがいするなよ。お前が『ファンタズム』で戦うことを認めた訳ではない！」

　その言葉に、一同が沈ちん黙もくする──もなむが、ぼそりと呟つぶやく。

「え、今いま更さら？」

「い、今更とか言うな！　ともかく！　俺は決して認めた訳ではない！　訳ではないが！　お前にとって大切な何かが懸かかっているなら……今回だけは力を貸してやる」

　照れたように、零視がそっぽを向いた。

　しばし茫ぼう然ぜんとしていたイミナが、見る見る内に目を潤うるませる。

「あり……ありがとう、ありがとう、兄さん……」

「ええい、泣くな馬ば鹿か者もの。まだ泣くような状じよう況きようではない。最悪だったのが、少しばかりマシになっただけだ。結局のところ、お前が戦うことには変わりないんだからな！」

　イミナが笑い、ぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

「そうだね、兄さん。……わたくし、頑張ります」

「……死ぬなよ。俺にとっては、それだけでいい」

　こほん、と零視は咳せき払ばらいして戌意に尋たずねる。

「それで。対戦相手には挨あい拶さつしなくていいのか？」

「フィールドが広いから、挨拶は映像越ごしになります。……そろそろ〝召しよう喚かん〟されるかな」




　戌意の言葉に何が召喚されるのか、と尋ねようとした一同だが──時報のような電子音に、思わず言葉を止めた。




《おやおや。名前を確認したときはまさかまさかと思いましたが──》




　そんな声が、天空から響ひびき渡わたる。反射的に空を見上げたイミナは息を吞のんだ。

　煌こう々こうとその身を輝かがやかせながら、天使が降り立つ。

「……情報体インスタンスか」

　零視の呟き。『ファンタズム』の試合を審判ジヤツジするのは人間ではない。この試合場全すべてを統とう括かつする情報体インスタンスがいる。人数制限を解除されているため、全国の試合で情報体インスタンスは共通の存在である。

　現在、審判ジヤツジとして認められているのは三体。

　今、降臨してきたのはその中の一体だろう。

「……む。クロトか」

　戌意が渋しぶい表情で呟く。

《む、とはご挨拶ですねぇ。お久しぶりです、御み津つ神がみ選手♪　元気に死んでましたか？》

　軽い声でそう言うと、少女型の情報体インスタンスが戌意たちの前に降り立った。

　華はなやかなエメラルドグリーンの髪かみは腰こしまで伸のびており、動くたびにふわふわと揺れる。

　素す肌はだは子供のようにつるりと光っていて、赤い瞳ひとみは興味深げに戌意に向けられている。ミニスカートにノースリーブのジャケット、天てん秤びんのような形状をしたバレッタが妙みように目を惹ひく。

《お久しぶりです、三年ぶりですね。いやあ、その節はどうもどうも》

　ニコニコと微笑ほほえんで、戌意の前に立つ。……情報体インスタンスとはいえ、気安いのではないか、と何となくイミナは思った。

「君が審判ジヤツジとは──」

《心強いですか!?》

「いや、荒あれるなと」

《フカーッ！　公平無私という四字熟語こそがこのクロトに相応ふさわしいというに！》

「……それより、初対面の皆みなに自己紹しよう介かいしてくれ」

　顔をアップで近付けるクロトを両手で塞ふさぎつつ、戌意は言った。クロトはしょうがないなぁ照れ屋さん、と呟くとくるくる回転しながら面食らい中の三人に挨拶した。

《おっと失礼。それでは皆みな様さま、お初でーす！　当方、美少女アイドル型情報体インスタンス『クロト』と申しまあす。今回の練習試合における公式審判として召喚されました。わたしが召喚されたからには、練習試合とはいえきちんと記録されますので無様に敗北したら全世界規模で赤っ恥ぱじですよぅ！》

「……ただ一敗したという記録が残るだけだから、気にしないように」

　戌意が念のため、というように言葉を継ぐ。

《それでは皆様、まずはお化け粧しよう直なおしをば。戦士たるに相応しいフォーマル＆スタイリッシュな格好スタイルで！》




　クロトに見送られ、戌意たちはひとまず着き替がえを済ませることにした。

　当然のように、男女は別である。

「ところで御津神君」

「ああ。何でしょう」

「……あの靴くつは、結局使えなかったんだが」

　あの靴、とは当然『ファンタズム』に必ひつ須すと言われる『重力操靴グラヴイシユテイ』だ。重力を操作し、広大な領域を駆かけ抜ぬけるのが『ファンタズム』にとって必須とも言える装備品であるが……。

「一週間であれをマスターするのは難しいですし、仕方ないですよ。それに、会長には既すでにお伝えした通りに戦って貰もらいますから」

「……勝てるのか？」

「勝ちます」

　零視の問い掛かけに、戌意は何の気負いもなく答えた。そのさらりとした、あまりに自然な発言は──実に頼たのもしいと思う。

　今この時だけは己おのれが生徒会長であることを忘れ、彼の指示に従おうと零視は誓ちかった。







　──『幻想守殻ドレス』を纏まとう。

　軽く、そして凄すさまじい物理衝しよう撃げきに耐たえ得る防具は同時に幻想デジタルに耐え得る構造つくりになっている。とはいえ、それはあくまで〝ある程度〟というレベルだ。

　もしかすると、死ぬかもしれない。

　──パーツを一つ一つ、組み合わせていく。

　もしかすると、殺されるかもしれない。

　──ブーツを装着する。状態ステータスは問題なしオールグリーン。

　もしかすると、親友に殺されるかもしれない。

　──首の周囲にある装甲アーマーも起動する。緊きん急きゆう時には頭部への衝撃を緩かん和わさせるための反重力が発生するとか。使わないでいられるといい、と願う。

　もしかすると、もしかすると。ここで命は潰ついえるかもしれない……それは、あまり怖こわくない。怖いのはただ一つ。




〝何もできないこと〟




「先に行きますね」

　もなむの声にこくんと頷うなずく。一人になる時間が欲しいことを、敏びん感かんに察知してくれたらしい。鞄かばんから、デジタルフォトフレームを取り出す──起動させる。

　時系列に揃そろえられた写真から、一番お気に入りの一枚を呼び出した。

　そこには、かつての自分とかつての津奈戯がいた。屈くつ託たくのない笑えみ、将来に何の不安もなく、ただ夢だけが広がっていた頃ころの、拙つたない……輝いていた自分たち。

　──装甲全てを纏うと、鎧よろいの幻想デジタル部分を起動させる。

　真紅の薄はく衣いが顕けん現げんする。いと華やかで鮮あざやかで──そして、己を奮い立たせる焰ほむら。




　そして最後に、『幻影穿装イマジネイル』を手に握る。

　もう、戻もどることも諦あきらめることもできない──その気も無い。

「生まれて初めて祈いのります。どうか、わたくしが最後まで──走り抜けられますように」

　神に祈る。

　全てが完かん了りようする。全てが整えられる。

　戦いが、始まる。







　クロトがふわりと宙に浮ういた。恐おそらく、フィールドの向こう側にいる鋼澤さわ高校のところにも、同じ情報体インスタンスが召喚されているのだろう。

《それでは夜見都学園及および鋼澤高校の皆様、ただいまより公式練習試合を執とり行います。この戦せん闘とうは公式に記録されるものであり、インターハイルールに則のつとったものになりますので、ご了りよう承しよう下さい。それでは、メンバー紹介でぇす！》

　クロトがそう言うと同時、デジタルウィンドウが投とう影えいされた。対戦相手である鋼澤高校の面々が眼前に現れる。

「……つなちゃん」

　文橋津奈戯は冷然とした瞳で、刻導イミナと向かい合う。微かすかな怯ひるみはすぐに消えて、ただ真っ直すぐ彼女を見つめた。




《それではまず、鋼澤高校の選手プレイヤーを紹介いたしまーす！　一年女子、文橋津奈戯。二年男子、櫛くし灘なだ一いち意い。三年男子、陸奥むつ久ひさ司し。三年男子、青あお浪なみ杏きよう二じ郎ろう。リーダー、三年男子、八巻鉄兵……以上です》




「……嫌いやな顔だな」

　零視の呟つぶやきに、戌意も微かに頷く。言うまでもなく、文橋津奈戯以外の選手プレイヤーたちの顔である。こちらを舐なめきっている──ことに加えて、イミナともなむに対する好色な視線も、零視にとっては実に腹立たしい。




《続きまして、夜見都学園の紹介です。一年女子、刻導イミナ。二年女子、華か々か蓮れんもなむ。三年男子、刻導零視。リーダー、二年男子、御津神戌意。なお、今回は両校の同意により、五人目はＣランクのゴーストＡＩを利用します》




　零視の『幻影穿装イマジネイル』は、スティックではない。いわゆるナックルガードのように、両方の拳に装着されている。

　殴なぐることでダメージを追加する、いわゆる拳闘家ボクサースタイルである。

　そのせいか、『幻想守殻ドレス』もやや身軽なタイプを採用している。

「視線は苦手ねぇ」

　華々蓮もなむは顔を顰しかめる──彼女の方は零視たちより更さらに軽装で、露ろ出しゆつも激しい。そしてその『幻影穿装イマジネイル』は自身の背を超こえるほどに長い杖つえ型だ。

　そして三年ぶりに復帰した御津神戌意は、軽装と重装の丁度中間に位置する、部分的に装甲アーマーを固めたタイプの『幻想守殻ドレス』に加えて、何とも特とく徴ちよう的な、超ちよう大型にして銃じゆう器き型の『幻影穿装イマジネイル』を手にしていた。

　津奈戯の視線が、一いつ瞬しゆんだけ戌意に吸い寄せられる。

　イミナも戌意を見て、すぐに理解した。

「センパイ、それって……」

「三年前に使っていた僕の幻影穿装イマジネイル──『エクリビリウム』。型式的には相当古くなったけど、まあ問題ないさ」

　銃じゆう剣けんならぬ銃じゆう槍そう。遠えん距きよ離り攻こう撃げきと近きん距きよ離り攻こう撃げきを同時にこなすが、その分仕様は複雑極まりなく、真っ当に扱あつかうだけでも三年の修練が必要だと言われている。




　一方の鋼澤高校は、ほぼスタンダードな構成だった。前衛が三、後衛が二。

　後衛は魔術師ウオーロツクと銃師ガンナー。前衛は重装高機動型という、現在流行はやりのタイプと、同じく重装だが武装はパイルバンカーという重装拳闘家ボクサー型。

　そして、文橋津奈戯は──。

「双そう剣けん型……だが」

　軽戦士ライトフアイターにして双剣型の『幻影穿装イマジネイル』。練習風景で見たときそのままだ。

　だが──。

「イミナ。分かってるな？」

「……はい！」

　文橋津奈戯は、間ま違ちがいなく牙きばを隠かくし持っている。

　デジタルウィンドウが消えた。

《異界戦闘領域ビヨンド・バトルリージヨンを起動します。戦場ステージ名は『死灰区域フオールアウト』。これから二百年後、核かく戦せん争そうにより滅ほろんだ未来を想定した魅み惑わく的で退たい廃はい的な舞台です》

　クロトがそう言うと同時、周囲の風景が変へん貌ぼうを開始した。ただでさえ廃はい墟きよに近かった場所に、新たな幻想デジタルが加えられていく。

《これより『ファンタズム』を開始します。どうか生命いのちを煌きらめかせ、人が人を超こえるための、新たな舞台ステージに立てますように。己の限界を突とつ破ぱし、更なる進化を求めますように。それでは皆みな々みな様さま────》

　クロトの手が掲げられる。

「試合」

　勢いよく振ふり下ろされる──ブザーが鳴り響ひびく。

「開始！」

　戦士たちは雄お叫たけびと共に、戦場ステージへと羽ばたいた。
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　背中が空圧に押されるような感覚だった。極度の戦せん闘とう緊きん張ちようがアドレナリンをひっきりなしに分ぶん泌ぴつさせている。落ち着いてなどいられない。夢の中で浮ふ遊ゆうしている感じ──。

　飛ひ翔しようというよりは、横向きの落下。

　無意識下で『重力操靴グラヴイシユテイ』を操作するレベルに到とう達たつしていなければ、実戦などとてもではないが不可能だ。

　イミナの技術はまさにギリギリ──当落線上に位置する。戦闘に集中しすぎて、一瞬でも靴の操作を失念すれば、壁かべか地面に体を叩たたきつけられて死ぬだろう。

〝大丈夫。この日のために、頑がん張ばってきたんだから……！〟

　鍛たん錬れんとは即すなわち、自信をつけるためのもの。わずかな日々とはいえ、徹てつ底てい的てきに仕込まれたイミナの脳は、完全に空間を把は握あくしていた。

　中央の廃墟ビルに壊こわれた窓まど枠わくから突とつ入にゆうする。ほぼ同時に、ビルの向こう側から着地音。

　間違いなく、護もり山やま──文橋津奈戯。

　激げき突とつまで数秒もない。走りながらイミナは考える──何があって、どうして憎にくまれているのかは知らない。けれど、自分のせいじゃないと考えることだけは止やめた。

　思考停止はしない。自分のせいなら謝罪する、自分のせいじゃなかったら誤解を解く。

　でも、まず最初にやるべきことは──戦うこと！

　イミナは廊ろう下かを走り抜ぬけ、朽くちた扉とびらを蹴け破やぶって飛び込む。

　疾しつ走そうする碧みどり色の焰が、そこにいた。

　言葉を交わす余よ裕ゆうはない。イミナは今必要な行動だけに専心する。

「たあああああああああああああああああああああっ!!」

　両手に握にぎったブレイゼルを一刀両断に振り下ろす──津奈戯は交差させた双剣でそれをしっかりと受け止めた。

　膂りよ力りよくは互ご角かく、信念と憎ぞう悪おも等しく。ほんの刹せつ那な、均きん衡こう状態に陥おちいる。

　間近で見る津奈戯の顔には、過去の面おも影かげが残っている。きっと津奈戯の目にも、自分イミナがそんな風に映っているだろう。




　──イミナは、クインテット・ファンタズムって知ってる？

　──知っていますけれど。見たことはないです。

　──そう。だったら一いつ緒しよに見よう。

　──でも、わたくし格かく闘とう技ぎはあまり……。

　──大丈夫。イミナは、きっと好きになる。




　過よぎった過去を振り払はらうように、イミナは一いつ旦たんブレイゼルを戻すと胴どう薙なぎに移行した。

　津奈戯はさせじと右剣で受け流しつつ、左剣で突つく。

　互たがいの剣が奏鳴する。二騎きの妖よう精せいは踊おどるように斬ざん撃げきを放った。

　旋せん回かいからの一いち撃げきが激突し、火花が散る。




《さあ、まずは前衛特攻センターフオワードが遭遇エンカウントです！　鋼澤高校一年、文橋津奈戯選手の『幻影穿装イマジネイル』は双剣〝燕蜂刺イエンフエンツー〟！　対するは夜見都学園一年、刻導イミナ選手の『幻影穿装イマジネイル』は西洋式大剣〝ブレイゼル〟！》




　クロトがフィールド全体に響き渡わたる声で放送を開始する。しかし、戦闘に集中しているイミナと津奈戯には、眼前の敵の息いき遣づかいの方が遥はるかに大きかった。

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、炎ほのおの刃やいばが疾走はしる。

　殺意の咆吼と共に、蒼の双そう刃じんが踊る。

　激突の度に粉砕クラツシユするような電子雑音ノイズが轟とどろく。

「──シッ!!」

　鋭するどく呼気を吐はき出した津奈戯が、踏ふみ込こみから双剣で挟はさみ込むような斬撃を放つ。

　イミナは選せん択たくを迫せまられる──前に出るか、後退するか。

　迷いなくイミナは前に出た。同時に体を横に旋回させる。双剣による交差斬撃は、立ったままでは当然直ちよく撃げきすることになる。だが、屈かがめばそれでいい訳でもない。

　その体勢からでは、足あし払ばらい以外の攻こう撃げきが不可能だ。故に、イミナは倒たおれながら挟み込みを躱かわすと、地面を蹴けって『重力操靴グラヴイシユテイ』を操作して天てん井じように向けて落下した。

「……!?」

　瞠どう目もくするは文橋津奈戯。この〝巨きよ蟹かい〟を躱かわされることは珍めずらしくなどない。ある程度熟練した選手プレイヤーならば、容易に見切れる斬撃だ。

　驚きよう嘆たんすべきはその躱し方。『靴』を利用しての回かい避ひ方法、なるほど当然有り得る選択だ。問題は、その回避を行ったのが──素人しろうとである刻導イミナだということ。

〝落ち着け……動きはまだ甘い。獲とれる！〟

　津奈戯は双剣をくるりと回して、迎げい撃げき態勢に移行する。天井へ着地した瞬しゆん間かんに重力反転──イミナが突とつ貫かんする！

「甘いッ！」

　流星のような一撃を、燕つばめと蜂はちが同時に穿うがった。二騎は朽ちたオフィスの壁、天井、床ゆか、机、あらゆる部分を撞球ビリヤードのように反射して激突を繰くり返す。

　僅わずかなダメージが少しずつ積み重なっていく──いずれ均衡が崩くずれるのは確実であり、その際どちらが不利になっているかなど、決まり切ったことだった。
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「──いいか、もなむ。前半における君の役割は単純だ。やってきたものに対して魔術たまを撃うつ。単調でいい。躱されようが受け止められようが構わなくて大丈夫。しばらくすると、相手は次の行動に出るだろう」

　言われた通り、華々蓮もなむは杖型の『幻影穿装イマジネイル』を振るって、目視できた敵に魔術師ウオーロツク初級技である光弾イエローボールを撃ち続けた。

「うぅん。気持ちいいなぁ……」

　何とも茫ぼう洋ようとした呟きと共に、のんびりともなむは魔術たまを放つ。

　光弾イエローボールは初級技の中ではもっとも威い力りよくが高く、もっとも射しや程てい距きよ離りが長く、そしてもっとも動きが遅おそい。躱すのは簡単で、当てるのは極めて困難だ。

　この光弾イエローボールを当てる方法は二つ。一つは魔術師ウオーロツクのスキルで弾だん丸がんの速度を高めるものを取得する。二つ目は至し近きん距きよ離りで叩き込む。

　しかしどちらも、もなむの手には余る術技だ。故にこうして放ち続けるだけ──だが、実は相手としては存外にやりにくい。

　目視して、即そく時じの射しや撃げき。当たる可能性は低い。だから回避される──けれど、近付けば近付くほどに、直撃の確率は高まっていく。




　業ごうを煮にやしたのか、通信でとっとと始末しろと指示が飛ぶ。慌あわてた櫛灘は愛銃を担いで、狙ねらわれないように地面を走りながら、有効射程距きよ離りまで進む。

　彼の持つ銃は自動小銃アサルトライフル型だ。近きん距きよ離りから中ちゆう距きよ離りに対して、絶大な威力を発揮するものの、遠距離では命中率、破は壊かい力共に減げん衰すいする。

　慌てることも恐おそれることもない、と櫛灘一意は理解している。あの女魔術師ウイツチは素人同然であり、行動はあれしか出来ないのだろう。

　有効射程距離に到達した彼は、素早く手近な雑居ビルに上った。そしてドットサイト越ごしに狙いを定さだめる──。




「あら」

　当然、もなむは目め聡ざとくそれを見つける。領域に踏み込んできた場合の対策は既すでに伝授されていた──駆く動どうさせる。

　櫛灘が持つ銃じゆう器きは上塗りコーテイングされた銀星結晶マーキユリーサイトの銃じゆう弾だんを放つ型だ。一弾だん倉そう分当たれば戦せん闘とう不能にさせるだけの威力はある。

　が。銃爪ひきがねを引いた瞬間、巨きよ大だいな壁に遮さえぎられた。

「……石兵ゴーレムか！」




　──飛べないから、ただの置物でしかない。




　だが逆に言えば、置物としては極めて優ゆう秀しゆうなのだ。攻撃力の一いつ切さいを捨てて、ただ防ぼう御ぎよのみに専心させる。銃師ガンナーである櫛灘は、今回の戦闘では広こう範はん囲い攻こう撃げきスキルを中心に選んでおり、石兵ゴーレムを短時間で倒すほどの破壊力は持ち合わせていない。

　……無論、御津神戌意はそれを見切った上で、もなむにこの幻獣型情報体デジタルキメラを選択させたのだ。

　もなむの攻撃は当たらない。仮に弾だん速そくが最速の魔術たまを選んだとしても、初の実戦である彼女に直撃させろ、というのは不可能に近い。

　ならば、戌意は躊躇ためらいなく遅ち延えん戦せん闘とうを選択する。だらだらと、怠たい惰だに、膠こう着ちやく状態を作り続ける。
















　もなむも当然、それに異論はない。……たとえ、最後に待っているのが力で押されて必ず倒されるという運命さだめだとしても。

「それじゃあ、だらだらと戦わせて貰もらいますね」

　のんびりとした口調で、彼女は魔術たまを放つ──。







　一方、そんな余裕など存在しないのが近接戦闘を選択した刻導零視である。

「くっ……!!」

　肘ひじ、拳こぶし、脚あし、膝ひざ、あらゆる場所が襲おそい掛かかる──間かん一いつ髪ぱつで凌しのぐ。否いな、凌いでいるはずなのだが痛い。

〝何だ。ド素人か〟

　ボクサーである陸奥久司は向かい合って一分も経たたぬ内にそれを看破した。無論、格闘技ないし武術の経験があるのは体格と構えで分かる。だが、『ファンタズム』の近接戦においては、むしろその技術こそが足を引っ張るパターンも多々ある。

　当初の緊きん張ちようはあっという間に解ほぐれ、陸奥は余裕を以もつて相対することにした。

　陸奥は格かく闘とう型打だ撃げき系を主しゆ軸じくとする選手だ。そしてスキルには『遠当て』を選択している。

　通常、打撃は直接ヒットしなければダメージとしてカウントされない。しかし、このスキルを習得することによって、わずかながら打撃の射程距離が伸しん張ちようされる。

　その際に発動する幻想デジタルエフェクトは微かすかなもので、未経験者では見切ることもできない。

　なるほど、目の前の男は一流だ。拳や蹴りをギリギリのところで見切って戦おうとしている。しかし、『遠当て』のスキルはその見切りを呆あつ気けなく破ってしまう。




　──当たっていないはずの打撃が、当たったかのように痛い。




　これが『ファンタズム』の恐ろしい点だった。脳にあるＤDigital受容体、幻想デジタルを現実アナログに置ち換かんするこの器官が、無害であるはずのそれを痛みに変えてしまう。




〝慣れるまで耐たえて下さい〟




　あっさりと何でもないことのように言い切ったのは、妹を惑まどわす悪魔こうはいである。

　何でもないことのように言い切ったからには、彼はこれが何でもないことだと認にん識しきしているのだろう。万が一、ここで膝を屈せばいい笑いものだ。

　耐えてやるとも。いい加減、我が慢まんも限界なのだが──。







　そして。現在もっとも流行はやりの武型フオームで戦うは、リーダーである八や巻まき鉄てつ兵ぺい。装甲アーマーを分厚くし、速度スピードも最高速、そして武装は両手剣ツーハンデツドソードか斧槍ハルバード……ともかく、パワーに特化した性能を持つもので押し切る重装高機動型と呼ばれるものだ。

　彼の『幻想守殻ドレス』は黒い塊かたまりだった。〝黒騎き士しの鉄兵〟というのが、彼のニックネームらしい。

〝時じ代だい遅おくれのランカーなんぞ、一撃で仕留めてやる〟

　元インターミドルの上位ランカー──御津神戌意。なるほど、インターミドルの上位ランカーだった者たちは現在の高校でも活かつ躍やく中の選手プレイヤーが多い。碩せき陵りよう高校の天てん剛ごう摘つみ月つき、二泉丘の五い剣つるぎ煉れん寧ねいあたりがそうだ。

　だが、御津神戌意という名前は聞いたことがない。記録によれば、上位ランカーといっても、十三位で目立った戦績もない。三年のブランクがあるならば恐れる必要はない。

「──ハッ!!」

《おーっと八巻選手、高速で突貫チヤージを仕し掛かけたーっ！　身長一メートル九十センチ、体重九十八キロの体格は正に重戦車！》

　クロトのけたたましい声を受け流しつつ、戌意は冷静にその突貫チヤージを観察した。受け止めることは難しく、迎撃には少し時間が足りない。かといって後退しては、戦線を崩ほう壊かいさせてしまう。自分が逃にげれば、間ま違ちがいなくこの重戦車は刻導零視を挟きよう撃げきする。

　逃げず、守らず、迎撃せず。

　選せん択たく肢しは限りなく狭せまい──が、元々御津神戌意は戦闘における選択肢はさほど与あたえられた例しがない。いつでも、限定された状態で戦ってきたのだ。

　周囲は壁かべで、屋内に逃げ込める箇か所しよはない。

「さて、と……」

　戌意が銃じゆう槍そうを構えた。

　銃槍は近きん距きよ離り攻こう撃げきと遠えん距きよ離り攻こう撃げきを兼かね備そなえた万能兵装であるが、近距離では大型の上に銃器の銃爪ひきがねもあるため、極めて扱あつかい辛づらい。銃じゆう、とあるがこの武器の場合はどちらかと言えば銛もりに近い。威力は高く、弾速も迅はやいが一発撃てば再装塡リロードには長い時間が掛かる。

　一時期流行になったものの、一年も経たずに廃すたれてしまったのも無理はない。

　……八巻はその一発を躱かわすべく、神経を集中させる。

『青浪、援えん護ご寄よ越こせ！』

『え、もうやるのか？』

『黙だまって寄越せっつってんだろ！　銃槍の一いち撃げきで何かあったらどうする気だ手て前めえェッ!!』

『わ、分かったよ！』

　魔術師ウオーロツクの青浪によって、援えん護ご用の魔術が発動した。戌意は魔術行使の際に発生する独特の電子音と八巻が纏まとったエフェクトの色から、防御に特化した援えん護ご魔ま術じゆつだと判断した。

　ただでさえ堅けん固ごな『幻想守殻ドレス』を装着しているのに、これはもう要よう塞さいを相手取るに等しい。

　だが、真に厄やつ介かいな点はそれではない。本来、援護するべきは防御と比ひ較かくして貧弱な攻こう撃げき力のはずだ。いくら護りを固めても、攻撃力が貧弱であれば意味がない。

　となれば──。

「貰ったッ!!」

　八巻の突貫チヤージに、戌意はそのスキルを行使した。疾しつ走そうする八巻の眼前に、高さ三メートルはあろうかという巨大な幻想壁デジタルウオールが形成された。

「『防ぼう壁へき作成』」

《おっと、御津神選手珍めずらしいッ!!　役に立たないことで有名な魔ま術じゆつスキル『防壁作成』を行使しましたぁっ！》

「しゃらくせえ！」

　八巻はせせら笑いながら、振ふり上げたツヴァイハンダーでその壁を破壊した。

《一撃ィィッ！　八巻選手、高ランクの壁を紙かみ屑くずのように破壊したーっ！》

（……やっぱりな）

　戌意は心底でそっと嘆たん息そくする──これはもう、紛まぎれもなくイカサマだ。

　攻撃、防御、速度、全すべてにこれほど高いレベルでポイントを振り分けられる訳がない。

　練習試合故に、審判クロトによる各選手プレイヤーのポイントチェックは緩ゆるい。これが彼女の姉妹ならば、練習試合だろうと厳密に採点するのだが……。

（抗こう議ぎしても、良くて無効試合。悪くて減点程度か）

　クロトはそこらへん、非常に大おお雑ざつ把ぱな判断である。しかしまあ、だからこそ彼女たちは今もって人気があるのかもしれない──。

　目の前には八巻鉄兵、不ふ遜そんな表情で、彼からすれば矮わい軀くの御津神戌意を見下ろしている。

　嗤わらい、両手剣ツーハンデツドソードを振り下ろす。改造を施ほどこされた両手剣ツーハンデツドソードは、通常考えられる倍のポイントを割わり振られている。当たれば、膨ぼう大だいな痛覚信号によって一いつ瞬しゆんで戦闘不能に陥おとしいれるだろう。

　戌意は銃槍の銃爪ひきがねを引いた。八巻は体を横に振って、あっさりとその銃弾を躱す。尋じん常じようではない反射速度──これは自前か、でなければドーピングか。いずれにせよ、練習試合とはいえ彼らなりに〝本気〟であることは確からしい。

　そして、八巻鉄兵はまずここで第一の失策ミスを犯した。

「あん？」

　先も告げたように、銃槍の銃器性能は銛に近い。射出した銃弾は、射手の選せん択たく次第で様々な性能を有している。

　御津神戌意が選択したのは、〝鉤弾フツクシエル〟。銃弾の軌き道どうに沿った幻線ラインに対戦者が絡からまると、ＤDigital受容体は神経活動を鈍にぶらせる物質を分ぶん泌ぴつする。

《見事に線が絡まりました！　これにより、八巻鉄兵選手の速力ダウン！》

「くそ、手前ェッ……!!」

　歯は嚙がみする八巻を前に、戌意は冷然とした表情で告げる。

「──忠告すると。その手のやり方はどうしたって、本番では通じない。大人しく、実力を出し切る方に専念した方がいいんじゃないか。いつまでも、ベスト８エイトに甘んじられる訳でもないだろう」

　その言葉はただでさえ短気な八巻鉄兵を激げつ昂こうさせるのに、充じゆう分ぶんな力を有していた。多少の挑ちよう発はつも含ふくまれてはいるが、それは八巻鉄兵に対してもっとも屈くつ辱じよく的な上から目線の忠告だった。

「生きて帰れると思うな手前ェッ!!」

　半分忠告、半分挑発だったがともかく八巻は乗ったらしい──と、戌意は安あん堵どする。

　今のところ、紛れはない。

　イミナは戦い、勝たなければならない。

　この試合の勝敗がどうであれ、何よりイミナ自身が勝たなければならない。その為ために、打つべき手は全て打つつもりだった。
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　──同世代の人間を大量に同じ場所へと放ほうり込んだ場合、当然ながら誰だれかを排はい斥せきすることによって、仲間の結束を高めようとする行動が起きる。

　──排斥運動。つまり、いじめだ。

　──私が〝彼ら〟の標的にされなかったのは単純に刻導イミナという存在たてがあったからだ、と思い知らされたのはいつだったろう。

　──刻導イミナが不登校になって三日目、突とつ然ぜんジュースを頭に注つがれたときだったか。

　──体育の授業中に体育倉庫に閉じ込められたときだったか。

　──あるいは、やっと体育倉庫から出た自分を見たクラスメイトたちが何とも厭いやな笑い方をしていたときだったか。




　誰に迷めい惑わくを掛かけた訳でもなく、何か突とつ出しゆつしていた訳でもない。

　有り体に言えば、運が悪かった。

　充じゆう実じつしていた人生は、最悪に向かってどんどんと転がり落ちていく。

　でも、まだ。この時はまだ良かった。

　だってほら、私にはまだ父がいた。

　物心ついたときには、母の存在はなかったが父は私を愛してくれていた。




　──済まない、許してくれ。

　──私はもう、この世界に耐えられない。




　ただ、そう思っていたのは私だけだったらしい。

　父にとってこの世界は、逃げたくて逃げたくて仕方がなかった場所だったようだ。

　会社が倒とう産さんし、父は築き上げた全てを失おうとしていた。




　──お前が、あんな奴やつと友達になったせいで。




　倒産の原因は、親友の父親が動いたせいだった。何の躊躇ためらいもなく、その人は父の会社を踏ふみにじった。

　私の父は、その理由が私が彼女イミナと友達になったせいだと言った。

　そう言って、首を吊つった。

　ぶらぶらと垂れ下がる肉の塊を見て、幸せだった日々はようやく終わりを告げた。

　それでも。

　私は心の何処どこかで、まだ彼女を信じていた──。







　刻導イミナの剣けん術じゆつは、八割方見切った。

　文橋津奈戯は呼吸を整えつつ、反はん撃げきのための連撃を組み立て始める。

　どこの剣術かは不明だが、強しいて言うならば鹿児島の薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうに近い。近いが──微び妙みような違い和わ感かんがある。これはまるで──。

〝……思考、余分〟

　ともかく、彼女の太刀たちは基本的に一撃に重きを置いている。

　直ちよく撃げきすれば、ＨＰヒツトポイントを三割は持って行かれるだろう。それに伴ともなう痛覚信号も凄すさまじいものに違ちがいない。しかし、その直撃は有り得ない。

　足場は固く、滑すべりにくい。コンディションはメンタルも含めて最高だ。動きはほぼ看破できている。……刻導イミナも、そろそろそれに気付き始める頃ころだろう。

　仕掛けるなら、今だ。

　津奈戯はイミナが一いつ足そく跳とびに襲おそい掛かることができぬ程度の距きよ離りを取ると、両手の剣けんを柄つか部分で接続させた。

「え──？」

　軽くステップして跳ちよう躍やく、津奈戯が〝燕つばめ〟と呼ぶ側の刀身を袈け裟さ懸がけに叩たたきつけた。反射的にイミナが頭部をガードする──刀身を支点として、〝蜂はち〟の側が半回転して無防備な彼女の胸部に叩きつけられた。

「あ────く、ぁぁぁぁぁぁっ!!」

　咄とつ嗟さにイミナがオフィスの端はしまで飛び退のいた。津奈戯は追つい撃げきを仕掛けようとして、体が動かないことに気付いた。悲鳴をずっと堪たん能のうしたい、そう思った。

　聞きたかった悲鳴だった。自分がどれほど刻導イミナを憎にくんで憎んで憎んでいたか、これで思い知ってくれただろうか。思い知ると、いい。

　熱病に冒おかされたように、浮うわついた気分だった。

　イミナが立ち上がる──必死になって呼吸を整えようとしている。そうはさせない、と津奈戯が追撃を仕し掛かけるべく走る。

　ところがイミナはまだ間合いには入っていないにも拘かかわらず、剣を振り上げた。

「──『朱あか桜ざくら』！」

（遠距離攻撃スキル……！）

　近接戦せん闘とう型とはいえ、遠距離攻撃スキルを何か一つ取得しておくというのは基本的なチョイスだ。特に、こういう剣が届かぬ距離での奇き襲しゆうには極めて有用である。

　だが、文橋津奈戯と刻導イミナでは試合経験が圧あつ倒とう的てきに違う。まして、津奈戯は個人戦シングルを中心に戦い抜ぬいてきた。

　刻導イミナが剣を振り上げた瞬しゆん間かん、即そく座ざに津奈戯は反応して剣を振るっていた。同じく取得していた遠距離攻撃スキル『星戟シン・ジー』──焰ほむらの斬ざん撃げきは、蒼の斬撃に撃うち砕くだかれ、イミナは壁かべに叩きつけられて悲鳴を上げた。

「──これで分かった？　お前に勝ち目なんかない。私は油断しないし、同情もしない。仮にお前が此こ処こで『事故死』しても、構わない」

　背筋に走る高こう揚ようを抑おさえつけるように、津奈戯は告げる。

　刻導イミナは、強くなるだろう──という確信がある。鍛たん錬れんに鍛錬を続け、試合の経験を積んでいけば間ま違ちがいなく一流になる。

　けれど、それは今ではない。

　少なくともこの瞬間、この試合ではない。

　微かすかに、文橋津奈戯はそれを「惜おしい」と感じて──すぐに打ち消した。今、この場で勝利する。そして彼女を公然と殺害する。ファンタズムにおいて、死は決して珍しいことではない。

　だから、殺したって構わない。




　──イミナ！　イミナ！　お願い、助けて！　ねえ、お願いだから！




　彼女の自宅の、立派な門を覚えている。

　血が出るほどその門に拳こぶしを叩きつけていた。出てきたのは、大おお柄がらな黒服の男たちで。彼らは何の頓とん着ちやくもなく、無言で自分を公道に放り捨てた。

「お嬢じよう様さまは会いたくないとの仰おおせだ。次に来たら警察を呼ぶからな」

　ああ、そうか。そうだったんだ。最初から、そうだったんだ。

　私と彼女は友達じゃない。

　彼女は私の盾たてだった。盾がない人間は、無防備な喉のど元もとを捕ほ食しよく獣じゆうに晒さらしているも同然で。

　だから──強く、ならなくては。




「──強いんだね。つなちゃん」

　立ち上がった少女が、吞のん気きな言葉を投げかける。

「……ああ。強くなったとも。こうして相対して、やっと分かった。私はお前を殺すために、技を磨みがいてきたんだと思う」

　辛しん辣らつな口調でそう応じると、イミナは首を横に振ふる──昔通りの仕草が、どうにも癪しやくに障さわった。

「違います。わたくしは、文橋津奈戯と──理解わかり合うために、戦います」

「……は？」




　こいつは、何を、訳の、分からないことを、言っている……？




「貴女の剣を感じて、貴女の技を識しって、貴女を理解したいのです。だからこそ、わたくしは此処に居る」

　唇くちびるの血を拭ぬぐい、正眼にブレイゼルを構えた。駆かけ巡めぐっているはずの激痛を微み塵じんも感じさせぬ微笑ほほえみは、自分が一度も見たことのないもので──。

　今いま更さらながらに。

　自分が必死になって自みずからの運命さだめと闘たたかっていたとき、刻導イミナもまた必死だったのだろうと、何とはなしに理解した。

　そしてそれでもなお、津奈戯は吼ほえる。

「刻導────────イミナァァァァァァァァッ!!」

　踏み込こみは神速、双剣を一いつ気き呵か成せいに叩いて叩いて叩きつける。溢あふれんばかりの憤ふん怒ぬだが、その技は決して乱れていない。

　精せい妙みよう巧こう緻ちな斬撃は、防戦一方のイミナを着実に削けずっていく──。
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　文橋津奈戯つなちやんの斬撃は痛くて、痛くて、痛かった。

　四年前、刻導イミナがぐずぐずに崩くずれてしまって。気付けば、文橋津奈戯は居なくなっていた。同級生に聞いても要領を得ず、教師からはただ転校したという情報だけが提示された。

　どこに転校したかも分からず、電子メールも電話も繫つながらない。

　本当に何もかも、失ってしまったのだとその時ようやく自覚できた。

　友達も居ない、家族も居ない、そして──未来もない。

　わたくしはまるで囚しゆう人じんで、日々を緩かん慢まんに過ごしていた。出来ることは、過去を懐なつかしむだけ。

　過去──そう。あのとき、ふと思い立って彼女と共に見た動画を再生したのが切っ掛けだった。

　クインテット・ファンタズム。

　五対五で織り成される幻想闘技デジタル・アーツ。わたくしと同世代の人たちが、死線を潜くぐって戦い続けている。

　自分がこの世界に存在するべき理由を証明するために。

　羨うらやましかったけれど、妬ねたましいとは思わなかった。そして忘れもしない、あのインターミドル準決勝。

　あの人の最後の試合。華はな々ばなしさとは全く無む縁えんで、その癖くせ多分誰だれより危険な状じよう況きように飛び込んでいった人だった。

　そこに笑え顔がおはない。動画のどのシーンを見ても、いつだって歯を食い縛しばっていた。

　御津神戌意。座右の銘めい──『やるべきことをやる』。愚ぐ直ちよくに、真しん摯しに、ただひたすら前へ前へと突つき進む。

　私も。この人のように、ただ愚直に前へ進めるだろうか。




　その日から、わたくしの再起動が始まった──。







　文橋津奈戯の剣けん技ぎは自分の扱あつかう尽じん鏡きよう流と全く相反しているものだ。

　彼女の剣は、生存に特化している──と、センパイが看破していた。




〝一対一、あるいは一対多という経験を積んだからだろうね〟




　連撃で相手に攻こう撃げきの暇いとまを与あたえない、二振ふりの剣を持つことで複数の敵に対応する。

　それはつまり。文橋津奈戯は、いつ如何いかなる状じよう況きよう下かでもたった一人で戦っているということ。

　……本来なら。エースアタッカーに複数で当たるのが良いのかもしれないけれど。

　元々こちらの方が人数は少ないのだ。それに何より──。

　わたくしは、つなちゃんと二人きりで戦いたかった。




　ＨＰヒツトポイントが加速度的に減っていく。痛みはあるけれど、わたくしの体はまだ平気だ。戦いたがっている自分が分かる。一いち撃げき一いち撃げきに、文橋津奈戯の人生が籠こめられている気がした。

　わたくしの一いち撃げきが当たる度に、彼女もきっと痛いのだろうなと思う。

　親友と傷つけ合っているのは、みっともないことだろうか。他人から見ればみっともないのだろうな、と自じ嘲ちようする。

　でも、それでいい。

　憎ぞう悪おがあるなら受け止める。受け止めて、わたくしはわたくしの想おもいを籠めて彼女を斬きる。

　憎悪でも憐れん憫びんでもなく、もっと違う何かを求めて。




　輝き刃じんが疾走はしる。

　双剣が舞まう。

　体ごとぶつかるような刺突つきが、強ごう引いんに津奈戯の防ぼう御ぎよを打ち破った。

　荒あらい呼吸を吞のみ込むようにして誤ご魔ま化かしながら、腹部にブレイゼルを叩たたきつける。この試合が開始して以来、初めての直ちよく撃げきだった。

　けれど、文橋津奈戯はどこまでいっても冷静だった。首筋に寒気が走る。一撃の痛みを堪たえて、両手の剣けんが無防備な首筋に狙ねらいを定め──。




《タイムアウト。夜見都学園からタイムアウトの申し入れがありました。五分間の休きゆう憩けいに入ります》




　津奈戯の双剣はイミナの首筋で静止し、イミナの剣は津奈戯の喉元で静止した。

　互たがいに睨にらみ合う──ゆっくりと剣を下ろす。

「……攻撃の最中にタイムアウトなんて。相変わらず、クロトはいい加減で困る」

　無意識に愚ぐ痴ちを零こぼす津奈戯に、イミナがクスリと笑う。睨む津奈戯にイミナは声を掛かけようとしたが、何も思いつかず……無言で離はなれた。
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「……全員、無事なようで何より」

　タイムアウトは互いの高校が一度だけ使用可能な切り札だ。リーダーもしくは監かん督とくが申し出ることによって、状況が膠こう着ちやくしたと判断した情報体インスタンスがタイムアウトを宣言する。

　基本的にスキルを発動する瞬しゆん間かんや、連撃で追い込んでいる状況では決して許可されない。

　先ほどのイミナと津奈戯のケースは情報体インスタンスの判断が分かれるところだろう。津奈戯の言うように、タイムアウトを取るべきではない状況だったかもしれない。

　ともあれこの五分は極めて重要だった。休息を取ることで、ＤDigital受容体が落ち着き、結果的にＨＰヒツトポイントも回復する。

「イミナ、津奈戯はどうだ？」

「はい。とっても、強かったです」

「……ああ、そうだね。あの子はきっと、必死になって戦ってきたんだろうね」

　戌意がそう言うと、イミナが項うな垂だれる。

「わたくしでは、勝てないかも──」

「戦う前に言っただろ。負けてもいいって。君は文橋津奈戯と戦えば、それでいい」

　その言葉にイミナは沈ちん黙もく──期待されていない、と思ったのか嘆たん息そくするように頷うなずいた。

「おい、御津神戌意。それは助言ではない、もう少しこう……何とかならないのか！」

　刻導零視が怒いかりも露あらわに抗こう議ぎする。

「助言はありません。文橋津奈戯に関しては、イミナに全すべてを託たくします」

「お前はインターミドルの上位ランカーだったのだろう？　弱点くらいは──」

「あったらとうに教えてますよ。あの子はいわゆるワンマンアーミー型。際だった弱点なんか存在しません。全力でぶつかっていくしか、勝算はないです」

「む、むぅ……」

　零視は呻うめいて、引き下がる。イミナがきょとんとした表情で、悩なやむ兄を見ていた。

「あ、あの。兄さん？」

「何だ」

「……わたくしに、負けて欲しいとは思わないのですか？」

「妹に負けて欲しいと願う兄がどこにいる」

　ぶっきらぼうにそう答えると、零視はそっぽを向いた。イミナがどこかしまりのない顔で笑う。

「それはそれとして、僕らの方です。もなむ、石兵ゴーレムはそろそろダメか？」

「うん、そろそろダメねぇ」

「よし。予定通りに行動してね」

「分かった～」

　のんびりとした口調でもなむが手を振ふる。……彼女もかなりのリスクを背負っている。何しろ装甲アーマーが薄うすいので、この引っ掛けトリツクが失敗すれば、間ま違ちがいなく痛い目に遭あう。

「会長はどうですか？」

　戌意の問い掛けに答えることなく、彼はぶつぶつと呟つぶやきながら両りよう腕うでを振っていた。

「ううむ、分からん……見切っているはずなんだが……」

「……耐たえ切れなくなったらフォローに向かいますから、連れん絡らくして下さい」

「い、いや！　後半戦は大丈夫！　大丈夫だぞ！　多分！」

　慌あわてる零視を、イミナが不安そうに見やる。

「兄さん、本当に大丈夫？」

「くどい！　お前は自分の心配をしてなさい！」

「は、はぁい……」

「それで、肝かん心じんの戌意さんは大丈夫？」

　もなむの問い掛けに、戌意は頷いた。

「……ああ、大丈夫。出来る範はん囲いで努力すれば、何とかなるレベルだ。八巻鉄兵は、強いけど……まあ、それだけだし」

「うん。それは振るう剣に信念がないとか、そういう話か？」

　戌意は首を横に振って、さくりとした口調で告げた。

「もっと単純なことです、会長。あの男は──」







〝莫迦なんです〟
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　苛いら立だたしげに、八巻鉄兵は後こう輩はいの櫛灘を殴なぐりつけた。

「櫛灘ァッ！　手て前めえ、何モタモタしてやがる！」

「い、いや。そうは言ってもですね。こっちも近付いたらヤバいっすよ。向こうは最初ハナから、時じ間かん稼かせぎに専念してるんすから」

　銃師ガンナーが仕事をこなすには、相手が何らかの形で姿を晒さらさなければ始まらない。無論、障害物を透とう過かして相手を撃うつスキルもあるにはある。だが、櫛灘は今回それを取得せず、全体攻撃用のスキルを中心に戦術を組み立てていた。
















　全体攻撃スキルは使用回数、わずかに一回。威い力りよくはあるが、これは全員がそれなりにダメージを受けていて、そのトドメを刺さす際に使用するものだ。

　だが現状では全員がダメージを受けているとは言い難がたい。魔術師ウオーロツクも八巻鉄兵の補助役であり、接近されている訳でもないので攻撃役としては不向きだ。

　……つまるところ、攻撃役の三人が完全に機能していない以上、補助役である二人は置物に過ぎない。

「くそ、あのロートル野や郎ろうめ……！」

　ガリガリと苛立たしげに頭を搔かいた八巻を、三人が何処どことなく醒さめた目で見る。

　……そう。そのロートル野郎、御津神戌意に押されているのは他ほかならぬ八巻鉄兵である。

　重武装、高機動、スキルを削けずってイカサマまで利用して、軽装の銃槍兵ガンランサーを仕留められない。

　どれほどのスペックで挑いどんでも、ファンタズムにおいて最重要なのは身体能力である。スキルや武装が重要なのは、戦う前だ。

　そして、武装の面では恐おそらく圧あつ倒とう的てきに上回っているはずの八巻が戌意に圧おされているということは、一つの事実を意味する。

「──何のことはない。貴方あなたがあの人より劣おとっているというだけ」

　三人がとてもではないが口に出せなかった真実を、文橋津奈戯があっさりと吐と露ろした。

「文橋、今何つった手前！」

　激げつ昂こうする八巻に対して、薄ら笑って津奈戯が言う。

「では、どう説明する？　少なくともスペック面で貴方があの人より劣っているはずはない。魔術師ウオーロツクに支し援えんまでして貰もらって、有効打だ撃げきの一つも与あたえられていないだろう？　どう言い繕つくろおうとも、それは事実だ。厳げん粛しゆくに受け止めろ」

「うるせぇ！　手前こそ、素人しろうと相手にグダグダのたりやがって！」

「応おう援えんが欲しいなら、そう言えばいい。二人であの人を相手にするか？　二人なら、何とか勝てるかもしれないな」

　巨きよ軀くの八巻を相手に、津奈戯は平然と反論する。八巻は奥歯を嚙かみ砕くだかんばかりに震ふるえて、津奈戯を睨み──無視を決め込んだ。

　津奈戯から離れると、そっと青浪に耳打ちする。

「後半戦、使うぞ。追い込むから準備しとけ」

「……本気か？」

「事故だよ、事故。こんな下らねぇ試合で負けてたまるか、畜ちく生しよう」

　八巻は興奮のせいか充じゆう血けつした目で青浪を睨む。

「わ、分かった。やるよ。起動は済んでいる、巻き込まれないように気を付けろよ」

　当たり前だ、と八巻は不敵な笑えみを浮うかべて笑った。

　……八巻鉄兵は、勝つことが好きだった。戦うことではなく、相手に暴力を振るうことが好きだった。

　故に反はん撃げきは許さない、徹てつ底てい的てきに相手を追い詰つめて──一いつ切さいの慈じ悲ひも呵か責しやくもなく、叩き潰つぶすことが彼にとって、当たり前のことだった。

　そして、今回もそうするつもりだった。それを理解していたからこそ、戌意は先ほどさらりと八巻鉄兵の弱点を呟いた。

　莫迦なのだ、と。
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《それではタイムアウト終しゆう了りようでぇす。皆みな様さま、五分の間充じゆう分ぶんにお休みになられましたか？　おトイレは行きました？　ちなみにクロト、トイレ行かないんですよ。その機能ついてないんです。いや、どうでもいいですけどね！》

「……このネタ、百回くらい聞いたな」

　戌意はそう呟くと、ウィンドウに表示された八巻鉄兵の顔を見た。憎ぞう悪おと嘲ちよう弄ろうに染まった表情で、御津神戌意を睨んでいる。憎悪は前半、一方的に押された屈くつ辱じよく。嘲弄は──言わずもがな、だ。

「センパイ。向こうはタイムアウトを使いますか？」

　イミナの質問に、戌意は首を横に振った。

「その可能性は低い。彼らも、こちらの戦術が敗北を先延ばしにするだけのものだと思っているはずだ。余程酷ひどい流れにならない限り、タイムアウトを取ることはないだろうね。リーダーの八巻鉄兵は、戦いの勢いを重視するタイプだから尚なお更さらだ」

「……では、もう泣いても笑っても止まることはないんですね」

「そうだね。──イミナ」

「はい」

「頑がん張ばれ」

　戦いについてだけではなく、様々な意味を込めて戌意はそう励はげました。何となく、そのニュアンスを理解できたのか、イミナも強い意志を窺うかがわせる顔で頷いた。




　タイムアウトは終了し、再び戦いが開始される。タイムアウトは仕切り直しだが、立ち位置までリセットされる訳ではない。

　審判情報体ジヤツジメントであるクロトによって、タイムアウト直前の位置をデジタルマーカーで指定され、そこから開始されることになる。

《配置確認。それではタイムアウト終了です。────どうぞ！》

　タイムアウトの五分は長く、直後のモチベーションは気が抜ぬけている場合が多い。

　しかし、刻導イミナと文橋津奈戯に限っては関係がない。

「仕切り直し。今度こそ、決着をつける」

「ええ、もちろん。わたくしは、全力を尽つくします」




　イミナは大きく息を吸う。

　戦おう、と思える自分が少し好きになった。踏ふみ込こみは軽く、わずかながらＨＰヒツトポイントも回復している──愚ぐ直ちよくなまでに、一いち撃げきを狙ねらう。

　津奈戯は踊おどるように踏み込みつつ、双身剣けんを振るった。

　剛ごう剣けんと柔じゆう剣けんが激げき突とつする──イミナが強ごう引いんに押し込んでいく。津奈戯はたたらを踏むように後退したかと思うと、オフィスからあっさりと抜け出した。

　空での戦いは、間違いなく津奈戯の方が上だ。だがイミナは引き下がる訳にはいかず。それを承知で、彼女つなぎも挑ちよう発はつしている。

　ならば、迷いはない──イミナはすぐに窓まど枠わくを蹴けって、宙空そらへと躍おどり出た。
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　銃師ガンナーである櫛灘はようやく石兵ゴーレムを削りきった。撃ち砕かれた石兵ゴーレムは、倒たおれ込むアクションと共に、消失していく。

　櫛灘はビルとビルの間を跳ちよう躍やくして石兵ゴーレムの陰かげに隠かくれていたはずの女を捜さがす。その性質上、魔術師ウオーロツクはポイントの大半をスキルに注つぎ込まなければならない。

　銃師ガンナーならば、即そく座ざに仕留められるだろう。

（そら、出てこい……）

　アサルトライフルを構えて、ゆっくりとビルの屋上を捜そう索さくする。石兵ゴーレムの陰に隠れて、光弾イエローボールを乱射していた以上、容易にこの周囲から離り脱だつできるとは思えない。

　突とつ然ぜん、暗がりから光弾イエローボールが射出された。だが、素早く反応した櫛灘は暗がり目め掛がけて小銃の銃爪ひきがねを引いた。

　苦痛の悲鳴が上がる──背筋を快感が走り抜ける。

　弾だん倉そうを交こう換かんし、追つい撃げきを行おうとしたが突とつ然ぜん煙えん幕まくが張られた。

「素人め」

　せせら笑いながら、櫛灘はスキル『暗視』を使用した。煙幕は魔術師ウオーロツクが逃とう亡ぼうするために必ひつ須すともいわれるスキルであり、その対策は幾いくつか考案されている。もっとも単純なのは、櫛灘のように煙けむり越ごしでも人の姿を捕ほ捉そくできる暗視系のスキルだ。

　案の定、櫛灘はすぐに彼女を見つけ出した。距きよ離りは十三メートル、外す心配はまずない。

　撃った。踊るように身をくねらせた彼女は、どうと倒れた──姿が消えた。

「え……？」

《補助戦せん闘とうＡＩゴースト、消失しました》

　アナウンスが響ひびく──その言葉の理解に、数秒時間が掛かかった。そう言えば、彼らは五人クインテツトではなく四人カルテツトだった。その分を、ＡＩゴーストを召しよう喚かんすることで補っていた。

　……此こ処こに居たのは、ＡＩゴーストだった？　では、魔術師ウオーロツクは何処へ行ったのだろう。

「ここよ」

　振ふり返る──本当に、まるで気配を感じさせなかった。背後に居た彼女は、アサルトライフルの銃じゆう口こうより内側に踏み込んでいた。

「さよなら」

　両手が広がり、魔ま術じゆつスキルが行使される。櫛灘は目を見開き、パニックを起こす。

「光弾イエローボール」

　耳元で甘く囁ささやかれたような感覚と、膨ふくれ上がった光弾イエローボールによる強烈な苦痛。櫛灘はたたらを踏みながら必死に銃爪ひきがねを引いたが、もなむは更さらに光弾イエローボールを叩たたき込んだ。

「あ……が……!!」

　呻うめき、白目を剝むいて櫛灘一意はどう、と倒れた。もなむは「あいたたた……」と涙なみだ目めで蹲うずくまる。

「本当に痛いのねえ、ファンタズムって……あいたたた……」

　光弾イエローボールのスキルは尽きた。召喚も援えん護ごもできない以上、彼女は単なる役立たずである。

「はあ……」

　もなむはぺたんとコンクリートの床ゆかに座ると、貯水塔とうの梯子はしごに背中をもたせかける。

《鋼澤高校二年、銃師ガンナー──櫛灘一意選手。リタイアでーす！　お疲つかれ様でしたー！》

　クロトの吞のん気きなアナウンスを聞きながら、もなむは今回の異界戦闘領域ビヨンド・バトルリージヨン中央に位置する高層ビルを見た。より正確には、その空を見た。

「がんばれ、イミナさんっ」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、もなむはイミナの勝利を祈いのる。……今回の戦いは、単純に勝つことだけが目的ではない。

　刻導イミナという少女が、前に歩けるかどうか──そして、それを見守る御津神戌意もまた、その一歩を踏み出せるかどうかが懸かかっているのだ。

　故に、イミナしようじよが好きで戌意しようねんが大好きなもなむは、もう祈るしかない。
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　刻導零視のＨＰヒツトポイントはとうとう二割を切っていた。五分間の休きゆう憩けいで回復させた分も、既すでに尽きてしまっている。『遠当て』は常時発動型のスキルであり、攻こう撃げきを仕し掛かけ続ける分には全く問題がない。

　クインテット・ファンタズムにおいて前衛が一対一の戦いに勝利するということは、極めて重要だ。相手の前衛を二人がかりで攻せめるもよし、後衛の人間に襲おそい掛かって援護を断つもよし。ともかく、圧あつ倒とう的てき有利な状態になるのだ。

　相手の勝利を確信した表情に、零視はますます苛いら立だちを募つのらせる。

　だが、それよりも痛い。

　皮ひ膚ふが痛い、筋肉が痛い、骨に染み渡わたるようにとにかく痛い。当たってないはずなのに、とにかく痛い。

　遠のきかける意識の中で、刻導零視はぼんやりとイミナのことを考える。

　幼い頃ころ、致ち命めい的てきな過ちを犯した。

　タイムマシンがあれば、愚おろかな幼い自分を殴なぐり飛ばしたい──たとえそれが、小学生の餓が鬼きであろうともだ。

　泣きじゃくるイミナを思い出す。ここで自分が負ければ、チームが負ける。彼女はまた泣いてしまうのだろうか。

　それとも、泣きそうになるのを我が慢まんするのだろうか。

　どちらにせよ、それは許せない。絶対に許せない。

　怒いかりが膨らむ……。

　痛い、とにかく痛い。だがそれよりも、刻導零視は怒おこっている。

　黙だまってこんな野や蛮ばんかつ危険なスポーツに参加した妹に怒っている。

　僕はやってません、と言いつつ平然と妹と共に参加していた御津神戌意に怒っている。

　こちらを徹底的にぶちのめす気き概がいの相手に怒っている。

　だが、何よりも腹が立つのは己おのれ自身。何もできないまま終わろうとしている、そしてそれに安あん堵どしようとしている自分の肉体。

　怒りが膨れ上がり……。

　トドメを刺さそうとした会心の一撃を、零視は手首を摑つかんで受け止めた。

「ふざけ……」

「……え？」

「ふざけろこの野や郎ろうッ!!」

　怒りが、爆ばく発はつした。

　腹部に拳を直ちよく撃げきさせる。肘ひじを胸板に叩き込む。膝ひざを腹部に撃うち込む。

「が、ぎ……!?」

　突とつ如じよとして起こった怒ど濤とうの反はん撃げきに、陸奥はたたらを踏んで後退した。一いつ瞬しゆんでＨＰヒツトポイントが削けずられる。陸奥は焦あせりつつも、『遠当て』の拳を振るう──躱かわされる。

　というよりは積極的に当たりに来た。懐ふところに飛び込み、インファイトで打ち合えば結局のところ、『遠当て』に意味などない。

　しかし、陸奥は元々ボクサーである。インファイトの打ち合いなど、望むところなのだが──。

「俺の！　妹が！　泣くだろうが！」

　疾しつ風ぷうのような連撃だった。肝かん臓ぞう、鳩尾みぞおち、心臓に拳を叩きつけ、太ふと股ももの筋肉が薄うすい箇か所しよに的確なローキックを叩きつけた。

　陸奥が悲鳴を上げる──目の前の獲え物ものが、急に捕食獣プレデターに化けたような気分。

　不可視の打だ撃げきも恐おそれず、零視は更に踏み込む。

　インファイトの打ち合いとは、基本的に根こん性じようの比べ合いだ。無呼吸で打撃を叩き続け、先に音を上げた方が敗北する。

　その点で考えるならば、ＨＰヒツトポイントが潤じゆん沢たくな陸奥に対して既に二割を切った零視の方が圧倒的に不利なはずだった。

　何しろ刻導零視は〝痛い〟のだ。外側だけでなく、体の内側に至るまで。

　しかし、陸奥が知らぬことが一つある。刻導家の長男として、文武両道を追求する刻導零視は痛みを操作する術すべを学んでいる。

　……要するに、人一倍我慢強いのだ。

　加えて、陸奥の『幻想守殻ドレス』は防ぼう御ぎよ力は限りなく弱い。今回、近接戦闘同士で激突することを想定し、攻撃力と『遠当て』の距きよ離り伸しん張ちようにポイントを割り振ったためだ。

　それでも、陸奥にも意地がある。素早いバックステップから『遠当て』の心臓破りハートブレイク、陸奥は勝利を確信した。

　それを──。

「へ？」

　刻導零視は不可視の拳が触ふれる寸前、体を半回転させて完全に躱し切った。

　二十八・三センチ、それが陸奥自身も知らぬ『遠当て』の正確な間合いである。

　そして、零視は体を旋せん回かいさせると同時に足を振り上げていた。顔面への攻撃は禁止されている。後頭部への打撃も禁じられている。しかし、ただ一つだけ許されている攻撃手段がある。

　回し蹴げり──振ふり上げた足は、側頭部に叩き込まれていた。綺き麗れいなフォームだ、あと足が長くて羨うらやましいと陸奥はぼんやりと思った。『幻想守殻ドレス』で頭部を守っていても、算出されたダメージ数値は、陸奥のＨＰヒツトポイントを五割以上削った。無論まだＨＰヒツトポイントは三割近く残っている。普ふ段だんならば、どうにか戦える状じよう況きようだ。

　けれど、この一いち撃げきは陸奥の心を折ってしまった。

　怒濤の如ごとく襲い掛かるＤDigital受容体からの痛覚信号に、陸奥は陥落おちた。

　それを見届けてから、零視も地べたに座り込む。痛みが強すぎて、意識を保つことも億おつ劫くうだった。

「……駄だ目めだ、一歩も動けん」

　だが、やるべきことはやった。あの男──御津神戌意は、零視の役割はこの陸奥久司を倒すことだけだと言った。あれがそう言うのであれば、多分正しいのだろう。

　後はイミナが、あの文橋津奈戯と決着をつけることを祈るだけだ。勝って欲しい、と心底から零視は願う。イミナは──ひたむきに〝戦っていきて〟いたから。

　兄ならば、妹の勝利を祈る。それが正しい。

《陸奥久司選手、刻導零視選手、両者ノックアウトでーす！》

　能天気な声を聞きながら、後は任せるとばかりに零視は瞼まぶたを閉じた。
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　タイムアウトを取ったせいか、戌意の動きは目に見えて悪くなっていた。

（緊きん張ちようの糸が切れやがったな──）

　紙かみ一ひと重えで攻撃を躱されるが、それでも軽いフェイントや牽けん制せいの一撃は喰くらうようになり、貧弱な装甲アーマーもあって、戌意のＨＰヒツトポイントは見る見る内に減少していく。

　アドレナリンが噴ふん出しゆつする感覚が心地ここちよい。八巻は大おお振ぶりの斬ざん撃げきを疲れも見せずに、立て続けに振るう。銃じゆう槍そうで立ち向かう戌意だが、純然たる力負けでさらに後退する。

　予想通りの行動を取る戌意に、八巻がほくそ笑む。

　あまり知られていないが、この先の通りを曲がると罠トラツプがある。直接的なダメージを与あたえる訳ではないが、追い込まれた場合は致命的なものとなる仕掛けだ。

（『重力操靴グラヴイシユテイ』禁止区域……）

　つまり、空を飛んで逃にげることができなくなる。そうなれば、走って逃げるしかない。だが、その為ためには八巻鉄兵の脇わきを通り抜ぬけるという芸当が要求される。もちろん、八巻はそれだけは細心の注意を払はらって防ぐ。

　だが、これだけではない。この禁止区域は別にイカサマでも何でもない、ルールに則のつとったものだ。調査を怠おこたる方が悪いのだ。

　行き止まりデツドエンドに追い込まれた戌意は、銃槍を構えて八巻を睨にらむ。

　八巻は笑って、大たい剣けんで威い嚇かくしつつ──そっと青浪に通信を送った。

《追い込んだ。……やれ！》

　八巻鉄兵は、この区域に爆ばく薬やくを仕掛けていた。御津神戌意は傍かたわらに聳そびえ立つ廃はい墟きよの倒とう壊かいに巻き込まれ、不慮の事故で死亡することになる。この試合が成立する数日前に、彼らは既に爆ばく弾だんを仕掛けていた。審判情報体ジヤツジメントであるクロトは試合前にフィールドのチェックはするものの、練習試合ということもあって厳密なものではない──公式試合であれば、数百存在する既き存そんのフィールド状況データと照らし合わせるのだが。

　彼の指示に従い、青浪が起き爆ばくスイッチを押した。

　ビル二階に仕掛けた爆弾が爆発し、崩ほう落らくした壁かべが落下して、御津神戌意を押し潰つぶす──。




「え？」




　はず、だったが。

　確かに爆発音は聞こえた。なのに、御津神戌意は平然としている。爆弾を仕掛けたはずのビルを見る──壁が崩くずれた様子はない。

「あれ？　一体、何……？」

　徐じよ々じよに事情が飲み込めてくる。爆弾が不発だったのか、それとも──。

「……スキル『全力撃』発動」

　その間に、戌意は速やかにスキルを発動させた。次の一撃に全すべてを懸ける『全力撃』は、通常のそれとは比ひ較かくにならぬダメージを負わせるが、躱されれば二度と使用できない諸もろ刃はの剣つるぎだ。

　従って、このスキルを使う際は一発必中の状況を作り出さねばならない。

　例えば『重力操靴グラヴイシユテイ』禁止区域に追い込み──罠を仕掛けたと思い込んでいる男は爆弾の音がしても壁が崩れないという結果に、しばらくの間は状況を理解できまい。

　数秒の隙すきがあれば、全力を叩たたき込むのに充じゆう分ぶんな時間である。

　銃槍を両手でしっかりと握にぎり、銃爪ひきがねを引く。選んだ銃じゆう弾だんは先ほどのような鉤弾フツクシエルではなく、威い力りよくに特化した爆裂弾バーストシエル。

　スキルとの組み合わせによって、その威力は数倍に膨ふくれ上がり──。

「ひ…………!!　あ、ああ、ああああああああああああああああああああああああ!?」

　八巻鉄兵が、現実を認にん識しきしたときには既すでに遅おそかった。反射的に空に逃げようとしてしまったのは、最悪の選せん択たくだった。自分が追い込んだくせに、ここが『重力操靴グラヴイシユテイ』禁止区域だということを忘れてしまっていた。

　爆裂弾バーストシエルは八巻の胸板を直撃し、分厚い装甲アーマーを貫つらぬいた。体内の臓器が残らず爆発したような感覚と共に、八巻鉄兵は吹ふき飛ばされて地面に転がった。

　戌意は八巻を軽く爪つま先さきで蹴った。

「……よし」

　激痛のあまり昏こん倒とうしている、ＨＰヒツトポイントはわずかに残っているものの一瞬でＨＰヒツトポイントを八割方減らされてしまえば、そのようなものは無関係だ。

《──えー、鋼澤高校三年リーダー。八巻鉄兵選手、敗北です》

　呼吸を整えた戌意は、即そく座ざに戌意にとって最後の選手──後衛魔術師ウオーロツク、青浪へと向かう。彼はあくまで支し援えん担当だ。大して戦えまい、と戌意は把は握あくしていた。

　文橋津奈戯。

　彼女と刻導イミナは一対一で決着をつけなければならない。

　それはこの試合がただの練習試合ではなく、刻導イミナの人生全てが懸かかっている試合だからだ。

　そして同時に、文橋津奈戯も己おのれの人生を懸けている。

　単純な勝利、理り不ふ尽じんな敗北では意味がない。勝利と敗北に至るまでの、奇き跡せきのような時間帯。その間に分かり合えなければ、真の勝利とは決して言えないのだ。




　　　　[image: §][image: §][image: §]




　遠えん距きよ離り攻こう撃げきスキルの撃ち合いは、ドッグファイトにも似ている。

　空を飛びつつ、慎しん重ちように狙ねらいを定め──その斬撃を、どうにかして当てる。前衛剣けん士しでありながら、この遠距離攻撃スキルに特化した〝トムキャット〟と呼ばれるタイプもいる。

　今回は両者とも近接戦せん闘とうに依よったタイプであり、遠距離戦はあくまで接近戦に持ち込むための繫つなぎに過ぎない。

「──『朱あか桜ざくら』！」

「『星戟シン・ジー』──！」

　双そう方ほうの幻想デジタル斬撃が衝しよう突とつして破損する──エフェクトが周囲に舞まって、視界を塞ふさぐ。

　紅の雪と蒼の雨。その只ただ中なかを文橋津奈戯が突つき進む……！




　──世界が敵に回ったので、私は世界と戦うことにした。

　──挫くじけそうになったら、あの人の動画を見て勇気を貰もらった。

　──戦う。心を尖とがらせて、何もかもを抉えぐるように。

　──私は蜂はちだ。女王ではなく、戦って殺して死ぬだけの兵隊蜂でいい。




　空中で交差する。互たがいに痛打を叩き込み、体力を削けずり合いながら再び重力反転──再度の激げき突とつ。空中戦においては、七対三で津奈戯が有利。

　経験の差が見事に出たという訳だ。……だがしかし、それでも津奈戯の感情は高ぶったままだ。何しろ、三割も圧されている。

　たかだか一ヶ月程度の経験しかない彼女に、わずかでも圧おされることは我が慢まんならない。

　まして、教えたのがあの人であれば尚なお更さらだ。




　──彼女は気き紛まぐれにやってきて幸さちをもたらし、気紛れに厄やくをもたらして立ち去った災害のようなもの。

　──もう忘れよう。所しよ詮せん、住んでいる世界が違ちがったのだ。




　そう思っていたのに。

　あの日、あの時、どうして御津神戌意と共に現れたのか。

　……ああ、そうか。

　彼女は、折角取り戻もどしかけていたものをまた何もかも奪うばうつもりなんだ。

　奪って、飽あきたら放ほうり捨てるつもりなんだ。




「……許さないッ!!　お前、だけは……お前だけはぁっ！」

　経験も技量も、何もかもで上回っている文橋津奈戯だが何より勝まさっているのは殺意という名の力だった。

　無我夢中で剣を振ふるっていたイミナは、初めてその殺意に怯ひるんだ。

　双剣〝蜂〟と〝燕つばめ〟が乱らん舞ぶする。微み塵じんにイミナを切り刻む。

　死ね、と蔑さげすむように告げて。津奈戯は全力で横向きに落下してイミナを蹴り飛ばした。

「カ、ハッ……!!」

　ビル壁に背中を強打──呼吸と思考がほぼ同時に停止した。

　思考が停止すれば、『重力操靴グラヴイシユテイ』の操作はできず、ましてその状況が、ビル壁に貼はりついただけの状況ならば、落下するだけだ。

　思考の停止は一いつ瞬しゆんで。

　気付けばイミナは落下していた。

　地上への激突まで二秒もない。一いつ旦たん停止した思考が、目まぐるしく動き出す。

　このままであれば死ぬという単純な事実。

　死にたくない、という単純な欲よつ求きゆう。

　でも心は折れかけているという本能からの引き戻し。

　本当は死にたくてたまらない──そんな、真実。

　刻導イミナは思考する。

　死にたい、死にたくない、どれも正解……噓うそ、本当は死にたい。死にたいのだけれど。

　たった一つだけ、まだ引っ掛かかるものが残っている。それが何なのか、まだ分からない。分からない。思考は更さらに加速する。死にたくてたまらないのに、喉のどに引っ掛かる小骨のようなものがあって、それが本能からの欲求に抗あらがい続けている。




　微かすかに足が動いて、踵かかとを重ね合わせた。その操作に応じて重力が一瞬だけ反転する。

　時速百キロのエレベーターで落下して、唐とう突とつに一階に停止したような気分──内臓全てがでんぐり返った感覚。

　加速した墜つい落らく──膝ひざから崩れ落ちかかる。気付けば、ＨＰヒツトポイントは〝ゼロ〟でゲージは空っぽ。

　このまま膝を突けば、恐おそらく敗北を宣告されるだろう。

　敗北。

　……それで、ようやく刻導イミナは思い出した。




〝負けてもいい〟




　心から尊敬して、慕したっている人があっさりとそんなことを言った。戦っている間も、その言葉がずっと引っ掛かっていた。

　負けてもいい、負けてもいい、負けてもいい……。

〝そうよね〟

　敗北は仕方のないこと。だって自分は精せい一いつ杯ぱいやった。精一杯頑がん張ばった。




〝だから此こ処こで負けても仕方がない〟

〝負けてもいいって言われた〟

〝だから諦あきらめたって、いい……………………の？〟




　繰くり返し、繰り返し。御津神戌意は刻導イミナに助言した。

　負けてもいい。出来得る限りの努力をして、全力で戦って、力足りずに敗れても……後こう悔かいなど決してないはずだ。




〝後悔は、ないの？〟




　──ある。一いつ杯ぱいある。山ほどある。つなちゃんともっと話したい、分かり合いたい。誤解を解きたい。理由を聞きたい。つなちゃんは凄すごく凄く頑張ってきたって、戦って分かった！　だから、まだ戦いたい。まだつなちゃんに、自分は何も伝えていない！




　それが、心に引っ掛かっていたもの。

　戌意は「負けてもいい」と言った。けれど、ただの一度も「諦めてもいい」とは言わなかった。それどころか諦めるな、とさえ言った。

　諦めればそれは当然負ける。けれど、負けたら諦めたという訳ではない。

　戦って戦って、必死に戦って──そうして万ばん策さく尽つき果てて、意識も喪そう失しつして、諦めないままに敗北してしまえば、それは仕方のないこと。

　でも、刻導イミナは戦うことを諦めて──そして、敗北しようとしている。

　それは許されない。諦めたら自分は死ぬ、何もかも失ってしまう……！




　御津神戌意はどんな状じよう況きよう下かでも諦めたことがなかった。最後の最後まで、チームの勝利を目指して、可能なだけの努力をした。

　そんな彼が、自分に全すべてを託たくした。未熟な自分を、エースとして信じて。

　兄と華々蓮もなむもまた、自分を信じて共に戦ってくれている。

　たったの一ヶ月だけど、人生を凝ぎよう縮しゆくさせたような日々の結けつ晶しよう。

　刻導イミナはまだ、それを見せていない。




〝勝とう〟




　勝ちたい、ではなく。勝とうとイミナは思った。まだ諦めない、まだ立てる、まだ、まだ、まだ────！

　途と端たん、脳内で何かが繫がった。

　ブレイゼルを構え、呼吸を整える──発動条件が成立したことを知らせるアナウンスが鳴り響ひびく。これだけは誰だれにも聞こえぬよう、クロトがそっと耳元で囁ささやく。

《三十六人目の遺産継承者、刻導イミナ様。ようこそこの素晴らしき限界進化の世界へ。ここは幻想デジタルと現実アナログの境目にして繫ぎ目。貴女あなたは此処でしか生を見み出いだせぬ、悲しき狂戦士ベルセルク。……けれど、我々は祈いのるでしょう。やがて貴女が旅立つその日まで。この揺よう籃らんで生き残れますように──》




　剣けん刃じんから焰ほのおが[image: 迸]ほとばしる。

「嗚ア呼ア────────────ッ!!」

　生を渇かつ望ぼうする絶ぜつ叫きようが文橋津奈戯の耳じ朶だを打つ。

「な、に……!?」

　絶句する。見たこともない技が、剣けんが、其そ処こに存在した。




〝スキルには大きく分けて二種類が存在する──〟




　一つ。汎はん用ようスキル。ポイントを振り分けることで誰でも獲かく得とくできる、そして無数に存在する（全てを覚えるのは不可能なほどの）スキル。

　そしてもう一つ。こちらは大多数にはどうでもいい。何しろ世界にたった三十五人しか使用できない、獲得条件は元より発動条件すら定かではない幻まぼろしの遺産レガシー。

　その技は極大なモノもあれば、どうにも役に立たないモノもある。持っているはずなのに、使わず討ち果たされた者すらいる。

　けれど、そんな〝特別なチカラ〟に焦こがれた者や嫉そねむ者がいた。選ばれた理由は分からず、ただ──選ばれた誰もが皆みな、何かを渇望していたということだけ。

　まるで悪あく魔まとの契けい約やくだと、津奈戯は思う。

「刻導、イミナ」

　刃やいばが、焰と化していた。幻想デジタルの焰はじりじりと肌はだを灼やくような痛みを感じさせる。逃にげるべきだ、と津奈戯の本能が警けい鐘しようを打ち鳴らす──拒きよ絶ぜつする。

「文橋津奈戯。わたくしは、貴女とただ話したかった」

　囁く声を、どうにか知覚する。

　そうだ、本能を拒絶してまで此処に居る理由は──。

「ただ伝えたいことが沢たく山さんあって。色々なものを渡わたしたくて。でも──でも、貴女はきっと聞いてくれない。刃を交えなければ、全てを拒絶する。だからわたくしは此処に居ます。此処に居て、殺し合ってでも──伝えたいものがある！」

　まるで彼女の感情に従うように、焰が躍おどる。

　翼つばさを広げたそれは、さながら鳳凰フエニツクスのようだと津奈戯は思う。

　──双剣を構える。

　何て愚おろかな人間たちだろう、と本能が嘆たん息そくする。互たがいを殺す気で、互いを傷つけて、その決着をつけなければ、コミュニケーションもままならない。

　原始時代に退化したようなボンクラ揃ぞろい。

　なのに、文橋津奈戯はそれが妙みように爽さわやかな気分で。きっと相手も同じなのだろうと確信する。

「ああ、刻導イミナ。……話を、しよう」

　炎鳥フアイアーバードに向けて、突とつ貫かんする。

　双剣を再び分ぶん離りさせ、ドン・キホーテのような無む謀ぼうさで。




《──レガシー・スキル。『輝き刃じんの姫ひめ君ぎみ』発動》



















　鳳凰フエニツクスが羽ばたいた。

　津奈戯の星戟シン・ジーは、イミナに届くことなく炎の前に消失し──。

　刻導イミナの鳳凰フエニツクスは、文橋津奈戯を灼き尽つくした。




　──分かっていた。本当は分かっていた。心の何処どこかで、きちんと認にん識しきできていた。

　──イミナは自分を裏切ってなんかない。イミナは自分を見捨ててなんかない。

　──きっと何かがあった。何かがあって、すれ違ちがっただけ。

　──でも。そんなことを考えてはいけなかった。

　──憎ぞう悪おで固めた、私の背骨が折れてしまうから。そうなったら、私はきっと生きていられない。

　──何もかも全て、曖あい昧まい模も糊ことした〝悪〟を刻導イミナに押しつけて。

　──そうして、この四年を生きてきた。




《文橋津奈戯選手、敗北──これにより、鋼澤高校全選手敗退によって夜見都学園対鋼澤高校は三対〇ゼロで夜見都学園の勝利です》

　文字通り、身を焼かれるような痛みにも拘かかわらず──悲鳴ではなく笑いがある。

　イミナはよろめきながら津奈戯の傍そばまで歩き、力ちから尽つきてどうと倒たおれた。

　津奈戯が言う。

「……卑ひ怯きようすぎる、と思う」

「……実のところ、わたくしもそう思います」

「でも。発動条件が出で鱈たら目め過ぎるから、貴女には丁度いいかもしれない」

　津奈戯は最後の最後で、全てを理解した。

　三十六番目のレガシー・スキル。その発動条件はＨＰがゼロになること。

　それは瀕ひん死しの状況下、死んだ方が救われるはずの痛みの中で──それでも、生きることを誓ちかわねばならない。

　途と中ちゆうで勝つことを諦めれば、敗北すれば少なくとも死なずに済む。

　だからこのスキルを使用するならば、命を賭かけなければならない。

　翻ひるがえって言えば。命を賭けて戦うほどに、イミナは津奈戯と戦いはなしたかった。

「つなちゃん。あのね、わたくしは……〝自死症候群アポトーシス・シンドローム〟です」

「……そう」

「色々なことがあって、自分に価値がないと分かって。わたくしはその日から、死に続けていました」

「……うん」

　──そんなことだろうと、思った。

「あの。どうか貴女を会わせなかった護衛の方々を恨うらまないで下さい。あのときのわたくしは、それはそれは酷ひどい有様で、ええと、かなりテンパってましたから」

「私もテンパってたから、お互い様」

「──父は、恨んでいいです」

「──そう。じゃあ貴女の父は恨んで、貴女は恨まない」

　唐とう突とつに目が眩くらんでいく。今の口調に妙な安心感を抱いだいたせいか、意地を張っていた肉体が急激にその機能を停止しようとしていた。

「……わたくしと、また、」

　最後まで伝えられず、刻導イミナが意識を喪失する。苦痛を感じさせぬ満足げな笑えみのイミナへ、津奈戯は残った力を振ふり絞しぼって──イミナの手を握にぎり締しめる。

「分かっているから」

　聞こえないと知りつつ、津奈戯はそう応じるとやはり意識を喪失した。




　かつて、共に誓った夢があった。

　あの人のようにクインテット・ファンタズムを戦うのだ。幻想デジタルの世界で、勇ましい戦士になって──己おのが生を証明しよう。

　いつか、仲間をもう三人増やして……クインテット・ファンタズムを戦うのだ。
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「……終わった、のか？」

　信じられない、というように零視が呟つぶやく。戌意は手を繫つないで昏こん倒とうしているイミナと津奈戯を見て、そっと二人の手に触ふれた。

「二人とも、大丈夫です？」

　もなむの問い掛かけに頷うなずき、戌意は胸むねを撫なで下ろして二人に言った。

「多分大丈夫だとは思いますが、何しろ初の実戦ですし。車で病院に運んで下さい、検査入院で最低三日間くらいかかるでしょう。それから──」

「分かっている、同じ病室に入れてやろう」

「ええ。……四年分の話があるでしょうし」

　零視は頷き、携けい帯たいで車を呼んだ。

「勝ったな」

「三対〇ゼロ。ゴーストＡＩを加味すると、ほぼ文句なしの勝利です。どうでしょう、生徒会長。認めて戴いただけますか？」

　戌意の言葉に、零視が唇くちびるを尖とがらせる。

「……勝利が条件だった以上、問題あるまい」

「では、ついでにもう二つほどお願いが」

「え？」

　戌意は飄ひよう々ひようとした表情で、その要望を告げた。もなむは零視の引き攣つった表情を見て、くすくすと笑みを零こぼす。








Act.5 : モッド・ワールド









　夜よ見み都と学園と鋼こう澤たく高校の練習試合から、二日後のことである。

「ふうひょ？」

　休日のお約束である「ベッドでゴロゴロ」を堪たん能のうしていた碩せき陵りよう高校二年、天てん剛ごう摘つみ月つきが不ふ審しんげに眉まゆを顰ひそめた。童女のようにスプーンを口に咥くわえ、ふらふらと上下に揺ゆり動かす。丁てい寧ねいに頭を下げた執しつ事じ服の少年が、恭うやうやしく封ふう書しよを差し出して尋たずねた。

「はい、今時珍めずらしいものですね」

「ほへぇん……」

「開かい封ふうしてもよろしいですか？」

「いーぞー」

　封をナイフで開くと、少年は中にあった紙を開いた──その顔色がさっと変わる。

「何か良くないことでも書いてあったか？」

　摘月の言葉に少年は微笑ほほえんで首を横に振り、紙を渡した。

　合わせて摘月も目を通す──ニヤリと笑う。




〝現役復帰した、よろしく。


御み津つ神がみ戌いぬ意い〟






「御津神戌意、とはあの御津神戌意でございますか？」

「そうさ、霧きり室むろ。我らの最大の敵になるぞ」

　霧室、と呼ばれた少年は不思議そうに首を傾かしげる。

「しかし──魔人世代ヴイラン・エイジのランカーとはいえ、三年ものブランクはそうそう簡単に解消できるものではないと思いますが」

「だからさ、霧室。いいか、あの御津神戌意っていうのはな……」

　楽しそうに、懐なつかしがるように。天剛摘月は、御津神戌意を語り始めた。




　今時珍しい──というよりはまず見られないものが、クインテット・ファンタズムの各強きよう豪ごう校に届いた。

　宛あて先さきは名指しで、見る者が見ればすぐに対象が理解できただろう。

　インターミドルで猛もう威いを振るった〝魔人世代ヴイラン・エイジ〟の上位ランカー。

　十三位じぶんより上の人間たちで、まだクインテット・ファンタズムに関かかわっている人間宛あてに、御津神戌意が送った復帰の意志を伝える封書だった。
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「……信じられない。あの戌意くんが？」

　京都ではとある姉妹が顔を寄せ合って、首を捻ひねっていた。

「どうしよう、お姉ちゃん……」

「む、む、む。と、とりあえず様子見よ様子見！　ただの間ま違ちがいかもしれないしぃ？　同どう姓せい同名かもしれないしぃ？　同姓同名同年代の単なる双ふた子ごかもしれないしぃ！」

「それは無いよ、お姉ちゃん」

　姉のテンパリ気味の発言を、妹がのんびりした口調で窘たしなめる。両者共に、御津神戌意とは旧知の仲である。引退後は、一いつ切さいの連れん絡らくは取っていなかったが──。

「うぅぅぅ……ま、まあアレよ。立ち直ったなら、うん、良かったじゃない、ああもう、心配ばかりかけて、あの犬っころめ……」

　肩かたを震ふるわせる姉に、妹はくすくす笑って指し摘てきした。

「お姉ちゃん、泣くか喜ぶかどっちかにした方がいいよ」

「うっさいわね！　あーあ、面めん倒どうなことになっちゃった！　練習よ練習！」

　立ち上がった姉の後を、妹が慌あわてて追っていった。

　──確かにある意味でお姉ちゃんの言う通り、面倒なことになっちゃったなぁ。

　妹は手紙を片手に溜ため息いきを吐ついた。







　愛知では、受け取った手紙に顔を顰しかめる巨きよ漢かんがいた。学生服を着ていなければ、九く分ぶ九く厘りんその手の職業に間違われること確実な威い圧あつ感かんである。

「どう思うのさ、バサラー」

　机に寝ね転ころがった、猫ねこのような少女が蓮はすっ葉ぱな声で尋ねる。

「……この名をまた見るとは思わなかった」

　巨漢の穏おだやかな声。嬉うれしいのだろう、と少女は思う。

「イタズラじゃないの？」

「悪戯いたずらで一部の者にしか通じないこの名を使うとは思えん。どうせ名乗るなら、もう一人の方を名乗るはずだ。それに何より、字体が極めて安定している」

「安定？」

　きょとんとした表情で首を傾げる少女に、バサラは微笑んで頭を撫でた。

「とめ、はね、はらい。この時代にわざわざ手書きで送ってくる酔すい狂きような人間で、しかも落ち着いて丁寧に、字を書こうとしている。悪戯では無理だ。誰だれかに化けるという行こう為いで緊きん張ちようしている状じよう況きよう下かで、こんな冷静な字体で書くことは、我々の世代では難しい」

「ふぅん。……嬉しそうだね、バサラ」

　バサラ、と呼ばれた男は悠ゆう然ぜんとした様子で肯こう定ていした。

「ああ。とても喜ばしいさ」







　石川には、手紙にナイフを突つき立てる少年がいた。

「……ハハ、ハハハッ！　戌意……戌意、戌意、戌意！　御津神戌意が復帰した!?　厚こう顔がん無む恥ちにも、あの神殺しが!?　ふざけるな、ふざけるなふざけるなふざけるな!!　神を殺しておいて、二度と戦わないと誓ちかったアイツが剣けんを取っただって!!　認めるものか、認めるものか！」

　紙を幾いく度ども幾度もナイフで執しつ拗ように突き刺さし、それでもなお足りぬとばかりに、机に頭を打ちつけて叫さけぶ。

「殺してやる！　殺してやる殺してやる殺してや──」

　携帯が鳴ると、少年は瞬しゆん時じに自制した。発信元の名を確かく認にんし、訝いぶかしげに顔を顰める。

「はい……何か御ご用ようですか？」

《今いま頃ごろ、手紙が届いて取り乱しているのではないか、と思ってな。なあ、五い剣つるぎ煉れん寧ねい》

　たちまちの内に、少年──五剣の声が硬かたくなる。

「……それをわざわざ言うために連絡してきたんですか？」

《いや別に。ただ──面おも白しろくなってきたと思わないか？　ま、今年の県予選は精々気を付けることだな》

「私が敗北するはずないでしょう、天剛摘月」

　摘月はくつくつと笑い、声高らかに告げた。

《お前が口にするのも不ふ愉ゆ快かい極まるアイツについてだがな。復帰早々、鋼澤高校に練習試合で勝利したぞ》

　ぎり、と五剣の歯が軋きしむ。出来得るだけ、声を落ち着かせて告げる。

「ええ。……だが、鋼澤高校に勝利した程度でどうにかなるものでもありません」

《インターハイ予選まで、あと二ヶ月。それだけあれば、彼は猫を獅し子しに変えるぞ》

　深呼吸──怒いかりを抑おさえている様子が、相手には手に取るように分かるだろう。それでも、爆ばく発はつするよりマシだ。

「それでも。私は負けません、お気き遣づかいなく」

《気遣ってると思うか？》

　哄こう笑しようと共に天剛摘月は通話を断った。携けい帯たいを砕くだかんばかりに握にぎり締しめる五剣の瞳ひとみには、爛らん々らんとした憎ぞう悪おの輝かがやきがあった。

「……いいとも。来るなら来い、御津神戌意。今度はくたばるまで嬲り殺す」

　ノックと共に部室のドアが開いた。

「五剣先せん輩ぱい、何かありましたか？」

　後こう輩はいの少女に、五剣煉寧はいつものように見る者の心を蕩とろかすような笑えみを浮うかべて言った。

「いいえ、何でもありません。それでは、練習を始めますか」

　微笑みに見み蕩とれていた後輩は、顔を赤らめながらこくりと頷うなずいた。




　ある者は訝いぶかしみ、ある者は懐かしがり、ある者は冷れい笑しようや憎悪を以もつてそれを迎むかえ入れた。

　ただし、その人間たちの誰もが御津神戌意の名を記き憶おくに刻んでいたことは確かだ。

　いずれにせよ、確実なことは一つ。

　今年のインターハイ、注意すべき選手プレイヤーが一人増えた。もし全国に勝ち上がってきたのならば、注目すべき高校も一つ増えるということだ。







　そして。勝者たる夜見都学園拡張現実ＡＲ技術同好会が得られるべき全すべてを得たならば。

　敗者である鋼澤高校は、全てを失った。

　主力選手に位置づけられており、資金の要かなめであった文ふみ橋はし津つ奈な戯ぎは入院中に退学届を提出していた。

　スポンサーからは見放され、陸奥むつ久ひさ司しは心を折られて引退を申し出ていた。

　つまり、どうしようもなくなった八や巻まき鉄てつ兵ぺいは──最後の手段に出るしかなかった。
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　練習試合から三日後、無事に退院した刻こく導どうイミナは退院祝いをする、とのことで御津神戌意の家に呼び出されていた。

　玄げん関かん口ぐちで張り込んだことはあったが、中に入ったことはない。なので、ちょっと緊張する。一応シャワーは浴びたが、三日間の入院でいつものシャンプーが使えなかったことが気になる。髪かみ型がたは乱れていないだろうか、多分だいじょうぶ。顔色は……三日間静養していたお陰かげで、悪くはない。どうせならお洒落しやれな装いで訪れたかったけれど、何故か戌意には制服姿で、とリクエストされていた。……そういう趣しゆ味みだったりするのだろうか。

「……いえいえ、二人きりなどというロマンチックなシチュエーションである訳なし。鎮しずまれ、わたくしの乙女おとめ回路……！」

　文橋津奈戯と一いつ緒しよに過ごした病院での三日間は楽しかった。二人してこっそり夜中まで、色々なことを眠ねむたくなるまで語り続けた。

　津奈戯の方は何か用事があるらしく、少しだけ先に退院した。別れは鮮あざやかなくらいにさっぱりとしていて、次に会うときも自然に語り合えるだろうと思った。

　……正直、また敵に回ることを考えるのは辛つらい。あの戦いは、津奈戯と理解わかり合おうと考えたからこそ戦えた。

　今いま更さら、友達と戦うというのは──やはり、ちょっとキツい。

「……考えても仕方ないですわね」

　予選の組み合わせ次第では、かち合わない可能性も充じゆう分ぶんにある。

　幸いなことに、津奈戯と和解したことでやる気そのものは失われなかった。

　いや、それどころか──もっと、戦いたいと思う。津奈戯との戦いには、色々と隙すきがありすぎた。今更ながら、あの状じよう況きようではああすれば良かったこうすれば良かったという後こう悔かいが沸わき上がっている。

〝生きている〟

　そんな自覚が、体中に熱い血を流れさせていた。

「……っと。到とう着ちやくですわね」

　妙みように緊張する。出で迎むかえてくれる、御津神戌意の笑え顔がおを想像するだけで顔が緩ゆるみかけ──慌てて乙女回路の励れい起きを抑え込む。ぶるぶるぶる、鎮まれ鎮まれ。

　深呼吸したイミナが、インターホンを鳴らす。

　しばらくすると、玄げん関かん扉とびらが開く。顔が引き攣つっていないことを祈いのりつつ、イミナは挨あい拶さつを交わそうとして──。

「うむ、来たか」

　兄、刻導零れい視しの出迎えに顔が綺き麗れいに引き攣った。

「……何だそのガッカリ加減は」

「い、いえ別に。驚おどろいただけです！」

　もなむ先せん輩ぱいが出てきても驚くまいとは考えたが、兄は予想外過ぎた。しかもエプロンつきということは、料理の最中だったらしい。

　入れ、と言われてイミナは大人しく靴くつを脱ぬぐ。

「仕方なかろう。あの二人、料理に関してはてんで駄だ目めっ子という衝しよう撃げき的事実。ピザを注文すればいいやーくらいしか考えていなかったのだぞ」

「いえ、わたくしもそれで充分ですけど……」

「あんなファッキン不健康フードを喰くわせられるか。お前はもう、自分一人の体ではないのだぞ」

　その言葉に、イミナはぽっと赤らめた頰ほおに手を当てて言った。

「……そ、そんな。わたくしまだ妊にん娠しんなど……」

「ちーがーいーまーすー！　……お前はファンタズムで戦うのだろう。クインテット・ファンタズムで、仲間と共に。そういう意味合いであって、妊娠とか孕はらむとかそういうんじゃないからな！　というかその反応地味にショックなんだけど兄的に」

「あ。そ、そういうコトでしたか……」

　照れまくるイミナに零視は溜息をついた。

「やはり今日は念のために泊とまっておくか──」

　小声で妙なことを呟つぶやく零視に、イミナは内心首を傾かしげた。だが、居間のドアが開いたことでその疑問は空の彼方かなたへと吹ふき飛んだ。

　手作りの飾かざり付け──退院おめでとう、という看板に大おお袈げ裟さだと照れる。

　大きなケーキ──美味おいしそう、今日くらいはカロリーを気にするまいと思う。

　そして、ソファーに座っていた少女が立ち上がってこちらに駆かけ寄る。

　制服姿だった。

　夜見都学園の制服姿だった。

　夜見都学園の制服を着た、文橋津奈戯だった。

「つな、ちゃん……？」

　恥はずかしそうに、照てれ臭くさそうに、津奈戯がはにかむ。

「ええと。まあ、その、つまり、こういうコト」

「え？　あ、え？　……あれ。あの………………コ、コスプレ？」

「違ちがう」

「違うわよ」

「どうしてそっちに思考が行くのか、我が妹」

　三人からの一いつ斉せい砲ほう撃げきにイミナが項うな垂だれる。しばらくしてから、ようやく理解したようでおずおずと津奈戯に尋たずねた。

「つなちゃん。もしかして……夜見都こつちに、来るの？」

「うん。転校する」

「じゃ、じゃあ。もしかして、もしかして。……一緒に、戦ってくれるの？」

　文橋津奈戯はここぞとばかりに、満面の笑みを浮かべる──同時に涙るい腺せんが緩むが、気にしないことにする。

「うん。イミナ、一緒に頑がん張ばろう……！」

　涙腺が崩ほう壊かいした。イミナはぐずぐずに、訳も分からず泣きながら津奈戯に抱だきついた。制服の染みになることも厭いとわず、津奈戯はイミナを抱き返した。

「……まあ、これで万事解決だな」

　零視の感かん慨がい深ぶかい呟きに、戌意は肩かたを竦すくめて言った。

「まだですよ」

　まだ、これから先も刻導イミナはずっと戦い続けなければならない。

　また死にたくなるだろうし、挫くじけることもあるだろう。

　それでも、前に進んで生きなければならない。

「兄としては、色々と不安で堪たまらん」

「だから。入部届を提出したのでしょう？」

　もなむがどこか陰いん気きな笑みを浮かべて言った。言われた途と端たんに、零視はそっぽを向く。

「まあ……生徒会長と両立だから、他の皆みんなよりは参加できないかもしれないが。それでも構わないなら、数に入れてくれて構わん」

「大丈夫です。……普ふ段だんから鍛きたえ続けてくれさえすれば」

　戌意の言葉に、零視は自信ありげに頷いた。

「それなら任せておけ。……よし、そろそろピザが焼けたはずだ。戌意、手伝え」

「デリバリーで頼たのめばいいのに。何でわざわざオーブンを使った手作りに……」

　零視が胸を張って宣言する。

「市し販はんのピザなど、カロリーが高いだけの代しろ物ものだ。その点、この刻導零視が作ったピザは栄養満点、カロリー控ひかえめ、美味うまさ爆発！」

「価格は？」

「……材料費は俺が持つから」

　手首に四回くらいは巻けそうな長いレシートを、零視はそっとポケットにしまい込んだ。

　何だかんだで、彼もはしゃいでいるのである。




　ともあれ、宴うたげ──というにはあまりにささやかなお祝いが始まった。

　主役であるイミナと津奈戯はケーキを食べて甘いことに笑い、揃そろってもなむの胸に顔を埋うずめてそのふくよかさに嫉そねみ、零視のピザに舌した鼓つづみを打った。

「二人とも、今日は泊まっていきなよ。生徒会長の許可も下りてるし」

　戌意の提案に、二人は更さらに喜ぶ。結局、三人が揃って御津神・華か々か蓮れん家に泊まることになった。客であるイミナと津奈戯はもなむの部屋で、零視は戌意の部屋を貸した。

「いいんですか？」

「いいのよ」

「しかし、お前たちはどこで寝ねるんだ？」

「居間のソファーで寝ますよ。たまにそうしてますから」

「深夜にアップされた動画とか見てると、どうしてもねえ……」

　顔を見合わせて苦く笑しようする戌意ともなむ。

（……何、この分かり合ってる感）

（わ、わたくしたちとは年季が違うのよ的な……）

　イミナと津奈戯は顔を寄せ合い、やがてどちらからともなく決めた。今夜は対策について話し合おう────何かもう、色々と。







　深夜になって、誰だれもが寝ね静しずまった頃ころ。御津神戌意はそっとソファーから身を起こした。

　隣となりのソファーで眠るもなむを起こさぬように、物音一つ立てずに着き替がえると玄げん関かんに向かう──と、不意に「センパイ？」と声が掛かかった。戌意は思わず跳とび上がった。

「どうしたんですか？」

　パジャマ姿のイミナが、きょとんとした表情で立っていた。七分丈たけで、白いフリルのついたレースのパジャマは、高校生にしてはやや幼い容姿の彼女にしっくりくる。

「うん、少し散歩。色々と考えたいことがあってね」

「そうですか。気を付けて下さいね」

「ああ。じゃ、おやすみ」

「あ、あのっ！　……戌意センパイ」

　イミナがドアノブに手を掛けようとした戌意を呼び止める。

　もう一度振ふり返った彼に、イミナはもじもじと頰を赤らめ──嬉うれしそうに、囁ささやいた。

「本当に、ありがとうございました」

「僕は大したことはしてないよ。君の力が発揮できる状況を整えただけだし」

　勝利したのは、偏ひとえにイミナが諦あきらめなかったから。あの曖あい昧まい模も糊ことしたアドバイスで、本当によく戦ってくれたと思う。

「いえ、あの。試合のことだけではなくて、出会ってから全部のことです」

「それを含ふくめても、やっぱり大したことをした訳では──」

「したんです、センパイは！　それで、一つお伺うかがいしたいことがあって」

「どうしたの？」

　イミナは鼓こ動どうが弾はずむ胸を手で押さえて、ゆっくりと、微かすかな不安を滲にじませて問うた。

「どうして、わたくしの我わが儘ままに付き合って下さったんですか？　わたくしがした脅きよう迫はくなんて、大したことはできないとお分かりだったでしょうに」

「それは──」




　それは。

　君の才能に、君の刃やいばに、君の魂たましいに恋こい焦こがれてしまったからだろう。




　……と戌意は言いたかったが、言葉にするのは何故か難しかった。

　代わりに、彼はイミナの頭に手を置いた。ふわふわとした髪かみが、指先をくすぐった。

「秘密。いつか、教えられる日が来るかもしれない」

「……じゃあ、いつか教えていただけるのでしょうか？」

「君が、嫌いやがらない限りはね」

　その答えを聞いたイミナは、正に花はな咲さく笑顔だった。
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　準備したものは次の通り。

　スキーマスク、飛び出しナイフ、鋼鉄製の警棒、ビデオカメラ、拘こう束そく用の結束バンド。それから八巻鉄兵が〝事務所〟に頼み込んで手に入れた拳けん銃じゆう。

　青あお浪なみが胡う散さん臭くさげに八巻が手に握にぎったそれを見る。

「本当に大丈夫なのか？」

「ん？　ああ、大丈夫だ。ちゃんと動くかどうかは確かく認にん済みだ」

　自信ありげに、ぽんぽんと銃を叩たたく。青浪は首を横に振った。

「そうじゃねえよ、本当に上手くいくのかって──」

「ビビってんじゃねえ。大丈夫だって。死体の後始末は、伝つてがある。連れん絡らくすれば、すぐにやってきて綺麗にしてくれる」

　それでも不安げな青浪の襟えり首くびを摑つかみ、八巻が怒ど鳴なった。

「なあ、青浪。あのクソ女を引き戻もどさない限り、俺たちはもう終わりなんだよ！　一生底辺でのたうち回って暮らすか、あいつらを蹴け落おとして這はい上がるかのどちらかだ！　分かってんのか、それが!?」

「わ、分かってるよ……」

　分かってねぇ、と八巻は内心で吐はき捨てる。

　自分をスカウトした〝事務所〟が期待しているのは、県内上位にいて──できれば、全国へと勝ち進めるだけの実力を持つ八巻鉄兵だ。

　そんな力があれば、全国の選手プレイヤー情報を元手に稼かせぐことができる。敗北は即すなわち、人生の転落と同じこと。

　鞄かばんを片手に、深夜の街を歩く。

「いいか。あいつらは今、リーダーの御津神って奴やつの家に泊とまってるらしい。退院祝いのパーティだとか何かっつってな。文橋も含めて全員だ。まず男二人はブッ殺す。暴れるようなら、拳銃コイツを使う」

「女は？」

「文橋は事務所に預ければ大人しくなるだろ。残り二人は好きにしてもいい」

　ニタリ、と好色そうな笑みを浮うかべる。櫛くし灘なだ一いち意いは間近であの肢し体たいを見ていたせいだろう、ごくりと唾つばを飲んだ。

「最悪でも、あの戌意って奴は潰つぶす。人のコトを舐なめやがって、小こ馬ば鹿かにしやがって！　あの、あの野や郎ろうは、笑いやがった！　俺の仕し掛かけを引っ繰くり返して笑いやがった！　絶対に許さねぇ……！」

　幸い、この辺りに住んでいるのは学生が多い。警官の見回りなど、皆かい無むに等しい。三人は途と中ちゆうにあった小さな公園を横断してショートカットすることにした。ここを抜ぬければ、三分もせぬ内に到とう着ちやくする。携けい帯たいのナビ機能で確認済みだ。

　六月だというのに、妙みように冷たい風が首筋をまさぐった。背を丸めて、足早に歩いていた三人に声が掛かる。




「──なあ、八巻鉄兵。どこに行くんだ？」




　足を止める──疚やましいことを考えていたと言わんばかりに、ビクリと震ふるえた。

「誰、だ……!?」

　公園の小さな街灯の下に、少年が半分だけ進み出る。影かげと光の綾模様モザイクが、その人間を朧おぼろにさせていた。

　八巻鉄兵は、もちろん彼を知っている。

「御津神────戌意」

　少年に表情はない。ただ淡たん々たんと、静かに尋たずねる。

「八巻鉄兵。これから、どこに向かおうっていうんだ？」

　衝しよう撃げきからいち早く立ち直った八巻は、ベルトに挟はさんでいた拳銃に、そっと手を掛けつつ、へつらうように笑って言った。

「……散歩だよ、気分転てん換かん」

「安全装置が掛かっているぞ、引き抜いていきなり銃爪ひきがねを引かないように気を付けろ。よくある素人しろうとの間ま違ちがいで、弾たま詰づまりと勘かん違ちがいして慌あわてて銃身スライドを引こうとするが、当然ロックが掛かっていて動かない」

　ぞわり、と背筋に悪寒が走る。慌てて八巻は拳銃を引き抜き、きちんと安全装置を解除した。御津神戌意との距きよ離りはおおよそ十メートル、当てられない程ほどではない。

　銃を引き抜いた八巻に、後ろの二人が動揺する。

「おい、こんなところで──」

「黙だまってろッ!!」

「おい、片手で銃を握るな。そりゃ格好いいと思うけど、それで当てられるのは映画の登場人物キヤラクターか、きちんと片手で撃うつ訓練を受けた奴だけだ」

　戌意の言葉に、慌てて八巻は両手で拳銃を握り直した。

　……おかしい。何かが、絶望的に間違っている気がする。

　冷ややかな手が、三人の心臓をぎゅうぎゅうと締しめ付け始めた。

「動くな」

　八巻は今いま更さら言うべきことを思い出した。その言葉に、戌意がくつくつと笑う。

「動いてない。それに、君の狙ねらいはよく分かっているのに──どうして動かないと思う？」

　呼吸が荒あらい。心臓の音が弾んでいる。

　銃を持っているのは自分で、脅おどしているのも自分、味方がいるのも自分。

　なのに──何故なぜ、これほど恐おそろしいのだろう。

「最初にした僕の質問に答えろ、八巻鉄兵。どこに行くんだ」

「うるせぇ！　これから、お前の家に行くんだよ」

「行ってどうする？」

「取り戻しに行くんだよ」

「何を？　僕の家に、お前の所有物なんて何もないぞ」

「俺の人生をだ！」

　その言葉に、はぁと戌意は溜ため息いきをつく。八巻は枷かせが外れたかのように、一いつ気き呵か成せいに捲まくし立てた。

「文橋津奈戯は俺たちのモノだ。返せ！」

「……そのバッグの中に、ビデオカメラがなければ考えてもいい」

　反射的にバッグを持たされていた櫛灘が手を当てた──戌意は軽く頷うなずく。

「カメラがどうしたってんだ」

「お前たちがそれで何を撮ろうとしていたか、僕が理解わからないとでも思うのか？」

　すっ、と八巻鉄兵の顔が醒さめたものに変わる。

　もういい、と呟つぶやいて八巻は銃爪を引く──乾かわいた銃じゆう声せいは、意外に小さいものだった。

　銃じゆう弾だんは過あやまたず、御津神戌意の胸元に直ちよく撃げきした。

「……………………え？」

　ぐにゃり、と八巻の意識が歪ゆがむ。銃弾が消えた。いや、戌意の胸元に確かに届いたはずだが、すり抜けた。

「──お前たちがこの公園で僕の家に向けてショートカットする確率は極めて高かった」

　耳元で声がする──慌てて三人が振り向く。

　姿はない。それどころか、先ほどまで公園の街灯に照らされていたはずの戌意も、姿を消していた。

「八巻鉄兵おまえは、直情型の癖くせに妙に計画的だ。圧あつ倒とう的てきに有利なはずなのに、わざわざ爆ばく薬やくトラップを仕掛けていたことからも分かる。負けることが嫌いなんだ。だから、絶対に来ると思った。自宅の住所を確認して、情報を集めて、この公園をショートカットすると確信できていた」

「黙れ！　姿を見せろ！」

「──もう、とっくに見せてる」

　その言葉に、ようやく青浪が思い出した。ガクガクと恐きよう怖ふに震えつつ、八巻の袖そでを引く。

「……『幻げん像ぞう』だ。鉄兵、『幻像』と『幻げん聴ちよう』だ！」

　共にファンタズムにおける魔術師ウオーロツク系スキルの一種だ。試合場に仕掛けられた各種ルーターによって、分身や声を出す。

「どういうコトだ。おい、何だよコレ……！」

　はっ、と八巻が地面を見た。微かに見えるホログラフィックライン──間違いない。

「異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールド……!?」

「正解。この公園は小学生の練習用だけど、ちゃんと幻想デジタルと現実アナログが入り混じる場所だ。それから──一つ、設定を切り替かえている」

　姿を見せろ、と絶ぜつ叫きようする八巻の膝ひざに突とつ然ぜん鋭するどい痛みが走った。

「いっ……!?」

　立っていられず、膝を突ついた。それでも銃はしっかりと構えている──けれど、銃がやけに重くて、肘ひじを伸のばしていられない。

「具体的に言うと、ＤDigital受容体のペインリミットを外している。痛みはそのまま、死ぬときは死ぬ」

　青浪と櫛灘が硬こう直ちよくする。彼らとて、それなりにファンタズムをこなしているから知っている。痛みで人は死ぬ。強きよう烈れつな痛みは過電流のようなものだ。神経を疾しつ走そうしながら暴れ回り、脳を徹てつ底てい的てきに痛めつける。凄すさまじい過負荷ストレスによって、人間は心停止による苦痛からの逃とう避ひを望む。故に、ファンタズムでは一定以上の苦痛数値が計上されると、その神経信号を遮しや断だんするようなリミットを設定してある。

　それでも、心臓発作で死ぬ選手プレイヤーもいる。だが、そのリミットを外すという意味は──更さらに死が身近になったということだ。

「どうすんだ！　どうすんだよ！」

「やだ、厭いやだ。おい、やめてくれ！」

「うるせえ耳元で騒さわぐな！」

　恐怖を打ち砕くだくように、八巻が再び銃を撃つ──銃弾は虚こ空くうに消える。

「二十九人目」

　またも、耳元で声がした。

「何……？」

「彼女が三十六人目。僕は二十九人目なんだ」

　三十六、という数字には聞き覚えがあった。つい最近、強烈な印象を与あたえた番号ナンバー。三十六、三十六人目、三十六人目の継承者。

「……遺産レガシー……？」

　直後、強烈な暴力が全員に襲おそい掛かかった。

　幾いくつかのイメージが脳内に叩たたき込まれ、痛みの渦が全身を攪かく拌はんする。

　八巻鉄兵は跪ひざまずいたまま、絶叫しようとしたが掠かすれるような声しか出せなかった。

「な……に……？」




　──何が起きているか、分からない。

　──痛み、痛みは強烈だ。だがそれ以上に息苦しい。

　──首を絞め上げられているように、肺が全く機能していない。




「レガシー・スキル。『大凶ツ世おおまがつよ』」

　暗くら闇やみの隙すき間まを縫ぬうように、少年は忽こつ然ぜんと姿を現した。

　その姿はどうしようもなく不ふ吉きつで、蛇へびが絡からむように幻想なにかが巻き付いていた。

「あ、あ、あぁぁ……」

　憤ふん怒ぬも殺意も、一いつ瞬しゆんで消し飛んだ。

　彼の瞳ひとみはあまりにも虚無うつろで、声はあまりにも静せい謐ひつで、怖おぞ気けがするほど──美しい、と思った。

　それは華はなやかな花の美しさではなく、才能を持つ者が見せる輝かがやきでもなく、一面黒に塗ぬり潰つぶされたキャンバスのようなものだ。

　何も見えず、何も感じ取れず、全く繫つながることが想像できない暗黒。

　だからこそ美しい。

「たす、けて──」

　八巻の言葉に、青浪と櫛灘が同意する。

「お、俺たちのせいじゃない。コイツの、鉄兵のせいだ」

「俺は悪くない！　この二人が無理矢理──」

　何だ、何だお前ら。

　他人ひとのせいにしやがって──と、八巻は内心で毒突きながら、弁明する。

「や、約束する。もう襲わない、二度とアンタたちに……楯たて突つこうなんて、思わないから……」

　俺も誓ちかう、俺もだ、と青浪と櫛灘が賛同する。

　長い沈ちん黙もくの後、酷ひどく寂さびしそうに御津神戌意は呟いた。

「君たちが来なければいいと、この三日間願ってた。万が一ショートカットしなくても、生徒会長の伝つてで警備会社と即そく席せき契けい約やくを結んで巡じゆん回かいして貰もらっていたし、自宅のセキュリティレベルも数倍厳しいものに上げていた。だから、その予想が当たらなければいいと思っていた」




　──ごくり、と唾つばを飲む。なのに口内が渇いて渇いて仕方がない。

　──目の前の人間は、否いな、人間のようなかたちをしたものと、まるでコミュニケーションを取れている感覚がなかった。

　──恐ろしい程ほどに透とう明めいな声。



















「……ここを通り抜ぬけるということは、計画に完かん璧ぺきを期したということだ。君たちの殺意は本物で、これから先それが消えるという保証はない」

「ま、待て。待って！　違ちがう、誤解だ。話を聞いてくれ」

　八巻が必死になって紡つむごうとした言葉を制するように、御津神戌意は宣言した。




「──だから、僕はこれから君たちを殺す」




　世界が凍こおり付いたような感覚。

　何て場ば違ちがいな言葉なのだろう、と八巻は漠ばく然ぜんと考えた。殺す、なんて。そんな恐ろしいことを、どうしてコイツは平然と言ってのけるのだろう。

　粘ねばついた喉のどが、不快で不快で仕方ない。

「やめ、やめて、厭だ、やめて、やめて……」

　目の奥が熱い。ついぞ流したことのなかった涙なみだが、後から後から溢あふれて止まらない。

　何故だろう、と考えてすぐに理解できた。




　──だって、彼の殺意は本物だから。

　──本当に、自分たちを殺そうとしているから。




　自分たちとは決定的に何かが違っていた。傷つけよう、じゃない。穢けがしてやろう、でもない。そういう余分なものを取っ払ぱらった、純じゆん粋すいで無む垢くといっていい位の感覚。

「……僕には余よ裕ゆうがない。君たちは立ち直るかもしれない。足を洗って真ま面じ目めに生活しようと思うかもしれない。でも、そう思わない可能性の方が高い。あの試合の結果を悔くいて、無かったことにしようと思う確率の方が高い。今、君たちを許せば一週間は懲こりるだろう。だけど一ヶ月後なら分からない。二ヶ月後なら、僕はきっと忙いそがしくてお前たちに時間を割いていられない。三ヶ月後ならば、尚なお更さらだ。僕は──それが恐おそろしい。ここでお前たちを見み逃のがして、後で何もかも台無しにされる方が、遥はるかに怖こわい」

　致ち命めい的てきなまでのすれ違いだ。

　憤怒のあまり拳こぶしを振ふり下ろそうとした八巻鉄兵に対し、御津神戌意は禍か根こんを断つために──障害だから、殺そうとする。

「しに、たくない……」




　本当に寂しそうに、戌意は呟く。




「ああ。それでも、彼女イミナの盾たてになると決めた。行く手に遮さえぎる茨いばらがあれば、刈かり取ると決めたんだ。僕は」

　右みぎ腕うでが掲かかげられる。死し刑けい執しつ行こうの準備だ、という確信が三人の心に満ちる。

「やめ、て────────人殺しは、よくない。ひとを、ころす、なんて」

「生あい憎にくと。……もう、一度殺している」

　声は厳おごそかな聖堂での独白のように響ひびいた。

　腕うでが振り下ろされた。

　彼らにとっては不幸中の幸いか、苦痛はほぼ一瞬だった。恐怖も苦痛も絶望も後こう悔かいも、彼らの夢も……瞬またたく間に全てが絶たれていた。
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「……もう、出てきていいよ」

　呼よび掛けに応じて、公園の木こ陰かげに隠かくれていた華々蓮もなむがふらりと現れた。

　いつものように、どこかダウナーな表情。公園の街灯の明かりに照らされた彼女は、雪で出来た少女のような儚はかなさがあった。朝が来れば、溶とけて消えてしまうような。

「殺したんですね」

「ああ。……仕方がなかった。僕たちを殺そうとしたんだから」

「噓うそ」

　もなむの一言には、剃刀かみそりのような鋭するどさがあった。

「……どうして」

「私たちを殺そうとしたからじゃないでしょう。イミナさんを害する可能性があったからですよね」

　戌意はその言葉に──目を逸そらして頷うなずいた。

「そうだね、そうなんだろう。彼女の害になりそうだったから、殺したんだろうな」

「……辛つらい、選せん択たくですね」

　もなむは一向に人を殺したことを非難する様子はなかった。幾ら命の価値が安くなったとはいえ、軽けい蔑べつや恐きよう怖ふされて然しかるべき行こう為いにも拘かかわらず──少女は平然と三人の死体を眺ながめている。

　外傷はない。圧あつ倒とう量の苦痛で脳が死を選択しただけで、ショック死の症しよう状じように近い。

「辛くはないさ。……もう、とっくの前から僕は人殺しだったんだし」

「違います。人を一人殺すも三人殺すも一いつ緒しよな訳はない。人を殺せば、その数だけ死が積み重なり、穢れ続けていくだけ。戌意さんだって、そう思っている癖くせに」

　もなむの言葉は当たり前の真実で、だからこそ戌意は傷口を暴き立てられるような痛みを味わった。その傷口は、多分一いつ生しよう涯がい癒いやされることはない。

「……そうだな。よく分かっている、よく分かっていたんだ。でも、仕方がなかった」

「うん。仕方がありませんでした。この人たち、きっと諦あきらめなかった。私たちは無敵でも、不死身でもないし、気配に気付けるような達人でもない。生きることを停止させない限りは、再び巡めぐり会ったでしょう。多分、最悪の形で」

　もなむがゆっくりと近付いて、震ふるえる戌意の背中を抱だき締しめた。

　御津神戌意は、静かに涙を流していた。彼らを殺したことへの後悔ではない、理由はどうあれ罪を背負ったことへの恐怖と、罪悪感からだ。

　人を殺して平気な人間など、存在しない。人を殺して平気な人間は、人間ではなく獣けものか怪かい物ぶつのどちらかだ。

「……でも、戌意さんはきっとこれからも刻導イミナを守るんですね」

「ああ。僕はイミナを守りたい。そして、彼女を──高みまで連れて行きたい。僕が見られなかった風景を、彼女ならきっと見ることができる」







　それは残ざん酷こくな誓いだった。

　ファンタズムには既すでに多数の大だい企き業ぎようあるいは暴力団が関かかわっており、たかがインターハイでもあらゆる権けん謀ぼう術じゆつ数すうが張はり巡らされている。多かれ少なかれ、彼女たちの純粋な願いは──いつしか、欲よくに塗まみれて汚けがれていく。

「そこまで、焦こがれてしまったのね」

「……うん。もなむ、頼たのむから皆みんなには黙だまっていてくれないか？」

「ええ。だけど、条件が一つ。私も巻き込んで」

　強く抱き締められると、戌意の体に彼女の熱が伝わってきた。

「だって、ひとりは寂しいもの。きっと戌意さんは、疲つかれても傷ついても表に出さずに、ずっと同じことを続けるのでしょう？　イミナさんたちへの悪意を、全部引き受けて戦うつもりなんでしょう？」

　沈黙で肯こう定ていを返す。

「だから。私が、一緒に堕おちてあげます。せめて、ひとりで寂しくならないように。それはきっと、イミナさんにはできないことだから──」




　夜風の冷たさが気にならないほどに、華々蓮もなむの体は温かかった。

　戌意はありがとう、と呟つぶやいて。

　胸に回された両手を、そっと握にぎりかえした。







　──人の生命が、時に炎ほのおのように美しく輝かがやいて見えるときがある。

　──それは多分、自身の限界を超こえることから起きる幻げん覚かくの類たぐいなのだろう。

　──フェルマーがフェルマーの最終定理を見み出いだした瞬しゆん間かんとか。あるいは、ニュートンが万ばん有ゆう引力の法則を発見した瞬間とか。ウサイン・ボルトが人類史上最速記録を塗ぬり替かえたときとか。

　──それは己おのれの脳、己の肉体、己の魂たましいを限界まで燃焼し尽つくすことによって生み出される、至高の輝きだ。歴史や記録に残らずとも、その輝きに変わりはない。

　──もっとも、大多数の人間はそんな輝きを見出せない。己の意志で輝かないのではなく、己の諦てい観かんが輝かせない。

　──だからといって死ぬ訳でも弾だん劾がいされる訳でも無いのだから。輝く必要など、一定間かん隔かくで産出される超ちよう人じんに任せておけばいい。

　──ところが。自殺世代アポトーシス・エイジにとってはそうはいかない。その輝きこそが、唯ゆい一いつ無む二にの生せい還かん手段。

　──だから、彼らは、我々は、僕たちは、私たちは、止まるに止まれず。歩くに歩けず。ただただ、ひた走るしかない。

　──永遠のマラソンランナー、見えないゴールに向かってただ疾しつ駆くする。二十年にも満たぬ人生を、結けつ晶しよう化させるように。

　──それが、彼らの選んだ生き方だった。








エピローグ









　死体の後始末など、様々な出来事は色々とすっ飛ばして後日の話である。

　無事に五人クインテツトが揃そろった夜よ見み都と学園拡張現実ＡＲ技術同好会は、いつものようにミーティングを開始していた。普ふ段だんなら、当日各自が行うべきトレーニングを指示した後に解散するのだが、今日は違ちがっていた。

「悪いけど、今日は生放送で配信される試合を見て貰もらおうと思う」

「どことどこのですか？」

「岡山県代表の温おん羅ら高校と、東ひがし東京代表の私立天てん常じよう学園。温羅高校は全国四位──ビッグ４フオーの一つで、特にチームプレイに定評がある。〝五人が一つの脳で動いている〟って称しようされるくらいだ」

「今の俺たちに一番必要なものだな」

「ええ。幸い、今年の選手プレイヤーポジションも前衛三、後衛二でウチと似通ってます。録画はしておきますけど、リアルタイムで見た方が緊きん張ちよう感かんがあって学習度が高まるので」

　そう言いつつ、同期させていた全員のタブレットに選手データを送信する。

「全員、とりあえずは自分と同じポジションの人間をマークしておいて」

「相手の方々はチェックの必要ないですか？」

「一応、ざっくり調べてみたけどこれまでの試合データが見当たらなくてね。……まあ、天常学園そのものが新設校らしいし、仕方ないけど」

「実戦は初、ということか？」

　零れい視しの言葉に、戌いぬ意いは頷いた。

「少なくとも、公式では。……温羅高校も、この時期に練習試合なんてよくＯＫしたと思います」

　試合開始直前、不意に戌意の携けい帯たいに着信があった。失礼、と言って部室から退出する。




「もしもし、摘つみ月つき？」

《ああ、摘月だ。……戌意、私立天常学園という名に聞き覚えはあるか？》

「うん。といっても、今から練習試合をやるということ以外、知らないけど──」

《そうか。いや、済まない。実は──》

　天てん剛ごう摘月の話によると、天常学園が天剛摘月に対して引き抜ぬきを掛かけてきたらしい。

　……話そのものは珍めずらしくはない。学生の引き抜きなど日常茶さ飯はん事じである上に、他のスポーツのような規制が、（大企業の思おも惑わくによって）意図的に撤てつ廃ぱいされている。

　高額の札束が飛び交うのも自明の理。弱小高校に突とつ如じよ現れたエースが、三ヶ月以内に極めて高い確率で強きよう豪ごう校のレギュラーとして登場するなど、よくあることだった。

《碩せき陵りように不満はないし、余よ程ほどの常連校ならばともかく新設校ということもあるので当然断ったのだが……とにかく、これまで見たことないほどの札束を積み上げてきてな》

「へぇ……まあ、摘月なら無理もないんじゃないかなあ」

　全国でも上位に位置づけられるランカーなのだ。彼女が来ただけで、余程の弱小校でもなければベスト８までは確実だろう。

《ふはははは！　照れるからやめれ。……それはともかくとして、他の上位ランカーにもかなり強ごう引いんな引き抜きが来ているらしい。まあ何というか、我々のチームクインテツトは絶対に強くなる、必ず高みに立つってスカウトマンが言っていてな。それが気になって……》




「先せん輩ぱい！」

　日ひ頃ごろ冷静な文ふみ橋はし津つ奈な戯ぎが、血相を変えて部室から飛び出してきた。

「津奈戯？」

　見てはならぬものを見たような、青ざめた表情を浮うかべている。

「し、試合が……試合が、終わった」

「……何だって？」

　携帯の通話を切ることも忘れたまま、戌意もしばし思考を空白ブランクにさせられた。

「と、とにかく見て！　いいから！」

　強引に部室に押し込まれると、三人の動どう揺ようしきった視線が戌意に集中した。

　戌意はその視線を無視して、自身のタブレットを見る。……アナウンサーが混乱しきっているのが分かる。それどころか、審判ジヤツジを務めていた情報体インスタンスですら混乱していてフリーズ寸前だった。

　勝利です、とアナウンサーが茫ぼう然ぜんとしたまま呟く。戌意はすぐにカメラを追つい跡せきモードからフリーに変へん更こうした。各視点のカメラを一つ一つ追って、確かく認にんする。

　温羅高校の選手プレイヤーたちが、全員『幻想守殻ドレス』を抉えぐられて倒たおれていた。

　拳こぶし、ないし鈍どん器きに当たるもので殴なぐられたのだろうことは想像が付く。

　一方、私立天常学園の選手プレイヤーらしき者は一人しかいない。顔は覆面マスクで覆おおわれているが、体つきから女性であることは一目で見て取れた。




　──心臓が警告するように、強く弾はずんだ。

　──この動画をこれ以上見るだけで、お前は死ぬぞと宣告されている気分。




　彼女は勝利を宣言するように右みぎ腕うでを掲かかげてから──その手を下ろして、人差し指を曲げて腰こしのあたりでくるくると回す。




　──死んだ。

　──殺された。

　──彼女は、その仕草だけで御み津つ神がみ戌意という人間を瀕ひん死しに追い込んだ。




　何故なぜなら、御津神戌意はその仕草をよく識しっている。

　幼い頃ころからの彼女のクセ。西部劇のガンマンプレイ、右手で拳銃をくるくる回してホルスターに収める。

　勝利の後は、決まって彼女もそうしていた。とっくの昔に、ホルスターは吊つるしていないはずなのに。







　それは、御津神戌意が殺害した御津神鳴めいという名の少女のクセ。

　実の姉とそっくり同じ仕草をする少女が、タブレットに映っていた。








後書き









　生命、というものはどういう形であれ失えば二度と蘇よみがえることはありません。

　少なくとも現状の技術では、死を克こく服ふくすることはできていません。どれほど高貴な人間であろうと、あるいはどうしようもない駄だ目め人間であろうと、死は平等です。

　先延ばしにすることはできても、訪れることそのものを避さけることは不可能なのです。

　……そしてそれ故に、我々はこう認識しています。

　命は大切である。命は貴重なものである。命は価値あるものである、と。

　しかし同時に、人は何かの命を奪うばうことなくしては生きられませんし、そもそも人間同士が争って命を落とすことなど、しょっちゅうです。

　命は価値あるものです、それは間ま違ちがいありません。

　しかし、同時にこうも言えるのです。命の価値は人それぞれによって異なるのだと。

　分かりやすく言うと──〝二人が崖がけから落ちそうなときどちらを助けるのか〟。

　親兄弟、あるいは友人の方が赤の他人より大切な人もいるでしょうし、その逆も充じゆう分ぶんに有り得ます。

　二千万円で人を殺す殺し屋もいれば、五万円で殺人を請うけ負おうチンピラもいるでしょう。

　三千万円で人を救う医者もいれば、タダで人を救う医者もいます（同一人物ですが）。

　そしてこの生命の価値観は、ときに権力側から押しつけられることがあります。

「クインテット・ファンタズム」はそんな価値観が蔓まん延えんしてしまった世界です。

　自分という生命に価値がないと知った人間は、生命の価値を生み出すために戦うか、生命の価値がないならば構わないと死によって世界から逃にげ出すかの選せん択たくを迫せまられます。

　なるほど後者は楽です。まったく楽です。しかしそれは、自分の価値を証明する機会を永遠に失うこととイコールです。

　今、価値がなかったとしても恐おそれることはありません。そもそも、人生とは連綿と続く戦いそのものです。価値を得るタイミングも、価値を失うタイミングも、思わぬときに転がっています。

　今、自分に価値がないと思っていても後からその価値を見出せるのかもしれません。

　今、自分に価値があると思っていても突とつ然ぜん、その価値がゼロになってしまうのかもしれません。それは人生という長いレールにおいて、仕方のない出来事です。

　我々にできることは、それをできるだけ良い形で受け入れること。そして、次の価値を探すための前準備をきちんと整えておくこと──。

　逃とう避ひするよりは、真っ向から突とつ撃げきした方が案外上手くいくのかもしれないですよ。




　さて。「クインテット・ファンタズム」では拡張現実技術がバックボーンに存在する世界です。まあ、描えがかれている拡張現実技術そのものは実に荒こう唐とう無む稽けいでして、そこを突つっ込こんだところで何も出てきやしません。

　とはいえ、それではアレなので簡単ですが説明など。拡張現実技術とは、これまで考えられてきた「仮想現実」──いわゆるバーチャル・リアリティの発展形、あるいは亜あ種しゆともいえるテクノロジーです。

　仮想現実を精神だけで生きられる誰だれもが夢見た理想の世界とするなら、拡張現実は現実世界そのものに、デジタルを持ち込んだもの。

　例えば現実における花を摘つみ取ったところで、それがどんな花かを調べるには本あるいはネットで検けん索さくをかけるしかありません。

　しかし、例えば「視覚」部分に拡張現実機能が付属していたとすると、それを見た瞬しゆん間かんに画像の認識及および類似画像の検索、更さらには詳しよう細さいな情報──花の名前や毒性の有無など、一いつ瞬しゆんで把は握あくできることになります。

　この「クインテット・ファンタズム」においては、五感全てに「デジタル」を認識可能な生体器官が存在する、という前ぜん提ていになっています。偽にせ物ものの炎ほのおでも、喰くらえば「熱い」し「痛い」のです。

　ちなみに朝日新聞出版様より、「クインテット・ファンタズム」と世界を同一にしている「オーギュメント・アルカディア」（内容：ニンジャとヤクザが戦う、コワイ！）が発売中です。（荒唐無稽）拡張現実技術に関しても、こちらの方が詳くわしく説明してあります。

　もちろん「クインテット・ファンタズム」単品で楽しめるように工夫を凝こらしているため、ご安心下さい。

　次巻もできるだけ早い時期にお届けできるといいな、と思いつつ筆を置かせていただきます。それではまた。




　最後になりましたが、表紙及び挿さし絵えを担当していただいたワダアルコさんに謝辞を。

　イミナ犬超ちよう可愛い。





二○一四年七月　　東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろう　
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